
研修の評価指標開発のための先行研究調査 

 
岡田佳子（2015）「ソーシャルスキル教育実践のための導入的な教員研修プログラムの実施とテキストマイニングによる評価の試

み」『日本教育工学会論文誌』39(Suppl.)，pp.133-136. 
【目的】 ソーシャルスキル教育実践のための教員研修プログラムを実施し，プログラムの評価を行う。 
【手法】 受講者の感想をテキストマイニングの手法を用いて分析。 
【結果】 プログラムの目標を達成するためには身近な具体例や実際の体験を通した理解が重要であることが示唆された。また，

多くの内容を短時間に凝縮したり，大人数で実施したりすると十分なプログラムの効果が得られないことも分かった。

１回の研修で全てを広く浅く網羅するのではなく，対象者と目標を絞ってプログラムをいくつかのユニットに分けて準

備する必要がある。研修の効果検証のためには，質問紙による調査や，意欲が実際の行動の変化につながったかを行動

指標によって追跡調査することなどが必要。 
 
田中一孝ら（2014）「プレ FD を通じた大学教員になるための意識の変化と能力の獲得」『京都大学高等教育研究』20，pp.81-88. 

【目的】 プレ FD を修了した大学院生・オーバードクター（OD）・PD がプログラムを通じてどのような意識の変容を被り，ま

たどのような能力を獲得するかを定性的に明らかにする。 
【手法】 京都大学文学研究科プレ FD プロジェクトに参加した OD 53 名を対象にアンケート調査を実施。プログラム全体につ

いて，リレー講義における講義，授業後検討会，事後検討会，グループ・全体ディスカッション，ミニ講義，ワークシ

ートを用いた振り返りについて満足度とその理由を回答。自由記述調査で得られた記述から「～できるようになった」

「～の意識が高まった」「～ということに気づいた」という記述を抽出し，類似している記述を分類し，カテゴリ名を

付与。最後に得られたカテゴリをその特徴によって上位・下位に分類。 
【結果】 「教育技術の向上」「知識の獲得」「教育者としての意識の向上」「研究者としての成長」の 4 つの大カテゴリーが得ら

れた。 
 
大山牧子ら（2013）「カード構造化法を用いた大学初任教員の授業省察」『日本教育工学会論文誌』37(Suppl.)，pp.173-176. 

【目的】 カード構造化法を用いることで可視化される大学初任教員の授業省察の特徴と利用の限界を明らかにする。 
【手法】 哲学と歴史学を専門とする大学初任教員 2 名を対象とし，カード構造化法を用いて，授業省察を可視化。 
【結果】 カード構造化法によって促された授業省察は，大学初任教員にとって授業デザインへの意識の高まり，授業改善のため

の多様な短／長期的な課題を発見し， 
フィードフォワード情報へとつながることが確認された。カード構造化法は，大学初任教員の授業省察の可視化を促す

ツールとして機能する可能性を持つことが示された。同時に，効率的な実施方法の開発の必要性が明らかになった。 
 
林素子ら（2012）「立命館大学における新任教員対象『実践的 FD プログラム』の成果と展開」『教育情報研究』29(3-4)，pp.25-36. 

【目的】 実践的 FD プログラムの妥当性と有効性を検証する。 
【手法】 各ワークショップ（全 10 件）終了時に受講生に対して事後アンケートを実施。15 項目。加えて，受講が比較的良好（WS

受講率 50%以上かつオンデマンド講義受講率平均 45%以上）な受講生 20 名を対象に「教授・学習支援能力」の 6 観点

25 項目の修得度を 4 件法で回答，10 名から回答を得る。さらにプログラム未修了者 22 名に対して受講困難の理由等

をアンケート調査（5 名 22.7%から回答を得る）。外部評価委員による評価も実施（口頭および書面）。 
【結果】 修了生からの評価は概ね高い。特に「授業の質保証」「自己の専門性の継続的な発展」の項目で平均 3.0 以上。未修了

生は主に時間調整のカテゴリを受講困難の主要因としていることがわかった。 
 
木村優（2015）「中学校の担任教師はスクールカウンセラーの活動をどのように生かしているのか」『教育心理学研究』63，
pp.279-294. 
【目的】 中学校の担任教師が，生徒・保護者への対応において，スクールカウンセラーの活動をどのように生かし，その結果ど

のような体験をしているのかを担任教師の視点からボトムアップ的に把握する。 
【手法】 半構造化面接によって 16 名の中学校教師にインタビューを実施。1～1 時間半程度のインタビュー。「学級担任の立場

で，１人または複数の生徒の問題に，スクールカウンセラーとやり取りしながら対応した経験について教えて下さい」

と教示して質問項目に回答を求める。グラウンデッド・セオリー・アプローチ（GTA）を援用して分析。 
【結果】 「担任のしづらい動きを担ってもらうことでゆとりを得る」「カウンセラーの情報や発言から生徒・保護者への理解を

深める」「対応にあたってのガイドを得て判断の参考にする」「気持ちや考えへの保証を得て精神面の回復に役立てる」

の 4 つに整理されることが示唆された。 
 

 

香川秀太（2012）「看護学生の越境と葛藤に伴う教科書の「第三の意味」」『教育心理学研究』60，pp.167-185. 

【目的】 学内から学外への状況間移動に伴い，学習者が両者間のいかなる緊張関係に置かれ，どんな社会的相互作用行為に関わ

り，何がどう変化していくか，学習過程を調査する。 
【手法】 基礎看護実習に参加した看護学生 2 年生 12 名を対象に，実習期間終了後に半構造化面接を実施。一人当たり 2 回，各

計 2～3 時間，全 34 項目。GTA を使用して分析。文字データを検討し，概念の作成→概念間の関係づけ→カテゴリ構

成を実施。 
【結果】 学内学習では教員の指導にかかわらず，ほぼ教科書通りの実践にとどまる。臨地実習では教科書的知識を「現場の実践

を批判的に見せるが柔軟に変更もすべき道具」とみなすように変化。これらの結果より，省察やリアリティ豊かな学習

を促進する「越境知探究型の学習」を提案。 
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木村優（2010）「共同学習授業における高校教師の感情経験と認知・行動・動機づけとの関連」『教育心理学研究』58，pp.464-479. 

【目的】 授業における教師の感情経験と，教職の専門性として説明されてきた認知や行動，動機づけとの関連を検討する。 
【手法】 高校教師 10 名を対象とした面接調査を実施。授業観察から教師の実践の特徴や生徒が示す行為を把握した上で，面接

により授業中の感情経験を教師に尋ねる段階的な方法を用いた。半構造化面接を約 1 時間実施。質問は 6 項目。GTA
を用いて分析。 

【結果】 喜びや楽しさなどの快感情は教師の活力・動機づけを高めることで実践の改善に寄与し， さらに授業中では教師の集

中を高めることで瞬間的な意識決定と創造的思考の展開を促進していた。一方，いらだちなどの不快感情は教師の身体

的消耗や認知能力の低下を導くが，苦しみや悔しさなどの自己意識感情は授業後の反省と授業中の省察に結びつき，教

師が実践を改善し， 即興的に授業を展開するのを可能にしていることが明らかになった。 
 
徳舛克幸（2007）「若手小学校教師の実践共同体への参加の軌跡」『教育心理学研究』55，pp.34-47. 

【目的】 若手教師が自らの教師としての実践，学習をどのように捉え，どのように学習していくのかという過程を検討する。得

られた結果に基づき， 教師の学習に関する若手小学校教師の認知に基づいた学習過程のモデルを作成する。 
【手法】 教師歴 1 年目から 3 年目の若手小学校教員 11 名を対象に半構造化面接を実施。1 人当たり 45～90 分。教師になろうと

思った動機は何か，自分は教師に向いていると思うか，自分にとっての理想の教師像とはどうであるか，職場での人間

関係はどうか，どのようなことに困難や苦痛，もしくは良好であると感じているか，について回答を求める。得られた

データを修正版 GTA で分析。 
【結果】 若手小学校教師は，教師として身につけるべきスキルや知識があると語る一方で，他の教師や児童，保護者，地域との

相互交渉によって教師としての学習がなされると考えていることがわかった。そのため，「教師になる」とは，個人主

義的に達成されるものではなく，社会的相互交渉によって社会的に達成されることが示唆された。さらに，学習の概念

とは，従来の個人主義的な達成に加え，社会的達成物であることも示された。 
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り

ま
す

。
 

 【
G

S
I T

ea
ch

in
g 

&
 R

es
ou

rc
e 

C
en

te
r】

 h
ttp

://
gs

i.b
er

ke
le

y.
ed

u/
 

 
G

S
Iと

は
、

G
ra

du
at

e 
S

tu
de

nt
 In

st
ru

ct
or

 の
略

で
、

バ
ー

ク
レ

ー
の

 
 

い
わ

ゆ
る

TA
の

こ
と

で
す

。
今

回
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

て
く

れ
る

の
は

、
こ

の
セ

ン
タ

ー
の

 
 

ス
タ

ッ
フ

た
ち

で
す

。
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
で

は
、

G
S

Iに
関

す
る

様
々

な
情

報
や

 
 

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

案
内

に
つ

い
て

公
開

さ
れ

て
い

ま
す

。
TA

と
し

て
働

く
う

え
で

 
 

ど
う

い
っ

た
要

件
が

あ
り

、
ど

ん
な

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
受

け
て

い
る

の
か
に

つ
い

て
 

 
知

っ
て

お
く

と
、

実
際

に
G

S
Iに

会
っ

た
時

に
理

解
が

深
ま

る
で

し
ょ

う
。

 
 

 
 

特
に

、
セ

ン
タ

ー
長

の
Li

nd
a
先

生
に

は
教

育
・

学
習

に
関

す
る

レ
ク

チ
ャ

ー
を

 
 

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。
と

っ
て

も
懐

の
深

い
素

敵
な

方
で

す
。

 
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

 
 そ

れ
で

は
、

渡
航

ま
で

体
調

を
整

え
つ

つ
お

過
ご
し

く
だ

さ
い

。
 

次
回

の
メ

ー
ル

配
信

も
お
楽

し
み

に
！

 
  今

野
 

 -- 
--

 
（

署
名

省
略

）
 

 

②
【

PF
FP

/N
FP

】
バ

ー
ク
レ

ー
研
修

に
向

け
て
（

２
）

 
20

17
年

2
月

7
日

 8
:5

8 
 バ

ー
ク

レ
ー

研
修

参
加

者
の

み
な

さ
ま

 
 大

学
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー
の

今
野

で
す

。
 

は
や

い
も

の
で

既
に

2
月

…
。

前
回

の
「
バ

ー
ク

レ
ー

研
修

に
向

け
て

」
メ

ル
マ

ガ
か

ら
 

1
か

月
が

経
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

 
 み

な
さ

ん
、

い
か

が
お

過
ご

し
で

し
ょ

う
か

？
 

中
に

は
、

先
週

報
道

に
あ
っ

た
バ

ー
ク

レ
ー

で
の
暴

動
を

知
っ

て
心

配
さ

れ
て

い
る

方
も

 
い

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
私

も
、

よ
く

見
慣

れ
た
場

所
が

壊
さ

れ
て

い
た

り
、

火
を

付
け

ら
れ

た
り

 
し

て
い

る
映

像
を

見
て

、
シ

ョ
ッ

ク
を

受
け

た
の
で

す
が

、
現

地
ス

ッ
タ

フ
は

驚
く

ほ
ど

落
ち

着
い

て
お

り
 

キ
ャ

ン
パ

ス
も

既
に

通
常
に

戻
っ

て
い

る
そ

う
で
す

。
な

の
で

、
み

な
さ

ん
も

過
度

な
心

配
は

せ
ず

 
着

々
と

準
備

を
進

め
て

も
ら

え
れ

ば
と

思
い

ま
す
。

 
 バ

ー
ク

レ
ー

と
い

え
ば

、
フ

リ
ー

ス
ピ

ー
チ

発
祥
の

地
。

 
興

味
が

あ
る

人
は

ぜ
ひ

調
べ

て
み

て
く

だ
さ

い
。
研

修
中

の
キ

ャ
ン

パ
ス

ツ
ア

ー
で

も
、

こ
れ

を
 

知
っ

て
い

る
と

、
倍

楽
し
め

る
解

説
も

あ
り

ま
す
の

で
、

ご
期

待
く

だ
さ

い
！

 
ま

た
、

今
回

の
暴

徒
化

し
た

の
は

、
実

は
学

生
で
は

な
く

、
外

部
の

団
体

の
メ

ン
バ

ー
だ

と
い

う
報

道
も

 
あ

り
ま

す
。

冷
静

に
受

け
止

め
て

判
断

し
た

い
と
私

も
思

っ
て

い
ま

す
。

 
 こ

の
報

道
を

受
け

て
、

ア
ポ

取
り

連
絡

を
ス

ト
ッ
プ

し
て

い
ま

し
た

が
、

今
週

か
ら

随
時

進
め

て
 

行
き

た
い

と
思

い
ま

す
。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま
す

！
 

 さ
て

、
今

回
の

メ
ー

ル
で
は

、
現

地
で

の
プ

ロ
グ
ラ

ム
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

解
説

し
ま

す
。

 
添

付
フ

ァ
イ

ル
は

、
現

時
点

で
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
の

ド
ラ

フ
ト

で
す

。
 

印
刷

し
て

手
元

に
置

き
な
が

ら
、

下
記

を
確

認
す
る

と
わ

か
り

や
す

い
と

思
い

ま
す

。
 

 【
1
日

目
（

27
日

）
】

 
 

・
W

el
co

m
e 

an
d 

In
tro

du
ct

io
n 

to
 th

e 
P

ro
gr

am
 

 
 

 
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
全

体
を

紹
介

す
る

イ
ン

ト
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
と

現
地

ス
タ

ッ
フ

と
の

 
 

 
 

顔
合

わ
せ

で
す

 
 

・
Te

ac
hi

ng
 a

nd
 L

ea
rn

in
g 

at
 B

er
ke

le
y 

 
 

 
バ

ー
ク

レ
ー

で
の

教
育

・
学

習
に

つ
い

て
の

レ
ク

チ
ャ

ー
を

受
け

ま
す

。
 

 
 

 
レ

ク
チ

ャ
ー

を
担

当
す

る
の

は
G

S
Iセ

ン
タ

ー
長

の
リ

ン
ダ

先
生

で
す

。
 

 
・

Th
e 

B
as

ic
s 

of
 T

ea
ch

in
g 

 
 

 
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
の

基
本

に
つ

い
て

、
現

地
で

G
S

Iが
学

ん
で

い
る

内
容

を
も

と
に

 
 

 
 

レ
ク

チ
ャ

ー
を
し

て
い

た
だ

き
ま

す
 

 
・

Lu
nc

h 
 

 
 

各
自

キ
ャ

ン
パ
ス

内
、

あ
る

い
は

周
辺

で
自

由
に

昼
食

を
と

り
ま

す
。

 
 

・
C

am
pu

s 
to

ur
 

  
 

 
バ

ー
ク

レ
ー

の
キ

ャ
ン

パ
ス

ツ
ア

ー
を

し
ま

す
。

 
 

・
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
 

 
 

 
15

:0
0～

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

の
時

間
で

す
。

 
 

 
  

こ
の

時
間

に
ア

ポ
を

入
れ

て
も

よ
い

で
す

し
、

図
書

館
や

学
内

施
設

の
見

学
を

 
 

 
  

す
る

な
ど

し
て

有
意

義
に

過
ご

し
ま

し
ょ

う
 

  【
2
日

目
（

28
日

）
】

 
 

・
O

bs
er

va
tio

n:
 T

he
 P

ol
iti

cs
 o

f E
du

ca
tio

na
l I

ne
qu

al
ity
（

調
整

中
）

 
  

 
 全

員
で

講
義

を
参

観
し

ま
す

。
 

 
 

・
W

or
ks

ho
p:

 F
os

te
rin

g 
S

tu
de

nt
 P

ar
iti

cp
at

io
n/
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
 

 
 

 
バ

ー
ク

レ
ー

の
教

員
向

け
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

参
加

す
る

か
、

自
分

で
 

 
 

 
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
を

し
て

過
ご

す
か

を
選

択
で

き
ま

す
。

 
 

・
Lu

nc
h 

 
 

 
各

自
キ

ャ
ン

パ
ス

内
、

あ
る

い
は

周
辺

で
自

由
に

昼
食

を
と

り
ま

す
。

 
 

・
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
 

 
 

 
～

15
:0

0
ま

で
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
の

時
間

で
す

。
 

 
・

O
bs

er
va

tio
n:

 B
ra

in
, M

in
d,

 a
nd

 B
eh

av
io

r 
  

 
 全

員
で

講
義

を
参

観
し

ま
す

。
 

 
  【

3
日

目
（

1
日

）
】

 
 

・
O

bs
er

va
tio

n 
of

 G
S

I s
es

si
on

 (T
he

 P
ol

iti
cs

 o
f E

du
ca

tio
na

l I
ne

qu
al

ity
) 

 
 

 
前

日
に

見
学

し
た

講
義

の
G

S
Iセ

ッ
シ

ョ
ン

を
見

学
し

ま
す

。
 

 
 

 
「

G
S

Iセ
ッ

シ
ョ

ン
」

と
は

、
院

生
TA

に
よ

る
授

業
を

指
し

ま
す

。
 

 
 

 
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
や

課
題

の
解

説
な

ど
が

主
な

内
容

に
な

る
こ

と
が

多
い

で
す

。
 

 
 

 
現

地
の

大
学

院
生

が
ど

の
よ

う
に

こ
の

セ
ッ

シ
ョ

ン
を

運
営

し
て

い
る

の
か
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実

際
に

見
る

こ
と

が
で

き
る

貴
重

な
機

会
で

す
。

 
 

 
 

た
だ

し
、

G
S

Iセ
ッ

シ
ョ

ン
は

少
人

数
で

行
わ

れ
る

た
め

、
一

度
に

参
観

で
き

る
人

数
が

 
 

 
 

限
ら

れ
て

い
ま
す

。
2
つ

の
時

間
帯

が
あ

り
ま

す
の

で
、

2
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
て

見
学

し
ま

す
。

 
 

 
 

9
時

ま
た

は
14

時
開

始
の

セ
ッ

シ
ョ

ン
か

ら
、

ど
れ

か
ひ

と
つ

を
見

学
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 

 
 

ま
た

、
そ

れ
以
外

の
時

間
は

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
の

時
間

に
充

て
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
ど

の
セ

ッ
シ

ョ
ン

で
参

観
す

る
か

は
、

ア
ポ

の
状

況
と

希
望

順
で

決
め

ま
す

。
 

 
 

 
す

で
に

ア
ポ

が
取

れ
て

い
て

、
ど

の
セ

ッ
シ

ョ
ン

に
参

観
す

べ
き

か
わ

か
っ

て
い

る
人

は
 

 
 

 
今

野
ま

で
連

絡
を

く
だ

さ
い

。
基

本
的

に
早

い
者

勝
ち

で
す

。
 

 
 

 
後

ほ
ど

セ
ッ

シ
ョ

ン
わ

け
を

し
ま

す
。

 
 

・
D

eb
rie

fin
g 

of
 D

ay
 2

 
 

 
 

本
日

の
内

容
の
確

認
と

、
昨

日
の

内
容

の
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

を
行

い
ま

す
 

 
・

O
bs

er
va

tio
n 

of
 G

S
I s

es
si

on
 (B

ra
in

, M
in

d,
 a

nd
 B

eh
av

io
r)

 
 

 
 

前
日

に
見

学
し
た

講
義

の
G

S
Iセ

ッ
シ

ョ
ン

を
見

学
し

ま
す

。
 

 
 

 
11

時
か

16
時

開
始

の
う

ち
、

ど
れ

か
ひ

と
つ

を
見

学
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 

 
 

ま
た

、
そ

れ
以
外

の
時

間
は

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
の

時
間

に
充

て
て

く
だ

さ
い

。
 

 
・

G
ra

du
at

e 
S

tu
de

nt
 S

oc
ia

l E
ve

nt
 

 
 

 
現

地
の

G
S

Iら
と

デ
ィ

ナ
ー

に
行

き
ま

す
。

み
ん

な
で

割
り

勘
す

る
の

で
、

そ
の

 
 

 
 

心
づ

も
り

を
お
願

い
し

ま
す

。
 

  
 

 
【

4
日

目
（

2
日

）
】

 
 

・
D

eb
rie

fin
g 

of
 D

ay
 3

 
 

 
 

本
日

の
内

容
の
確

認
と

、
昨

日
の

内
容

の
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

を
行

い
ま

す
 

 
・

S
tu

de
nt

 L
ea

rn
in

g 
C

en
te

r 
 

 
 

学
生

の
学

習
支
援

を
担

う
セ

ン
タ

ー
を

見
学

し
ま

す
 

 
・

Lu
nc

h 
w

ith
 G

S
Is

 
 

 
 

現
地

G
S

Iと
昼

食
を

と
り

な
が

ら
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

し
ま

す
 

 
・

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

（
13

時
以

降
）

 
 

 
 

各
自

フ
ィ

ー
ル
ド

ワ
ー

ク
の

時
間

に
充

て
て

く
だ

さ
い

 
  【

5
日

目
（

3
日

）
】

 
 

・
O

ve
rv

ie
w

 o
f D

ay
's

 P
ro

gr
am

 
  

  
  

  
本

日
の

内
容

の
確

認
と
、

昨
日

の
内

容
の

リ
フ
レ

ク
シ

ョ
ン

を
行

い
ま

す
 

 
・

P
ro

fe
ss

io
na

l S
ta

nd
ar

ds
 a

nd
 E

th
ic

s 
W

or
ks

ho
p 

  
  

  
  

倫
理

に
つ

い
て

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
行

い
ま
す

 
 

・
P

re
se

nt
at

io
ns

 
 

 
 

本
研

修
の

ま
と
め

と
し

て
、

み
な

さ
ん

が
成

果
発

表
を

し
ま

す
。

 
 

 
 

内
容

は
本

研
修
の

成
果

を
表

す
も

の
で

あ
れ

ば
自

由
で

す
。

 
 

 
 

使
用

言
語

は
英
語

で
10

分
間

と
し

ま
す

。
 

 
 

 
発

表
ス

タ
イ

ル
は

自
由

で
す

が
、

例
年

P
P

T
を

作
成

し
て

発
表

す
る

例
が

多
い
で

す
。

 
   詳

細
や

補
足

情
報

は
22

日
の

セ
ミ

ナ
ー

時
に

お
伝

え
し

ま
す

。
 

何
か

気
に

な
る

こ
と

や
不
明

な
点

が
あ

れ
ば

お
問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

 
 今

野
-- 

--
 

（
署

名
省

略
）

 

 ③
【

PF
FP

/N
FP

】
バ

ー
ク
レ

ー
研
修

に
向

け
て
（

３
）

 
20

17
年

2
月

17
日

 1
8:

58
 

 バ
ー

ク
レ

ー
研

修
 

参
加

者
の

み
な

さ
ま

 
 模

擬
授

業
お

疲
れ

様
で

し
た

。
い

や
～

長
丁

場
で
し

た
ね

。
 

さ
さ

っ
と

リ
フ

レ
ク

テ
ィ
ブ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
を

提
出
し

て
 

な
る

べ
く

早
く

、
意

識
を
バ

ー
ク

レ
ー

研
修

モ
ー
ド

に
し

て
い

く
こ

と
を

お
す

す
め

し
ま

す
。

 
 来

週
が

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

の
ア

ポ
を

固
め

る
勝
負

（
最

後
）

の
一

週
間

で
す

。
 

1
件

で
も

ア
ポ

が
取

れ
て

い
る

人
は

、
そ

れ
に

向
け

て
準

備
を

し
て

お
い

て
く

だ
さ

い
。

 
2
件

目
、

3
件

目
も

取
り

た
い

と
い

う
方

は
、

現
地

ス
タ

ッ
フ

と
相

談
し

ま
す

の
で

 
そ

の
旨

、
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

 複
数

ア
ポ

が
取

れ
始

め
て
い

る
人

は
、

ダ
ブ

ル
ブ
ッ

キ
ン

グ
に

な
ら

な
い

よ
う

に
 

気
を

付
け

て
ス

ケ
ジ

ュ
ー
ル

を
整

理
し

て
お

い
て
く

だ
さ

い
。

 
 ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
が

確
定

し
始

め
た

ら
、

前
回

の
メ
ー

ル
で

ご
案

内
し

た
通

り
 

3
日

目
の

G
S

Iセ
ッ

シ
ョ

ン
の

希
望

の
時

間
を

メ
ー

ル
で

お
寄

せ
下

さ
い

。
早

い
者

勝
ち

で
す

。
 

（
既

に
連

絡
済

で
、

私
の
方

か
ら

「
予

約
確

定
」
の

連
絡

を
も

ら
っ

た
人

は
必

要
あ

り
ま

せ
ん

。）
 

 【
現

時
点

で
予

約
済

み
の
方

々
】

 
 

O
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S
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9
時

～
：

田
中

さ
ん

、
吉

田
さ

ん
、

王
さ

ん
 

 
14

時
～
：

 
  

O
bs

er
va

tio
n 

of
 G

S
I s

es
si

on
 (B

ra
in

, M
in

d,
 a

nd
 B

eh
av

io
r)

 
 

11
時

～
：

田
中

さ
ん

、
 

 
16

時
～
：

 
  必

ず
し

も
、

全
て

の
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
の

時
間
を

ア
ポ

で
埋

め
る

必
要

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

現
地

に
行

っ
て

か
ら

と
れ
る

ア
ポ

も
あ

る
か

も
し
れ

ま
せ

ん
し

、
キ

ャ
ン

パ
ス

の
各

種
設

備
、

 
図

書
館

や
博

物
館

を
見

学
す

る
と

い
う

時
間

に
あ
て

て
も

か
ま

い
ま

せ
ん

。
 

 例
年

、
参

加
者

は
現

地
に
入

っ
て

か
ら

も
G

S
Iや

現
地

ス
タ

ッ
フ

か
ら

情
報

を
得

た
り

 
新

た
な

授
業

参
観

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
の

機
会
を

得
て

お
り

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
の

 
時

間
が

足
り

な
い

と
感

じ
る

人
も

い
ま

す
。
（
出
発

前
の

1
件

の
ア

ポ
が

発
展
し

て
、

ゼ
ミ

に
出

席
し

た
り

 
そ

の
先

生
の

授
業

を
見

学
し

た
り

、
ホ

ー
ム

パ
ー
テ

ィ
ー

に
呼

ば
れ

た
り

…
。

た
だ

し
こ

れ
は

、
入

念
に

 
準

備
を

し
て

臨
み

、
議

論
が

盛
り

上
が

っ
た

ケ
ー
ス

に
限

り
ま

す
。

準
備

不
足

で
臨

ん
だ

場
合

に
は

 
後

で
お

叱
り

の
メ

ー
ル

が
届

く
こ

と
も

あ
り

ま
す
の

で
、

十
分

気
を

付
け

て
く

だ
さ

い
。）

 
と

い
う

こ
と

な
の

で
、

バ
ラ

ン
ス

を
考

え
て

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

た
て

て
も

ら
え

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

 
 ま

た
、

充
実

し
た

活
動

に
す

る
に

は
、

積
極

的
に
自

分
か

ら
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

っ
て

 
行

動
を

起
こ

す
こ

と
が

大
事

で
す

。
 

 な
お

、
本

メ
ー

ル
に

は
、
バ

ー
ク

レ
ー

の
キ

ャ
ン
パ

ス
マ

ッ
プ

を
添

付
し

ま
す

。
 

自
分

が
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー
ク

に
行

く
場

所
の

確
認
に

お
役

立
て

く
だ

さ
い

。
 

 そ
れ

で
は

、
本

日
分

の
参
考

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
ご
案

内
で

す
。
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見
学

に
行

く
授

業
の

う
ち

、
教

育
学

分
野

の
講

義
に

関
す

る
情

報
で

す
。

 
 

過
去

に
こ

の
授

業
を

と
っ

た
学

生
の

成
績

分
布

や
、

授
業

の
受

講
者

数
な
ど

の
 

 
デ

ー
タ

が
参

照
で

き
ま

す
。

 
  

ま
た

、
下

記
の

サ
イ

ト
で

は
上

記
の

授
業

を
受

講
し

た
学

生
に

よ
る

授
業
評

価
コ

メ
ン

ト
を

 
 

み
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

い
ろ

い
ろ

と
面

白
い

指
摘

が
な

さ
れ

て
い

ま
す
の

で
 

 
ぜ

ひ
目

を
通

し
て

見
て

く
だ

さ
い

。
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情
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18
 

 
2
日

目
の

午
後

に
見

学
に

行
く

授
業

の
情

報
で

す
。

 
  

下
記

か
ら

は
、

シ
ラ

バ
ス

を
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

 
か

な
り

詳
細

に
わ

た
っ

て
情

報
提

供
が

な
さ

れ
て
い

ま
す

ね
。
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ま
た

、
下

記
の

サ
イ

ト
で

は
上

記
の

授
業

を
受

講
し

た
学

生
に

よ
る

授
業
評

価
コ

メ
ン

ト
を

 
 

み
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 
 

ht
tp
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  【

宿
泊

先
の

情
報

】
 

 
ht

tp
://

w
w

w.
be

rk
el

ey
la

bg
ue

st
ho

us
e.

or
g/

 
 

宿
泊

先
と

な
る

バ
ー

ク
レ

ー
ゲ

ス
ト

ハ
ウ

ス
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
す

。
 

 
宿

泊
先

は
、

バ
ー

ク
レ

ー
の

山
の

上
に

あ
り

ま
す
。

 
 

イ
メ

ー
ジ

と
し

て
は

青
葉

山
の

中
に

位
置

し
て

い
る

感
じ

で
す

。
 

 
皆

さ
ん

は
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
ル

ー
ム

を
2
名

で
シ

ェ
ア

し
ま

す
。

 
 

ア
メ

ニ
テ

ィ
の

情
報

も
載

っ
て

い
ま

す
の

で
、

確
認

し
て

み
て

く
だ

さ
い
。

 
 

バ
ス

タ
オ

ル
と

ボ
デ

ィ
ソ

ー
プ

、
シ

ャ
ン

プ
ー

な
ど

は
あ

り
ま

す
。

 
 

歯
ブ

ラ
シ

や
パ

ジ
ャ

マ
は

あ
り

ま
せ

ん
の

で
、

お
忘

れ
な

く
。

 
 

平
日

は
無

料
で

乗
車

で
き

る
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
が

運
行

し
て

い
ま

す
。

 

165



 
毎

日
こ

の
バ

ス
を

利
用

し
て

キ
ャ

ン
パ

ス
に

通
う
こ

と
に

な
り

ま
す

。
 

 
 

 【
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
の

情
報
】

 
 

ht
tp

://
w

w
w

2.
lb

l.g
ov

/W
or

kp
la

ce
/F

ac
ili

tie
s/

S
up

po
rt/

B
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se
s/
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f-s
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_b

lu
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ht
m
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ゲ
ス

ト
ハ

ウ
ス

最
寄

り
の

バ
ス

停
は

、「
54

」
で

す
。

 
 

キ
ャ

ン
パ

ス
に

行
く

に
は

「
E

uc
lid
」

の
バ

ス
停

で
下

車
す

る
こ

と
が

多
い

で
す

。
 

 
6:

30
～

20
:0

0
の

間
は

10
分

お
き

に
出

て
い

ま
す

。
 

 
19

時
を

過
ぎ

る
と

、
ゲ

ス
ト

ハ
ウ

ス
ま

で
行

か
ず

に
山

の
中

腹
で

サ
ー

ビ
ス

終
了

と
 

 
な

っ
て

し
ま

う
バ

ス
も

あ
る

の
で

、
各

自
時

刻
表
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い
。

 
 

ゲ
ス

ト
ハ

ウ
ス

に
到

着
し

た
ら

、
こ

の
バ

ス
用

の
pa

ss
を

お
渡

し
し

ま
す

。
 

 
た

っ
た

一
枚

の
紙

な
の

で
す

が
、

こ
れ

を
持

っ
て
い

な
い

と
シ

ャ
ト

ル
バ
ス

に
は

乗
れ

ま
せ

ん
。

 
 

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

の
サ

ー
ビ

ス
終

了
後

は
、

例
年

、
タ

ク
シ

ー
な

ど
を

利
用
し

て
い

ま
す

。
 

 
ま

た
、

到
着

日
で

あ
る

26
日

は
日

曜
日

で
あ

る
た

め
、

こ
の

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

は
利

用
で

き
ま

せ
ん

。
 

 
タ

ク
シ

ー
を

使
い

ま
す

。
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 そ

れ
で

は
、

渡
航

ま
で

体
調

を
整

え
つ

つ
お

過
ご
し

く
だ

さ
い

！
 

特
に

こ
の

週
末

は
冷

え
る
と

の
こ

と
で

す
の

で
、
十

分
気

を
付

け
て

く
だ

さ
い

ね
。

 
  今

野
 

--
 

（
署

名
省

略
）

 

 ④
【

PF
FP

/N
FP

】
バ

ー
ク
レ

ー
研
修

に
向

け
て
（

４
）

 
20

17
年

2
月

21
日

 1
1:

09
 

 バ
ー

ク
レ

ー
研

修
参

加
者
の

み
な

さ
ま

 
 来

週
の

今
頃

は
、

す
で

に
バ

ー
ク

レ
ー

で
す

ね
！

 
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
の

ア
ポ

取
り

も
い

よ
い

よ
佳
境

を
迎

え
て

い
る

か
と

思
い

ま
す

。
 

 フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

で
お
世

話
に

な
る

先
生

方
に
、

ち
ょ

っ
と

し
た

も
の

で
よ

い
の

で
 

御
礼

の
気

持
ち

を
示

せ
る
よ

う
な

「
お

土
産

」
を
持

参
す

る
こ

と
を

強
く

お
す

す
め

し
ま

す
。

 
東

北
大

グ
ッ

ズ
で

も
よ

い
で

す
し

、
仙

台
の

も
の
で

も
喜

ば
れ

る
で

し
ょ

う
。

 
過

去
に

は
「

こ
け

し
」

を
し

ょ
っ

て
い

っ
た

参
加
者

も
い

ま
し

た
が

、
そ

こ
ま

で
し

な
く

と
も

 
多

忙
な

中
、

時
間

を
割

い
て

く
れ

る
先

生
方

へ
の
感

謝
の

気
持

ち
を

表
す

も
の

と
し

て
 

何
が

よ
い

か
、

こ
の

週
末
の

時
間

を
使

っ
て

考
え
て

み
て

く
だ

さ
い

。
 

 こ
れ

ま
で

3
回

に
わ

た
っ

て
お

届
け

し
て

き
ま

し
た

メ
ル

マ
ガ

「
バ

ー
ク

レ
ー

研
修

に
向

け
て

」
 

は
チ

ェ
ッ

ク
し

て
い

た
だ
い

て
い

る
で

し
ょ

う
か
？

 
み

な
さ

ん
そ

れ
ぞ

れ
に

忙
し

く
過

ご
し

て
い

る
こ
と

か
と

思
い

ま
す

が
、

少
し

で
も

 
時

間
を

有
効

に
使

っ
て

、
目

を
通

し
て

も
ら

っ
た
り

、
紹

介
し

て
い

る
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

 
ア

ク
セ

ス
し

て
も

ら
え

た
ら

嬉
し

い
で

す
。

 
 例

年
、

研
修

前
に

「
も

っ
と

英
語

を
頑

張
っ

て
お
け

と
尻

を
叩

い
て

ほ
し

か
っ

た
」

と
い

う
 

意
見

が
寄

せ
ら

れ
ま

す
。
今

日
は

、
英

語
へ

の
耳
な

ら
し

の
意

味
を

込
め

て
、

動
画

を
２

本
、

 
記

事
を

１
本

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

１
件

紹
介

し
ま
す

。
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こ
の

動
画

は
20

15
年

に
バ

ー
ク

レ
ー

で
開

催
さ

れ
た

Te
ac

hi
ng

 C
on

fe
re

nc
e 

fo
r F

irs
t-T

im
e 

G
S

Is
に

 
 

お
け

る
講

演
の

様
子

で
す

。
初

め
て

G
S

Iを
担

う
学

生
の

た
め

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

的
位

置
づ

け
の

 
 

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
で

す
。

30
分

程
度

の
動

画
で

す
。

オ
プ

シ
ョ

ン
で

設
定

す
れ

ば
字

幕
も

表
示

で
き

る
の

で
 

 
Te

ac
hi

ng
に

つ
い

て
語

る
ボ

キ
ャ

ブ
ラ

リ
ー

の
確

認
や

英
語

に
慣

れ
る

と
い

う
意

味
で

も
役

に
立

つ
と

思
い

ま
す

。
 

 
ま

た
、

G
S

Iた
ち

が
ど

の
よ

う
な

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

、
知

識
提

供
を

受
け

て
い

る
の

か
に

つ
い

て
も

 
 

知
る

こ
と

が
で

き
る

内
容

に
な

っ
て

い
ま

す
。

 
  

動
画

の
冒

頭
に

登
場

す
る

の
が

、
私

た
ち

が
現

地
で

お
世

話
に

な
る

リ
ン
ダ

先
生

で
す

。
 

 
現

地
ス

タ
ッ

フ
に

フ
ィ

ー
ル

ド
・

ワ
ー

ク
の

ア
ポ
取

り
の

ア
シ

ス
ト

を
お
願

い
し

た
人

は
 

 
こ

の
リ

ン
ダ

先
生

が
直

々
に

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
し
て

下
さ

っ
て

い
ま

す
。
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20

16
年

の
バ

ー
ク

レ
ー

の
教

育
賞

受
賞

者
の

ビ
デ

オ
で

す
。

 
 

授
業

の
様

子
や

学
生

の
様

子
、

そ
れ

ぞ
れ

の
教

師
が

ど
の

よ
う

に
教

育
を

考
え

て
い

る
か

が
 

 
垣

間
見

れ
る

内
容

に
な

っ
て

い
ま

す
。

 
 

6
分

弱
と

短
い

動
画

な
の

で
、

ち
ょ

っ
と

し
た

休
憩

時
間

に
ぜ

ひ
見

て
み

て
く

だ
さ

い
。

 
 

バ
ー

ク
レ

ー
の

教
員

、
学

生
の

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
も

伝
わ

っ
て

き
ま

す
。

 
 

東
北

大
で

も
こ

ん
な

ビ
デ

オ
が

作
れ

た
ら

い
い

な
～

と
い

つ
も

思
っ

て
い
ま

す
。

 
 

20
15

年
ve

rな
ど

も
あ

る
の

で
、

興
味

が
あ

っ
た

ら
ぜ

ひ
見

て
み

て
く

だ
さ

い
。
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&

 R
ec

ou
rs

e 
C

en
te

r 
の

Li
nd

a 
vo

n 
H

oe
ne

 先
生

関
連

の
記

事
】

 
 

ht
tp

://
gr

ad
.b

er
ke

le
y.

ed
u/

ne
w

s/
eg

ra
d/

ho
w

-s
tu

de
nt

s-
le

ar
n/

 
 

我
々

が
お

世
話

に
な

る
G

S
Iセ

ン
タ

ー
の

セ
ン

タ
ー

長
関

連
の

記
事

で
す

。
 

 
記

事
の

内
容

か
ら

は
、
「

学
び

」
に

つ
い

て
の

研
究

や
、

Li
nd

a
先

生
が

そ
れ

に
対

し
て

 
 

ど
の

よ
う

に
取

り
組

ん
で

き
た

の
か

が
、

B
er

ke
le

y
で

起
こ

っ
て

い
る

こ
と

と
し

て
 

 
理

解
で

き
る

か
と

思
い

ま
す

。
 

  【
S

tu
de

nt
 L

ea
rn

in
g 

C
en

te
rの

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

】
 

 
ht

tp
://

sl
c.

be
rk

el
ey

.e
du

/ 
 

3
日

木
曜

日
の

午
前

中
に

見
学

に
行

く
予

定
の

、
S

tu
de

nt
 L

ea
rn

in
g 

C
en

te
rの

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
す

。
 

 
東

北
大

学
の

S
LA

の
お

手
本

、
見

本
と

な
っ

た
取

組
み

が
な

さ
れ

て
い

る
場

所
で

す
。

 
 

他
に

も
学

生
の

様
々

な
側

面
へ

の
サ

ポ
ー

ト
が

展
開

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

 
国

内
調

査
に

参
加

し
た

人
は

、
東

北
大

学
だ

け
れ
は

な
く

、
立

命
や

同
志
社

の
サ

ー
ビ

ス
内

容
と

の
 

 
比

較
が

で
き

る
と

思
い

ま
す

。
 

 **
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
 

 直
前

の
一

週
間

、
ぜ

ひ
計
画

的
に

準
備

を
進

め
て
い

っ
て

く
だ

さ
い

。
 

応
援

し
て

い
ま

す
！

 
  今

野
 

--
 

（
署

名
省

略
）

 
 ⑤

【
PF

FP
/N

FP
】
バ

ー
ク
レ

ー
研
修

に
向

け
て
（

５
）

 
20

17
年

2
月

23
日

 1
2:

35
 

 バ
ー

ク
レ

ー
研

修
参

加
者
の

み
な

さ
ん

 
 大

学
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー
の

今
野

で
す

。
 

昨
日

の
事

前
研

修
、

お
疲
れ

様
で

し
た

。
 

 い
よ

い
よ

出
発

が
3
日

後
に

迫
り

ま
し

た
。

 
体

調
と

心
の

準
備

を
万

全
に

し
て

、
先

発
組

の
み
な

さ
ん

は
羽

田
空

港
、

 
後

発
組

の
み

な
さ

ん
は

、
バ

ー
ク

レ
ー

で
会

い
ま
し

ょ
う

。
 

 こ
そ

っ
と

、
お

伝
え

し
て
お

き
ま

す
と

、
昨

日
の
事

前
研

修
も

 
リ

フ
レ

ク
テ

ィ
ブ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
の

対
象

で
す

。
ほ
ん

の
5
分

く
ら

い
で

い
い

の
で

 
気

づ
い

た
こ

と
、

感
じ

た
こ

と
、

バ
ー

ク
レ

ー
で
自

分
は

何
に

焦
点

を
当

て
て

 
学

び
た

い
か

に
つ

い
て

、
ち

ゃ
ち

ゃ
っ

と
書

い
て
提

出
し

て
し

ま
い

ま
し

ょ
う

。
 

提
出

期
限

は
2/

27
（

月
）

と
し

ま
す

が
、

ど
う

し
て

も
時

間
が

取
れ

な
い

場
合

に
は

 
バ

ー
ク

レ
ー

研
修

後
で

も
O

K
で

す
。

 
 ま

た
、

明
日

、
2
月

24
日

15
時

締
切

で
、

以
下

を
メ

ー
ル

で
私

宛
に

送
っ

て
く

だ
さ

い
。

 
（

田
中

さ
ん

は
、

も
う

お
送

り
い

た
だ

い
て

い
る
の

で
不

要
で

す
。）

 
 ★

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
 

 
 

 
面

会
相

手
の

名
前

，
日

時
，

場
所

 
 

 
 

今
野

の
方

で
も
控

え
て

い
ま

す
が

、
念

の
た

め
ダ

ブ
ル

チ
ェ

ッ
ク

し
て

お
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

 
  ま

だ
出

発
前

で
す

が
、

帰
国

後
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
を

お
さ

ら
い

し
て

お
き

ま
す

。
 

3
月

5
日

に
帰

国
し

て
か

ら
は

、
い

ろ
い

ろ
と

忙
し

い
日

が
続

き
ま

す
！

 
ど

う
か

計
画

的
に

こ
な

し
て

い
っ

て
く

だ
さ

い
。

 
  

3
月

8
日

（
水

）
海

外
研

修
リ

フ
レ

ク
テ

ィ
ブ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
提

出
締

切
 

 
3
月

14
日

（
火

）
先

達
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

 
 

3
月

17
日

（
金

）
先

達
コ

ン
サ

ル
リ

フ
レ

ク
テ

ィ
ブ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
提

出
締

切
 

 
3
月

17
日

（
金

）
最

終
レ

ポ
ー

ト
提

出
締

切
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3
月

23
日

（
木

）
成

果
報

告
会

 
 バ

ー
ク

レ
ー

研
修

の
リ

フ
レ

ク
テ

ィ
ブ

・
ジ

ャ
ー
ナ

ル
は

研
修

全
体

を
ま

と
め

て
1
本

で
 

か
ま

い
ま

せ
ん

。
も

し
毎
日

提
出

し
た

い
と

い
う
場

合
に

は
、

拒
み

ま
せ

ん
が

 
負

担
が

大
き

く
な

る
と

思
う

の
で

、
自

分
で

考
慮
し

て
く

れ
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
 

 3
月

14
日

の
先

達
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

で
は

、
先

達
の

先
生

方
と

30
分

程
度

 
個

別
に

お
話

し
で

き
ま

す
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
し
て

明
ら

か
に

な
っ

た
疑

問
や

課
題

 
「

先
生

は
こ

ん
な

点
に

つ
い

て
ど

う
し

て
い

る
ん
だ

ろ
う

？
」

と
い

う
素

朴
な

質
問

を
 

ぶ
つ

け
て

み
る

チ
ャ

ン
ス
で

す
。

も
し

、「
こ

の
先

生
と

お
話
し

し
て

み
た

い
！

」
 

と
い

う
希

望
が

あ
れ

ば
メ

ー
ル

で
お

知
ら

せ
く

だ
さ
い

。
 

組
合

せ
を

設
定

す
る

と
き
に

配
慮

し
ま

す
。

 
 ま

た
、

23
日

の
成

果
報

告
会

で
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

全
体

を
総

括
す

る
成

果
報

告
の

 
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

（
一

人
当

た
り

10
分

程
度

）
を

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。
 

バ
ー

ク
レ

ー
研

修
だ

け
が
発

表
内

容
に

な
る

と
は
限

り
ま

せ
ん

が
、

滞
在

中
か

ら
 

写
真

や
資

料
集

め
な

ど
を
心

が
け

て
お

く
と

、
ス
ム

ー
ズ

に
進

む
と

思
い

ま
す

。
 

 最
終

レ
ポ

ー
ト

の
締

め
切
り

は
、

3
月

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
時

に
お

渡
し

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

 
掲

載
し

て
い

た
期

日
に

誤
り

が
あ

り
ま

し
た

の
で
訂

正
い

た
し

ま
す

。
正

し
く

は
3
月

17
日

で
す

。
 

こ
の

締
切

に
お

く
れ

る
と
修

了
証

が
発

行
で

き
な

い
事

態
に

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

 
か

な
ら

ず
締

め
切

り
を

守
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ
い

。
 

 そ
の

た
め

に
も

、
バ

ー
ク
レ

ー
滞

在
中

か
ら

、
意
識

し
て

文
章

化
を

進
め

て
お

く
こ

と
を

 
お

す
す

す
め

し
ま

す
。

 
  「

バ
ー

ク
レ

ー
研

修
に

向
け

て
」

は
、

本
メ

ー
ル
を

含
め

て
こ

れ
ま

で
に

5
通

お
送

り
し

ま
し

た
が

 
目

を
通

し
て

も
ら

え
た

で
し

ょ
う

か
？

ま
だ

の
方
は

、
ぜ

ひ
渡

航
前

に
 

紹
介

し
て

い
る

ウ
ェ

ブ
サ
イ

ト
に

ア
ク

セ
ス

し
て
み

て
く

だ
さ

い
。

 
 さ

て
、

今
日

は
も

う
直

前
で

す
の

で
軽

め
の

情
報
提

供
の

み
で

す
。

 
 【

バ
ー

ク
レ

ー
の

天
気

】
 

 
ht

tp
://

w
w

w.
ac

cu
w

ea
th

er
.c

om
/ja

/u
s/

be
rk

el
ey

-c
a/

94
70

4/
fe

br
ua

ry
-w

ea
th

er
/3

32
04

4 
 

昨
日

お
伝

え
し

た
時

よ
り

も
、

日
・

月
の

天
気

が
悪

い
よ

う
で

す
。

 
 

せ
め

て
、

キ
ャ

ン
パ

ス
ツ

ア
ー

の
時

に
は

晴
れ

る
と

い
い

で
す

ね
！

 
 【

バ
ー

ク
レ

ー
の

レ
ス

ト
ラ

ン
情

報
】

 
 

ht
tp

://
ha

tc
hs

tu
di

oi
nc

.c
om

/a
rc

hi
ve

s/
35

59
 

 
レ

ス
ト

ラ
ン

情
報

は
ネ

ッ
ト

上
に

い
ろ

い
ろ

あ
る
の

で
、

興
味

が
あ

れ
ば
見

て
み

て
く

だ
さ

い
。

 
 

過
去

に
は

、
上

記
の

ペ
ー

ジ
に

紹
介

さ
れ

て
い

る
お

店
の

う
ち

、
ベ

ト
ナ

ム
と

中
華

料
理

、
 

 
タ

イ
料

理
の

お
店

、
そ

し
て

A
u 

C
oq

ue
le

t C
af

e 
R

es
ta

ur
an

tに
行

き
ま

し
た

。
 

 
初

日
の

お
昼

に
Au

 C
oq

ue
le

t C
af

e 
R

es
ta

ur
an

tで
バ

ー
ガ

ー
や
パ

ン
ケ

ー
キ

を
食

べ
る

の
が

 
 

こ
こ

数
年

の
恒

例
に

な
っ

て
い

ま
す

。
当

日
の

お
腹

の
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ン
と

相
談

し
て

 
 

ど
こ

で
食

事
を

と
る

か
相

談
し

ま
し

ょ
う

。
 

 
ち

な
み

に
、

3
年

前
の

最
終

日
は

何
故

か
「

チ
ベ

ッ
ト

料
理

」
、

2
年

前
は

「
残

っ
た

食
料

処
理

の
会

」
 

 
で

し
た

。
 

  
※

現
地

で
お

酒
を

飲
む

時
、

買
う

と
き

は
、

日
本
人

の
場

合
、

必
ず

年
齢
確

認
を

さ
れ

ま
す

。
 

 
 

 
パ

ス
ポ

ー
ト

を
持

っ
て

買
い

物
に

行
く

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
 

  そ
れ

で
は

、
ま

ず
は

み
な
さ

ん
、

心
身

と
も

に
健
康

で
時

間
通

り
に

お
会

い
で

き
る

よ
う

 
願

っ
て

い
ま

す
！

忘
れ

物
の

な
い

よ
う

に
！

 
  今

野
 

--
 

（
署

名
省

略
）

 
 ⑥

【
PF

FP
/N

FP
】
バ

ー
ク
レ

ー
研
修

に
向

け
て
（

６
）

 
20

17
年

2
月

24
日

 1
6:

18
 

 バ
ー

ク
レ

ー
研

修
参

加
者
の

み
な

さ
ん

 
 大

学
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー
の

岡
田

で
す

。
 

現
地

の
交

通
機

関
と

バ
ー
ク

レ
ー

の
街

に
つ

い
て

の
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
を

 
以

下
の

ア
ド

レ
ス

に
ア

ッ
プ

し
ま

し
た

。
パ

ソ
コ
ン

に
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
す

る
な

ど
 

し
て

参
考

に
し

て
み

て
く
だ

さ
い

 

 そ
れ

で
は

ま
た

空
港

・
バ
ー

ク
レ

ー
で

お
会

い
し
ま

し
ょ

う
 

--
 

（
署

名
省

略
）
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図出典：http://pettomo.azurewebsites.net/?p=3401 図出典：https://allabout.co.jp/gm/gc/449536/
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2016 年度 東北大学 大学教員準備プログラム
Tohoku University Preparing Future Faculty Program

最終課題：あなたが考える学生にとって大学でのよい学習経験とは

どのようなものだと考えますか。また，そういった学習経験を実現

するために，大学や大学教員は何をするべきだと考えますか。 
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最
終

レ
ポ

ー
ト
 

 
 
石

原
雅
文

 

 私
は

、
体

系
的

に
大

学
教

員
と

し
て

の
指

導
方

法
や

哲
学

を
身

に
着

け
た

上
で

、
将

来
、

学
生

教
育

及
び

指
導

に
臨
み

た
い
と

思
い
、

こ
の

P
F

F
P

/N
F

P
 プ

ロ
グ

ラ
ム
を

受
講
し

ま
し
た

。
 

 
ま

ず
、

7
月
の
オ

リ
エ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン
で

は
、
今

後
と

も
に
学

ぶ
フ
ル

コ
ー
ス

の
メ
ン

バ
ー
と

の
初

顔
合

わ
せ

と
な

り
ま

し
た

。
同

じ
物

理
学

の
方

い
て

心
強

く
思

う
と

と
も

に
、

心
理

学
や

法
学

、
社

会
問

題
の

先
生

な
ど

、
普

段
知

り
合

う
こ

と
が

難
し

い
様

々
な

分
野

の
方

々
と

分
野

間
の

相
違

点
や

共
通

点
な

ど
、

興
味

深
い

話
を

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
大

き
な

相
違

点
と

し
て

は
「

学
び

方
の

違
い

」
が

印
象

的
で

し
た

。
具

体
的

に
は

、
物

理
学

な
ど

の
理

系
科

目
で

は
割

と
か

っ
ち

り
と

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
元

で
積

み
上

げ
方

式
で

学
ん

で
い

く
の

に
対

し
て

、
心

理
学

な
ど

の
人

文
系

で
は

、
学

生
は

ま
ず

は
い

ろ
い

ろ
な

こ
と

を
幅

広
く

学
ん

で
い

く
方

法
が

と
ら

れ
て

い
ま

し
た

。
一

方
、

共
通

点
と

し
て

は
「

教
員

と
学

生
の

関
係

」
が

あ
り

、
物

理
学

、
心

理
学

と
も

に
、

学
生

と
教

員
の

関
係

が
割

と
フ

ラ
ッ

ト
な

関
係

に
な

っ
て

い
る

と
い

う
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。
こ

の
よ

う
な

相
違

点
と

共
通

点
を

認
識

す
る

こ
と

で
、

自
分

の
専

門
分

野
の

物
理

学
の

学
び

方
を

相
対

化
す

る
こ

と
が

で
き

、
今

後
に

つ
な

が
る

新
た

な
視

点
を

得
る

こ
と

が
で

き
ま
し

た
。

 

ま
た

、
こ

の
よ

う
な

分
野

間
の

細
か

な
情

報
は

、
実

際
に

そ
の

分
野

に
携

わ
っ

て
い

る
方

と
交

流
し

な
い

と
分

か
ら

な
い

の
で

大
変

有
意

義
な

初
顔

合
わ

せ
で

し
た

。
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

で
の

羽
田

先
生

の
講

演
で

言
わ

れ
た

「
組

織
に

雇
用

さ
れ

た
総

合
的

専
門

家
」

と
い

う
、

大
学

教
員

の
定

義
は

非
常

に
印

象
深

く
、

受
講

前
ま

で
漠

然
と

し
て

い
た

大
学

教
員

と
い

う
職

業
に

対
し

て
、

明
確

な
職

業
観

を
得

る
こ

と
が

で
き

ま
し
た

。
 

8
月
の

串
本
先
生

の
「

授
業

デ
ザ
イ

ン
と
シ

ラ
バ
ス

作
成
」
と

い
う
講

義
で
は

、
シ
ラ

バ
ス
の

作
成
の

仕

方
、

及
び
成

績
評
価

の
方
法

を
実
践

的
に
学

ぶ
こ
と

が
で
き

ま
し
た

。
「

目
標
→
成

績
評

価
方
法

→
内
容

と

い
う

順
番

で
書

き
、

目
標

に
は

最
低

限
の

意
図

す
る

学
習

成
果

を
記

述
す

る
」

と
い

う
シ

ラ
バ

ス
の

書
き

方
を

知
る

こ
と

が
で

き
た

の
は

大
変

有
意

義
で

し
た

。
と

く
に

、
受

講
前

は
シ

ラ
バ

ス
の

授
業

目
標

に
対

し
て

「
授

業
を

完
全

に
習

得
し

た
状

態
の

理
想

の
学

生
が

達
成

し
て

い
る

目
標

」
と

認
識

し
て

い
た

が
、

そ
れ

は
間

違
い

で
、

シ
ラ

バ
ス

の
授

業
目

標
と

は
「

単
位

を
取

っ
た

水
準

の
学

生
が

最
低

限
習

得
し

て
お

く
べ

き
授
業

目
標
」
と

い
う
こ

と
が
分

か
り
、
非

常
に
勉

強
な
り

ま
し
た

。
た
だ

し
、
教
員

の
考
え

る
「

最

低
限

の
目

標
」

が
、

学
生

に
と

っ
て

「
高

度
な

目
標

」
に

な
る

危
険

性
も

あ
る

の
で

、
こ

の
調

整
は

、
授

業
の

実
践
を

通
し
て

身
に
着

け
て
い

く
必
要

が
あ
る

と
思
い

ま
す
。

 

成
績

評
価

に
お

い
て

は
、

習
得

す
べ

き
知

識
や

技
能

だ
け

で
な

く
、

態
度

も
評

価
対

象
と

し
て

点
数

を

配
分

す
る

と
い

う
こ

と
を

学
び

ま
し

た
。

実
際

問
題

と
し

て
、

物
理

学
の

講
義

で
は

、
ど

う
し

て
も

知
識

や
技

能
に

大
き

く
偏

っ
た

点
数

配
分

に
な

っ
て

し
ま

い
そ

う
で

す
が

、
ゼ

ミ
な

ど
の

学
生

の
自

主
性

が
問

わ
れ

る
授

業
で

は
、

学
生

の
ゼ

ミ
に

対
す

る
積

極
性

な
ど

の
態

度
も

明
確

に
評

価
す

る
必

要
が

あ
る

と
改

め
て

思
い

ま
し

た
。

ま
た

、
レ

ポ
ー

ト
の

評
価

に
対

し
て

評
価

の
客

観
性

を
担

保
す

る
た

め
に

、
あ

ら
か

じ
め

評
価

基
準

を
明

確
に

す
る

「
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
」

と
い

う
手

法
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

の
は

有
意

義
で

し
た

。
今
後

、「
物

理
学

概
論
」

な
ど
文

系
向
け

の
全
額

教
育
で

レ
ポ
ー

ト
課
題

を
出
す

機
会
も

あ
り
得

る

の
で

、
「

ル
ー
ブ

リ
ッ
ク

」
を

作
る

こ
と
で

、
学
生

に
対
す

る
公
平

な
評
価

を
心
が

け
て
い

こ
う
と

思
い
ま

す
。

 

 9
月
の

邑
本
先
生

の
「

授
業
づ

く
り
：
準

備
と

運
営

」
で

は
、
学

生
が
授

業
を
理

解
す
る

こ
と
に

お
い
て

、

既
有

知
識

を
持

っ
て

い
る

こ
と

、
及

び
そ

れ
を

活
性

化
す

る
こ

と
が

い
か

に
重

要
で

あ
る

か
を

、
具

体
例

を
通

し
て
学

ぶ
こ
と

が
で
き

ま
し
た

。
た
し

か
に
、
私
も

既
有
知

識
が
あ

る
物
理

学
の
分

野
の
本

よ
り
も

、

あ
ま

り
な

い
分

野
の

本
の

方
が

難
し

く
感

じ
ま

す
。

講
義

で
は

、
学

生
に

単
に

授
業

内
容

を
伝

え
る

だ
け

で
な

く
、

学
生

が
既

有
知

識
を

し
っ

か
り

と
保

持
し

、
そ

れ
を

授
業

時
に

活
性

化
さ

せ
る

た
め

に
手

助
け

を
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

実
感

し
ま

し
た

。
ま

た
、

授
業

外
の

予
習

復
習

等
も

、
学

生
が

既
有

知
識

を
自

分
自

身
で

活
性

化
さ

せ
る

と
い

う
明

確
な

目
的

が
あ

る
と

い
う

こ
と

も
知

る
こ

と
が

で
き

、
今

後
授

業
で

宿
題

を
課

す
上

で
の

重
要

な
指

針
を

得
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
ま

た
、

学
生

が
授

業
で

の
新

情
報

を
既

有
情
報

に
関
連

付
け
て

、
「

発
見
」
、「

共
感

」
、
「
自

己
関
連

付
け
」

の
３
つ

の
「
そ

う
」
を

体
験
す

る

こ
と

で
授

業
内

容
の

理
解

が
深

ま
る

こ
と

も
学

び
ま

し
た

。
た

だ
し

、
学

生
が

こ
の

関
連

付
け

を
し

て
い

る
間

に
、
授

業
が
進

ん
で
し

ま
い
、
学
生

が
置
い

て
行
か

れ
て
し

ま
う
状

況
に
な

る
危
険

性
も
あ

る
の
で

、

授
業

ス
ピ

ー
ド

と
、

学
生

の
理

解
す

る
速

度
の

バ
ラ

ン
ス

に
は

気
を

配
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
感

じ
ま

し
た

。
ま

た
、

具
体

と
抽

象
の

往
復

に
よ

り
「

理
解

」
を

ゆ
さ

ぶ
り

、
３

つ
の

「
そ

う
」

に
よ

り
、

感
情

を
揺

さ
ぶ

る
こ

と
で

、
学

生
の

授
業

に
た

い
す

る
意

欲
を

引
き

出
す

話
も

、
私

自
身

が
学

生
時

代
に

経
験

し
て

い
た
こ

と
な
の

で
、
大

変
興
味

深
く
、

非
常
に

納
得
で

き
る
話

で
し
た

。
 

10
月

の
箱
田
先

生
の

「
本
当

の
か
し

こ
さ
と

は
何
か

 
感

情
知

性
と
大

学
教
育

」
で

は
、
知

能
因
子

で

あ
る

IQ
及
び

、
情
動

的
知
性

で
あ
る

E
I
を

学
ぶ

こ
と
が

で
き
ま

し
た
。

ま
ず
知

能
因
子

に
関
し

て
驚
き

だ
っ

た
の

が
、

様
々

な
「

頭
の

良
さ

」
の

奥
底

に
は

、
一

般
知

能
因

子
が

存
在

す
る

可
能

性
が

あ
り

、
線

分
の

知
覚

弁
別

検
査

の
処

理
速

度
に

よ
っ

て
測

定
可

能
で

あ
る

と
い

う
こ

と
で

し
た

。
知

性
と

は
何

か
と

い
う

の
は

、
か

な
り

大
き

な
テ

ー
マ

な
の

で
、

今
後

ど
の

よ
う

に
研

究
が

進
ん

で
い

く
の

か
大

変
楽

し
み

で
す

。
 

ま
た

、
情

動
的
知

性
の

E
I
テ
ス

ト
に
関

し
て
も

、
人

物
情

報
処
理

の
な
い

表
情
認

知
検
査

と
の
間

に
有
意

な
相

関
が
あ

る
こ
と

で
、
客

観
的
に

情
動
的

知
性
を

測
定
が

で
き
得

る
こ
と

を
知
り

、
ま
た

、
S

E
L

に
よ

っ
て

、
E

I
の

向
上

も
で
き

る
こ
と

を
知
り

、
非
常

に
興
味

深
く
思

い
ま
し

た
。
た

だ
し
、

感
情
面

で
の
成

長
は

重
要
だ

が
、
学

生
の
個

性
と
の

兼
ね
合

い
も
考

慮
す
る

必
要
が

あ
る
と

も
思
い

ま
し
た

。
 

 1
2
月
の

出
江

先
生

、
倉

重
先
生

の
「

院
生
指

導
法
セ

ミ
ナ
ー

」
で

は
、
コ

ー
チ
ン

グ
に
関

し
て
初

め
て
具

体
的

に
学

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

大
学

院
生

は
、

学
部

生
と

異
な

り
、

主
体

的
に

研
究

を
進

め
、

独
力

で
論

文
を

書
い

た
り

発
表

を
し

た
り

す
る

能
力

を
身

に
着

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
に

も
、

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

だ
け

で
な

く
、

院
生

が
主

体
的

に
目

標
を

達
成

で
き

る
よ

う
に

な
る

た
め

の
コ

ー
チ

ン
グ

が
非

常
に

重
要

で
あ

る
こ

と
を

、
学

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

と
く

に
出

江
先

生
に

よ
り

教
わ

っ
た

、
問

い
を

共
有

す
る

と
い

う
未

来
解

決
型

の
コ

ー
チ

ン
グ

(問
い

か
け

)は
、

院
生

が
前

向
き

に

日
々

の
課

題
に

向
き

合
う

上
で

、
大

変
有

益
な

方
法

で
あ

る
と

感
じ

ま
し

た
。

ま
た

、
院

生
に

対
し

て
し

っ
か

り
と

し
た

コ
ー

チ
ン

グ
を

す
る

た
め

に
、

意
識

的
に

適
切

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
を

身
に

177



着
け

る
必

要
も

実
感

し
ま

し
た

。
今

後
相

槌
の

レ
パ

ー
ト

リ
ー

を
増

や
す

な
ど

し
て

、
意

識
的

に
改

善
し

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

ま
た

、
倉

重
先

生
の

「
聴

く
技

術
」

に
関

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

は
、

実
践

的
な
話

を
聴
く

こ
と
は

予
想
以

上
に
難

し
い
こ

と
だ
と

実
感
す

る
と
と

も
に
、
有

益
な
「
聴

く
技
術

」

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

こ
の

経
験

を
生

か
し

て
今

後
意

識
的

に
院

生
の

話
を

聴
く

よ
う

に
努

め
て

い
き

た
い
と

思
い
ま

す
。

P
F

F
P

/N
F

P
で

は
、

授
業
参

観
を
通

じ
て
、

先
生
方

の
具
体

的
な
授

業
方
法

及
び
授

業
に
対

す
る
哲

学

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

数
学

の
見

村
先

生
の

「
ま

ず
授

業
で

何
を

伝
え

た
い

か
を

１
つ

か
２

つ
決

め
、

そ
れ

を
基

に
授

業
の

幹
と

な
る

流
れ

を
作

り
、

そ
し

て
肉

付
け

を
し

て
い

く
」

と
具

体
的

に
授

業
方

法
を

学
べ

た
こ

と
は

非
常

に
有

意
義

で
し

た
。

こ
の

方
法

は
、

今
後

授
業

だ
け

で
な

く
、

研
究

会
な

ど
人

に
物

事
を

分
か

り
や

す
く

伝
え

る
上

で
の

指
針

と
な

り
ま

し
た

。
ま

た
、

中
間

試
験

な
ど

に
よ

り
、

学
生

の
理

解
度

を
教

員
が

把
握

す
る

重
要

性
も

学
ぶ

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
 

早
川

先
生

の
応

用
数

学
の

授
業

で
は

、
グ

ラ
フ

を
見

せ
る

こ
と

に
よ

り
ス

タ
ー

リ
ン

グ
の

公
式

の
精

度
を

学
生

に
実

感
さ

せ
た

り
、

所
ジ

ョ
ー

ジ
の

セ
リ

フ
「

だ
い

た
い

で
良

い
か

ら
正

確
に

教
え

て
く

だ
さ

い
」

を
引

用
し

て
近

似
の

極
意

を
教

え
た

り
と

、
学

生
に

興
味

を
持

た
せ

る
工

夫
を

い
く

つ
も

拝
見

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
ま

た
、

演
習

の
時

間
を
、
学

生
の

集
中
力

が
途
切

れ
が
ち

な
授
業

の
中
ほ

ど
に
と

る
な
ど

、
学
生

に
90

分
間

授
業
に

つ

い
て

こ
さ

せ
る

た
め

の
ヒ

ン
ト

を
得

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ま
た

、
普

段
な

か
な

か
受

講
す

る
機

会
が

少
な

い
文

系
の

授
業

も
参

観
で

き
た

こ
と

は
、

理
系

科
目

を
相

対
的

に
見

る
上

で
も

大
変

参
考

に
な

り
ま

し
た

。
と

く
に

、
佐

藤
先

生
の

授
業

で
は

、
難

し
い

課
題

に
対

し
て

、
各

グ
ル

ー
プ

そ
れ

ぞ
れ

が
興

味
深

い
ア

イ
デ

ア
を

出
し

、
そ

れ
に

対
し

て
佐

藤
先

生
か

ら
の

的
確

な
コ

メ
ン

ト
と

そ
れ

に
対

す
る

学
生

の
発

言
で

さ
ら

に
内

容
が

深
ま

っ
て

い
く

と
い

う
見

ご
た

え
の

あ
る

授
業

を
拝

見
す

る
こ

と
が

で
き

、
こ

の
よ

う
な

授
業
形

態
は
、

理
系
の

ゼ
ミ
な

ど
で
も

ぜ
ひ
取

り
入
れ

て
い
き

た
い
と

思
い
ま

し
た
。

私
は

大
学

で
の

授
業

経
験

が
な

い
の

で
、

マ
イ

ク
ロ

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

及
び

模
擬

授
業

を
通

じ
て

、
講

義

方
法

を
実

戦
形

式
で

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

の
は

大
変

良
い

経
験

と
な

り
ま

し
た

。
と

く
に

、
私

の
講

義
を

見
た

P
F

F
P

/N
F

P
の
仲

間
や
先

達
の
先

生
方
か

ら
の
ア

ド
バ
イ

ス
や
コ

メ
ン
ト

に
よ
り

、
黒

板
に

字
を
書

く
ス

ピ
ー

ド
を

上
げ

る
こ

と
、

字
を

大
き

く
書

く
こ

と
、

話
す

と
き

と
書

く
時

を
分

け
る

こ
と

、
だ

る
ま

落
と

し
の

練
習

を
す

る
こ

と
な

ど
、

具
体

的
に

改
善

点
を

学
べ

た
こ

と
は

、
今

後
講

義
を

実
際

に
し

て
い

く
上

で
、
大
変

参
考

に
な
り

ま
し
た

。
ま
た

、
模

擬
授

業
の

D
V

D
で

自
分
自

身
の
授

業
風
景

を
改
め

て
見

直
す

こ
と

で
、

図
の

水
平

線
を

き
ち

ん
と

描
か

れ
て

い
な

か
っ

た
こ

と
な

ど
が

判
明

し
、

今
後

注
意

す
べ

き
点

と
し
て

客
観
的

に
把
握

す
る
こ

と
が
で

き
ま
し

た
。
ま

た
、

P
F

F
P

/N
F

P
の
方
々

に
よ
る

、
パ
ワ

ー

ポ
イ

ン
ト

や
レ

ジ
メ

を
用

い
て

工
夫

さ
れ

た
講

義
を

聴
け

た
こ

と
は

、
そ

れ
自

身
が

大
変

面
白

か
っ

た
だ

け
で

な
く
、
板

書
中
心

に
行
っ

た
自
身

の
授
業

を
よ
り

客
観
的

に
把
握

す
る
上

で
大
変

役
に
立

ち
ま
し

た
。
 

P
F

F
P

/N
F

P
フ
ル

コ
ー
ス
に

よ
り
、
専

門
家

の
先
生

方
か
ら

具
体
的

な
教
育

方
法
を

体
系
的

に
勉
強

し
、

マ
イ

ク
ロ

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

及
び

模
擬

授
業

を
通

じ
て

実
践

的
な

授
業

ス
キ

ル
を

学
べ

た
こ

と
は

、
将

来
教

員
と

し
て

学
生

に
指

導
を

す
る

う
え

で
大

い
に

役
立

つ
と

と
も

に
、

大
き

な
財

産
と

な
り

ま
し

た
。

 
こ

こ
で

の
講

義
で

得
た

知
識

、
ス

キ
ル

を
礎

に
し

て
、

今
後

は
講

義
の

実
践

や
学

生
指

導
に

よ
っ

て
さ

ら
に

研
鑽

を
積
む

こ
と
に

よ
り
、

教
育
の

質
の
向

上
に
努

め
て
い

き
た
い

と
思
い

ま
す
。

最
終

課
題

レ
ポ

ー
ト
 

自
分

の
授

業
や

学
生

指
導

を
質

の
よ

い
も

の
に

す
る

た
め

に
、

何
が

課
題

だ
と

思
い

ま
す

か
。

 

ま
た

、
教

員
個

人
の

立
場

か
ら

、
自

大
学

の
教

育
は

ど
う

あ
る

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

か
。

 

東
北
大

学
大
学

院
教
育

学
研
究

科
博
士

課
程
後

期
３
年

の
課
程

 

林
 
慎

吾
 

P
FF
P

の
研
修
を

受
講

し
、
自

身
の
授

業
の
質

を
上
げ

て
い
く

た
め
に

、
必
要

な
課

題
は

大
き

く
３
つ

あ

る
と

考
え
る

。
そ
れ

は
、
「
授
業

デ
ザ
イ

ン
と
シ

ラ
バ
ス

設
計
」
、
「
授
業

づ
く
り

の
準
備

と
運
営

」
、
「
マ

イ

ク
ロ

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

（
模

擬
授

業
）
」

で
あ

る
と

考
え

る
。

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

、
具

体
的

に
記

述
す

る
。
 

ま
ず

、
は

じ
め
の

課
題
で

あ
る
が

、
「
授

業
デ

ザ
イ
ン

と
シ
ラ

バ
ス
設

計
」
で

あ
る

。
な

ぜ
課
題

に
な
る

か
と

い
う
と

、
シ
ラ

バ
ス
の

書
き
方

が
統
一

さ
れ
て

い
な
い

こ
と
が

挙
げ
ら

れ
る
。
自
大

学
に
お

い
て
は

、

統
一

し
た
シ

ラ
バ
ス

設
計
を

行
う
こ

と
が
急

務
と
考

え
る
。
ま

ず
、
授

業
や

シ
ラ
バ

ス
を
構

築
す
る

前
に
、

デ
ィ

プ
ロ
マ
・
ポ

リ
シ

ー
を
確

認
す
る

必
要
が

あ
る
。
な
ぜ

か
と
い

う
と
、
シ
ラ

バ
ス
を

作
成
す

る
上
で

、

最
も

重
要
な

点
と
し

て
、
「
知

識
の

習
得
に

偏
ら
な

い
目

標
を
設

定
す
る

」
こ
と

が
挙
げ

ら
れ
る

か
ら
で

あ

る
。

東
北

大
学

の
場

合
、

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

は
、

①
専

門
分

野
に

関
す

る
知

識
及

び
学

問
全

体
へ

の
興

味
関

心
と

幅
広

い
知

識
に

基
づ

く
複

眼
的

視
野

を
有

し
て

い
る

、
②

教
養

あ
る

社
会

人
と

し
て

の
素

養
を

備
え
、
専

門
分

野
特
有

の
技
能

を
生
か

し
て
社

会
に
貢

献
で
き

る
、
③

グ
ロ

ー
バ
ル

社
会
に

お
い
て

、

指
導

的
・

中
核

的
役

割
を

果
た

す
自

覚
と

展
望

を
持

ち
、

基
礎

能
力

を
備

え
て

い
る

、
で

あ
る

。
上

記
の

３
つ

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
を

鑑
み

、
授

業
の

目
標

を
シ

ラ
バ

ス
に

記
述

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
に

な
る

。
 

具
体

的
に

は
、

学
修

成
果

の
領

域
を

、
知

識
・

理
解

、
能

力
・

技
能

、
関

心
・

態
度

、
に

分
け

て
目

標
を

記
述

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
私

自
身

が
、

実
際

に
シ

ラ
バ

ス
を

作
成

し
た

際
に

は
、

上
記

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
の

③
の

と
り

わ
け

、
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

と
い

う
と

こ
ろ

に
つ

い
て

は
、

到
達

目
標

に
反

映
す

る
こ

と
が

難
し

く
、

自
身

の
授

業
を

通
し

て
、

学
生

が
ど

の
よ

う
に

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
と

し
て

の
素

養
を

身
に

つ
け

て
い

く
の

か
、

と
い

う
と

こ
ろ

を
考

え
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

感
じ

た
。

つ
ま

り
、

よ
り

質
の

高
い

授
業

を
展

開
し

て
い

く
た

め
に

は
、

シ
ラ

バ
ス

が
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
を

反
映

し
て

い
る

か
を

も
う

一
度

、
振

り
返

る
必

要
が

あ
り

、
目

標
の

妥
当

性
を

検
証

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

る
。

さ
ら

に
、
授

業
の
到

達
目
標

に
つ
い

て
は
、
授
業

修
了
時

の
最
低

基
準
、
つ

ま
り

、
授
業

判
定
で

は
C（

可
）

と
な

る
が
、
そ

れ
が
達

成
で
き

な
け
れ

ば
単
位

を
与
え

る
こ
と

が
で
き

な
い
規

準
を
考

え
る
必

要
が
あ

る
。

ま
た

、
成

績
評

価
方

法
に

つ
い

て
は

、
漠

然
と

シ
ラ

バ
ス

に
記

載
す

る
の

で
は

な
く

、
ま

た
、

漠
然

と
考

え
る

の
で
は

な
く
、
学

生
へ
の

フ
ィ
ー

ド
バ
ッ

ク
を
考

慮
す
る

こ
と
や

、
評

価
の
規

準
・
基
準
（

r
u
b
ri

c）

を
明

示
す
る

こ
と
が

必
要
で

あ
る
と

考
え
る

。
具
体

的
に
は

、
P
FF
P
の

研
修
時
で

は
、
東

北
大
学

の
串
本

先
生

に
用

意
い

た
だ

い
た

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

作
成

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
使

う
こ

と
で

、
合

理
的

に
評

価
基

準
等

を
決

定
し

た
が

、
こ

の
よ

う
な

基
準

を
基

に
算

定
し

て
い

く
必

要
あ

る
と

考
え

る
。

ま
た

、
ル

ー
ブ

リ
ッ
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ク
の

ワ
ー
ク

シ
ー
ト

か
ら
算

出
し
た

評
価
だ

け
を
鵜

呑
み
に

す
る
の

で
は
な

く
、
あ
く

ま
で
も

目
安
に

し
，

実
際

に
授

業
を

行
う

際
に

は
、

柔
軟

に
対

応
し

て
い

く
必

要
も

あ
る

と
考

え
る

。
私

自
身

、
シ

ラ
バ

ス
の

役
割

は
、

あ
く

ま
で

も
、

学
生

と
教

員
の

架
け

橋
に

な
る

ツ
ー

ル
だ

と
考

え
る

。
そ

の
た

め
、

シ
ラ

バ
ス

は
教

員
が

何
を

す
る

の
か

、
記

載
す

る
だ

け
で

は
な

く
、

学
生

の
目

線
で

、
授

業
内

容
の

確
認

が
で

き
、

学
修

計
画
の

参
考
に

な
る
こ

と
を
記

載
す
る

必
要
が

あ
る
と

考
え
る

。
 

 
次

に
、
「

授
業

づ
く
り

の
準
備

と
運
営

」
の

課
題

に
つ
い

て
で
あ

る
。
授

業
づ

く
り
に

つ
い
て

は
、
教

員

が
伝

え
た

い
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
伝

え
る

方
法

を
独

自
に

考
え

る
こ

と
が

多
い

。
専

門
ご

と
に

教
え

方
な

ど
は

異
な

っ
て
く

る
と
考

え
ら
れ

る
た
め

、
独
自

に
伝
え

る
方
法

を
考
え

る
こ
と

は
、
誤

っ
た

こ
と
で

は
な
く

、

当
然

に
必

要
だ

と
考

え
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

大
学

教
員

が
、

効
果

的
に

学
生

に
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
伝

え
る

方
法

を
学
ぶ

こ
と
は

重
要
だ

と
考
え

る
。
私

自
身
、

P
F
FP

の
研
修
時

に
東

北
大
学

の
邑
本

先
生
か

ら
「
授

業
づ

く
り

：
準

備
と

運
営

」
と

題
し

て
講

義
い

た
だ

い
た

際
に

、
印

象
に

残
っ

て
い

る
こ

と
が

あ
る

。
そ

れ
は

、
「

ほ
と
ん
ど

の
教
員

は
、
学

生
に
自

分
の
講

義
内
容

を
効
果

的
に
伝

え
た
い

と
考
え

て
い
る

に
も
関

わ
ら

ず
、
な

か
な
か

う
ま
く

伝
わ
ら

な
い
の

で
し
ょ

う
か
。
」
と

い
う
問

い
か
け

か
ら
講

義
が
始

ま
っ
た

こ

と
で

あ
る

。
私

自
身

も
大

学
で

講
義

を
受

け
る

中
で

、
授

業
内

容
の

難
易

度
に

関
わ

ら
ず

、
講

義
し

て
い

る
先

生
が

伝
え

た
い

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

場
合

と
理

解
で

き
な

い
場

合
が

あ
り

、
そ

れ
は

何
故

か
と

い
う

疑
問

を
持

っ
て

お
り

、
そ

の
た

め
、

邑
本

先
生

の
講

義
は

非
常

に
興

味
深

い
も

の
で

あ
っ

た
。

学
生

に
う

ま
く

伝
わ

ら
な

い
理

由
と

し
て

、
「

情
報

発
信

の
不

備
」
・
「

知
識

の
ギ

ャ
ッ

プ
」
「

主

題
や

要
点
の

明
確
化

の
不
備

」
「

言
語
だ
け

で
は
不

十
分
」

と
い
う

こ
と
が

挙
げ
ら

れ
る
。

特
に
印

象
に
残

っ
て

い
る
の

は
、「

知
識

の
ギ
ャ

ッ
プ
」
で

あ
り
、
教

員
と
学

生
の
知

識
レ
ベ

ル
に
差

異
が
あ

る
場
合

に
は
、

言
い

た
い

こ
と

が
う

ま
く

学
生

に
伝

わ
ら

な
い

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
具

体
的

に
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

は
、

情
報

の
送

り
手

と
受

け
手

の
間

に
知

識
ギ

ャ
ッ

プ
が

あ
る

と
、

メ
ッ

セ
ー

ジ
は

う
ま

く
伝

わ
ら

ず
、

誤
解

が
生

じ
た

り
、

受
け

手
が

理
解

不
能

に
な

っ
た

り
す

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

つ
ま

り
、

授
業

と
い

う
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
中

で
は

、
教

員
側

の
知

識
レ

ベ
ル

が
高

く
、

学
生

側
は

低
い

状
態

に
あ

り
、

教
員

が
自

分
の

知
識

レ
ベ

ル
で

話
を

す
る

と
、

同
じ

レ
ベ

ル
の

知
識

を
も

た
な

い
学

生
が

理
解

で
き

な
い

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
質

の
高

い
授

業
を

展
開

し
て

く
た

め
に

は
、

学
生

の
知

識
レ

ベ
ル

に
合

わ
せ

た
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
送

っ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

ず
、

そ
の

た
め

に
は

、
学

生
の

知
識

レ
ベ

ル
を

し
っ

か
り

と
把

握
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。
さ

ら
に

メ
ッ

セ
ー

ジ
に

つ
い

て
も

、
簡

潔
な

も
の

で
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
１

回
の

授
業

を
ま

と
ま

り
の

あ
る

も
の

に
し

、
そ

の
中

で
，

何
を

伝
え

た
い

の
か

、
要

す
る

に
何

が
言

い
た

い
の

か
を

明
確

に
す

べ
き

だ
と

考
え

る
。

さ
ら

に
、

言
語

は
決

し
て

完
全

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
で

は
な

い
と

邑
本

先
生

も
講

義
し

て
い

た
こ

と
か

ら
、

質
の

高
い

授
業

を
行

う
際

に
は

、
言

葉
で

は
伝

わ
ら

な
い

も
の

、
伝

わ
り

に
く

い
も

の
が

あ
る

場
合

は
、

視
覚

的
な

資
料

等
を

活
用

し
て

学
習
者

の
理
解

を
促
進

す
る
必

要
が
あ

る
と
考

え
る
。

 

ま
た

、
学

生
の
意

欲
を
維

持
す
る

こ
と
も

重
要
で

あ
る
。

邑
本
先

生
か
ら

は
、
「
理
解

と
意
欲

の
関
係

」
、

「
短

期
的
学

習
意
欲

と
長
期

的
学
習

意
欲
」
の

２
つ

か
ら
説

明
い
た

だ
い
た

が
、
邑

本
先

生
の
授

業
こ
そ

、

意
欲

を
維

持
さ

せ
る

授
業

展
開

を
さ

れ
て

い
た

。
私

自
身

、
大

学
の

授
業

は
９

０
分

間
で

あ
る

た
め

、
そ

の
間

、
意

欲
を

維
持

す
る

と
い

う
の

は
難

し
い

と
考

え
て

い
た

。
し

か
し

な
が

ら
、

邑
本

先
生

が
絶

妙
な

タ
イ

ミ
ン
グ

で
小
道

具
や
,
効

果
音

を
使
わ

れ
る
こ

と
で
、

９
０

分
間
が

あ
っ
と

い
う
ま

に
感
じ

ら
れ
、

授

業
に

惹
き
つ

け
ら
れ

る
よ
う

な
感
覚

を
感
じ

た
。
P
FF
P

の
研
修

中
に

邑
本

先
生
に

お
話
し

を
聞
い

た
と
こ

ろ
、

邑
本

先
生

は
、

教
員

に
な

っ
て

か
ら

、
試

行
錯

誤
し

な
が

ら
、

身
に

つ
け

た
と

話
し

て
い

た
。

学
生

の
学

習
意

欲
を

維
持

さ
せ

る
授

業
を

す
る

こ
と

は
も

ち
ろ

ん
で

あ
る

が
、

邑
本

先
生

の
よ

う
に

、
学

生
が

ど
う

や
っ

た
ら

、
理

解
で

き
る

の
か

を
常

に
考

え
て

い
る

姿
勢

こ
そ

が
、

非
常

に
重

要
で

あ
り

、
質

の
高

い
授

業
を

展
開

し
て

い
く

た
め

に
は

必
要

不
可

欠
だ

と
考

え
る

。
そ

の
た

め
に

は
、

下
準

備
に

は
時

間
が

か
か

る
と
い

う
こ
と

や
経
験

が
必
要

だ
と
い

う
こ
と

も
頭
の

中
に
入

れ
て
お

く
必
要

が
あ
る

と
考
え

る
。
 

次
に

、「
マ

イ
ク
ロ

テ
ィ
ー

チ
ン
グ
（

模
擬
授

業
）
」
の
課

題
で

あ
る
。
マ

イ
ク
ロ

テ
ィ
ー

チ
ン
グ

と
は
、

授
業

１
回
分

（
9
0
分

）
の
授

業
計
画

を
た
て

、
そ
の

う
ち
の

1
0
分
程

度
を

実
際
に

行
う
こ

と
で
あ

る
。
 

マ
イ

ク
ロ

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

を
終

え
た

後
は

、
他

の
参

加
者

か
ら

の
コ

メ
ン

ト
を

基
に

、
自

分
の

授
業

計
画

の
振

り
返
り

を
行
う

。
私
自

身
も

P
F
F
P
の

研
修
際

に
マ
イ

ク
ロ
テ

ィ
ー
チ

ン
グ
と

2
0
分

程
度

の
模
擬

授

業
を

行
っ

た
。

私
自

身
、

大
学

の
講

義
を

実
際

に
行

う
の

は
初

め
て

で
、

大
変

緊
張

し
た

こ
と

を
覚

え
て

お
り

、
ま

た
、

マ
イ

ク
ロ

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

後
は

自
身

の
講

義
を

し
て

い
る

様
子

の
録

画
を

見
て

振
り

返
る

と
い

う
の

も
初

め
て

の
経

験
で

あ
っ

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
他

の
大

学
教

員
方

に
講

義
を

見
て

も
ら

う
こ

と
や

、
自

身
で

録
画

を
見

て
振

り
返

る
と

い
う

経
験

は
非

常
に

重
要

だ
と

考
え

る
。

具
体

的
に

は
、

自
身

の
経

験
で
大

変
恐
縮

で
あ
る

が
、
先

達
の
大

学
教
員

の
方
々

か
ら
、
「
導

入
と
し

て
東
北

大
学
の

写
真
を

用

い
て

い
る

点
が

良
い

」
「

驚
き

を
与

え
る

工
夫

も
よ

い
」
「

話
し

方
が

ハ
キ

ハ
キ

し
て

い
て

よ
い

」
な

ど
、

良
い

と
こ

ろ
を

多
く

、
挙

げ
て

い
た

だ
い

た
こ

と
は

、
自

信
を

持
つ

こ
と

が
で

き
た

。
大

学
教

員
を

採
用

す
る

際
に

は
、

模
擬

授
業

を
実

施
す

る
ケ

ー
ス

も
あ

る
た

め
、

今
回

の
マ

イ
ク

ロ
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
は

非
常

に
よ

い
経

験
に

な
っ

た
と

考
え

る
。

一
方

で
、

録
画

を
見

て
思

っ
た

こ
と

は
、

緊
張

し
て

い
る

せ
い

も
あ

り
、

ま
ず

無
駄

な
動

き
が

少
し

あ
る

な
と

感
じ

、
そ

の
た

め
、

自
信

が
な

い
よ

う
に

見
え

た
。

ま
た

、
声

の
大

き
さ

に
つ

い
て

は
ほ

ど
よ

く
、

ほ
と

ん
ど

の
部

分
は

聞
き

取
れ

る
の

で
す

が
、

途
中

ス
ピ

ー
ド

が
速

く
な

る
せ

い
か

、
正

確
に

話
し

を
し

て
い

る
こ

と
が

伝
わ

っ
て

い
な

い
部

分
が

あ
る

な
ど

の
気

づ
き

が
あ

っ
た

。
録

画
を

見
て

、
自

信
の

授
業

を
客

観
的

に
評

価
す

る
こ

と
は

重
要

だ
と

考
え

る
。

こ
の

よ
う

に
マ

イ
ク

ロ
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
で

は
、

気
づ

き
が

多
く

、
専

門
を

異
な

る
他

の
先

生
方

か
ら

ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た

だ
く

こ
と

は
非

常
に

良
い

機
会

で
あ

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
こ

の
よ

う
な

機
会

は
ほ

と
ん

ど
の

場
合

無
い

の
が

、
現

実
で

あ
り

、
課

題
と

考
え

る
。

同
一

の
研

究
科

で
あ

っ
て

も
、

先
生

同
士

が
ど

の
よ

う
な

授
業

を
行

っ
て

い
る

の
か

は
、

分
か

ら
な

い
の

が
現

状
で

あ
る

。
お

そ
ら

く
、

他
の

先
生

の
授

業
を

参
観

で
き

る
こ

と
は
、
P
F
F
P
な

ど
の

研
修

に
参

加
し
な

け
れ
ば

な
ら
な

け
れ
ば

、
難
し

い
と
考

え
ら
れ

る
が
、
今
後

、

質
の

高
い

教
育

を
実

施
し

て
い

く
た

め
に

は
、

オ
ー

プ
ン

な
雰

囲
気

づ
く

り
を

実
施

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
だ

と
考

え
る

。
実

際
に

、
様

々
な

研
究

科
が

連
携

し
て

研
究

を
行

う
こ

と
も

増
え

て
い

る
。

高
校

な
ど

で
は

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
が

実
践

さ
れ

て
い

る
。

大
学

に
お

い
て

も
、

授
業

方
法

に
つ

い
て

転
換

す
る

時
期

を
迎

え
て

い
る

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

時
代

の
変

化
に

応
じ

て
大

学
で

の
授

業
方

法
も

変
わ

っ
て

く
る
の

で
は
な

い
か
と

考
え
る

。
東

北
大

学
で
は

、
他
の

大
学
に

先
行
し

て
、
P
FF

P・
NF

P
な

ど
の

研

修
を

行
っ
て

い
る
。
今

後
も
時

代
の
変

化
に

耐
え

う
る
人

材
育
成
（

教
員
養

成
）
を

行
っ

て
い
く

こ
と
が

、

大
学

が
生
き

残
っ
て

い
く
た

め
に
、

重
要
だ

と
考
え

る
。
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20
17

年
3
月

17
日

 

王
偉

 

  

最
終

レ
ポ

ー
ト

 

  

７
か
月

も
続
く

プ
ロ

グ
ラ
ム

で
学

ん
だ
こ

と
や

気
が
付

い
た

こ
と
を

ま
と

め
る
。
最

初
に

こ
の

プ
ロ

グ
ラ
ム
に

参
加

す
る
の

は
、
い
つ

か
自
分

が
大

学
教
壇

に
立

つ
日
が

く
る

か
も
し

れ
な

い
の
で

、
そ
の

日
が
来
る

ま
で

し
っ
か

り
と

ス
キ
ル

や
ノ

ウ
ハ
ウ

を
見

つ
け
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

と
思
っ

て
い

た
か

ら
だ
。
実

際
こ

の
日
の

セ
ミ

ナ
ー
に

参
加

で
き

な
か
っ

た
が

、
事
前

説
明

会
で
も

ら
っ

た
「
大

学
教
員

の
役
割
」
と

い
う

資
料

や
映
像

を
ベ

ー
ス
に
、
自

分
の

目
標

を
以

下
の
図

の
左

側
の
よ

う
に

設
定
し

た
。
 

 

 大
学
教

員
の
六

つ
の

役
割
が

あ
る

が
、
わ

た
し
に

と
っ

て
大
事

な
の

は
教
育

と
学

生
指

導
だ
と

思
い

、

「
教
育
」

と
「

学
生
指

導
」、

こ
の

二
つ
を

学
習

目
標
に

設
定

し
た
。

こ
の

プ
ロ
グ

ラ
ム

が
最
後

と
な

る
時
点
で

、
当

時
の
予

想
し

た
目
標

と
達

成
し
た

目
標

を
上
の

表
の

よ
う
に

提
示

し
て
い

る
。

 

 （
一
）
セ

ミ
ナ

ー
 

最
初
の

セ
ミ
ナ

ー
は

大
学
教

員
の

役
割
に

関
す

る
も
の

だ
っ

た
。「

大
学
教

員
の
役

割
は

何
で
す

か
」

と
自
問
自

答
し

た
。
自

分
の

理
解
は

浅
か

っ
た

。
レ

フ
レ

ク
テ

ィ
ブ

・
ジ

ャ
ー

ナ
ル

で
も

書
い

た
が

、

 
教

育
 

そ
の

他
 

予
想

 
①

 シ
ラ

バ
ス

作
成

 

②
 授

業
運
営

 

③
 教

授
法

 

④
 採

点
・
成

績
管

理
 

⑤
 院

生
指
導

 

⑥
 学

生
か
ら

の
相

談
へ
の

対
応

 

①
 ラ

ン
ニ
ン

グ
セ

ン
タ
ー

、
図

書
館
、

コ

モ
ン

ズ
な

ど
の

施
設
の

活
用

 

②
 T

A
制

度
 

③
 研

究
と
の

両
立

 

④
 精

神
面
の

ケ
ア

 

実
践
で
き

た
・
見
学

で

き
た

 

①
  

②
  

③
  

⑤
 
 

 

①
  

②
  

③
  

実
践
で
き

な

い
・
見
学

で

き
な
い

 

④
  

⑥
 

④
 

わ
た
し
は
「

大
学

教
員

」
と

い
う

職
業
は
「

多
様

な
仕
事

の
価

値
を
理

解
し

活
動

す
る
統

合
的

専
門
職
」

と
い
っ
た

定
義

に
「
専

門
職

」
に
新

鮮
感

を
覚
え

た
。「

専
門

職
」
と

定
義

し
た
以

上
、

な
ぜ
大

学
教

員
は
「
大

学
運

営
」
に

関
わ

ら
な

け
れ
ば

な
ら

な
い
の

か
。
こ

れ
は

、
当
時

の
私

に
と
て

も
理

解
で
き

な
い
こ
と

だ
っ

た
。
こ

の
プ

ロ
グ
ラ

ム
を

通
じ
て

、
自

分
の

理
解
で

の
「
大

学
運

営
」
と

い
う

仕
事
と

そ
の
本
義

に
ず

れ
が
あ

る
こ

と
が
今

は
分

か
っ
た

。
「
大

学
運

営
」
と

い
う

の
は
「

管
理

」
だ
け

で
な

く
、
学

生
指
導

や
教

学
支
援

も
そ

の
内
容

だ
。
今
は
も

は
や
大

学
教

員
に
多

様
な

能
力
が

求
め

ら
れ
て

い
る
時
代

だ
。
当
時

学
ん
だ

こ
と

だ
が
、
初
期

キ
ャ

リ
ア
の
教

員
は

ス
ム
ー

ズ
に

キ
ャ
リ

ア
構

築
を
完

成
す
る
の

に
大
体

5
年
か

ら
8
年

ま
で
の

時
間
が

か
か

る
。
初

期
キ

ャ
リ
ア

の
教

員
は
、
職

務
の
重
点

は
「
教
育

」
、
「

研
究
」

と
「

学
生
指

導
」

に
置
く

べ
き

だ
。

 

8
月

25
日

の
「
授
業

デ
ザ

イ
ン
と

シ
ラ

バ
ス
作

成
」

に
関
す

る
セ

ミ
ナ
ー

は
初

め
て

の
シ
ラ

バ
ス

作
成

の
セ

ミ
ナ

ー
だ

っ
た

。
「

授
業

デ
ザ

イ
ン

の
３

要
素

」
と

い
う

セ
ク

シ
ョ

ン
で

「
逆

向
き

設
計

」
、

す
な
わ
ち

、「
目

標
→
成

績
評

価
方
法

→
授

業
の
内

容
」
と

い
う

方
法

論
を
学

ん
だ

。
そ

の
後
、「

ワ
ー

ク
シ
ー
ト

作
成

」
に
入

り
、
授
業

の
目
標

と
い

う
欄
を

見
っ

て
結
構

迷
っ

て
い
た

。
自
分

の
授

業
は
文

系
な
の
で

、
学

修
成
果

の
領

域
に

、「
知
識
・
理

解
」
と
「

関
心
・
態

度
」
を

書
い

た
が

、「
能

力
・
技

能
」
を

書
け
な

か
っ
た

。
な

ぜ
な
ら

、
文

系
の

場
合
は

、
お

そ
ら
く

能
力
・
技

能
を
身
に

つ
け

る
と
の

目
標
を
実

現
し

が
た
い

。
し

か
し

、
セ
ミ

ナ
ー

を
終
え

て
、
わ

た
し

の
考
え

方
は

正
し
く

は
な

い
と
感

じ
た
。
文

系
で

も
、
文
系
な

り
の
能

力
や

技
能
が

授
業

を
通
し

て
身

に
つ
け

る
場

合
が
あ

る
の

で
は
な

い
か
と
考

え
直

し
た

。
後
の

マ
イ

ク
ロ
テ

ィ
ー

チ
ン
グ

や
模

擬
授
業

で
そ

の
正
し

さ
を
証

明
し

た
。
ほ

か
に

印
象

に
残

っ
た

の
は

、
「

授
業

の
目

標
」

に
「

最
低

限
の

意
図

す
る

学
習

成
果

」
を

記
述

す
べ

き

と
い
う
新

し
い

考
え
方

だ
。
文
系

の
場
合

は
、
教

員
の

思
い

込
み
が

入
り

や
す
い

た
め

、
設
定

し
た
目

標
と
学
生

の
学

習
能
力

に
差

が
あ
る

か
も

知
ら
な

い
。
大

事
な

の
は
、
教

員
が

何
を
す

る
の
で

は
な

く
、

学
生
が
ど

う
な

る
か
だ

。
 

9
月

14
日

の
「
授
業

づ
く

り
」
で

具
体

的
な
知

識
や

ス
キ
ル

を
学

ん
だ
。

こ
の

日
に

学
ん
だ

最
も

印
象
に
残

っ
た

部
分
は
「
授

業
内

容
を
伝

え
る

た
め
に

」
と

い
う
部

分
だ

。
伝
わ

ら
な
い

理
由

情
報
発

信
の
不
備

、
知

識
の
ギ

ャ
ッ

プ
、
主

題
や

要
点
が

不
明

確
、
言

葉
だ

け
で

は
不
十

分
。
以

上
の

4
点

は
、

私
の
修
士

時
代

の
担
当

し
た

授
業
に

は
全

部
あ
る

と
痛

感
し
て

い
た

。
特
に

第
2
点

、
教
師

と
生
徒
の

間
の

知
識

の
ギ

ャ
ッ

プ
、

邑
本

先
生

の
授

業
を

受
け

る
ま

で
に

、
わ

た
し

は
気

が
つ

て
い

な
か

っ
た

。

し
た
が
っ

て
、
第

３
部

分
の
「
理

解
を
支

援
す

る
方
法

」
で
紹

介
さ

れ
た
知

識
は

、
自
分

の
不

足
を
補

う
た
め
の

需
要

な
こ
と

だ
。
そ

こ
で

習
っ

た
新
し

い
知

識
は
「

メ
ン

タ
ル

モ
デ
ル

」
だ

。
必

要
が
あ
れ

ば
、
実

演
し
て

も
い

い
と
い

う
考

え
は
大

変
意

味
深
い

。
こ

れ
か

ら
は
自
分

の
授

業
に
も

取
り

入
れ
た

い
と
思
っ

て
い

た
。
模

擬
授

業
の

時
、
と

り
わ

け
第
四

点
を

実
践
し

た
。
具

体
的

な
例
を

プ
リ

ン
ト
で

配
り
、
生

徒
を

読
ま
せ

た
と

同
時

に
、
要

点
や

説
明
を

板
書

し
、
生

徒
の
授

業
内

容
へ
の

理
解

は
深
ま

っ
た
と
思

う
。

 

10
月

14
日

の
セ

ミ
ナ

ー
は

「
E

Q
と

大
学

教
育

の
関

連
性

」
を

中
心

に
展

開
し

た
授

業
だ

っ
た

。

E
Q

教
育

と
い

う
言
葉

は
非

常
に
抽

象
的

で
、
「
感
情

」
、
「
人
間

関
係

」
、「

空
気

を
読
む
」

と
連

想
さ

れ
や
す
い

。
し

か
し
、

こ
の

講
演
で

は
じ

め
て
わ

か
っ

た
こ
と

は
、

E
Q

あ
る
い

は
E

I
を
様

々
な
手
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段
で
具
体

化
で

き
る
こ

と
だ

。
ビ
ネ

ー
・

シ
モ
ン

検
査

、
知
能

検
査

の
方
法

が
あ

り
、

IT
の
測

定
で

知
能
指
数

が
わ

か
っ
て

く
る
。
こ

の
よ

う
な

科
学

的
な

方
法

は
授

業
や

生
徒

に
対

す
る

指
導

に
も

こ
う

い
う
研
究

が
活

用
で
き

る
と

思
っ
て

い
る

。
語

学
授
業

の
場

合
、
会

話
や
グ

ル
ー

プ
ワ
ッ

ク
が

多
数
あ

る
た
め
、

E
I
の

測
定
が

大
活

躍
す
る

に
違

い
な
い
。
学

生
管
理

の
場

合
も
、

E
I
に

関
す

る
知
識

が
活

用
で
き
る

か
も

し
れ
な

い
。

 

12
月

9
日
に

、「
コ
ー

チ
ン
グ

技
能

を
活
用

し
た

院
生
指

導
」
で
は
院

生
指
導

の
特

徴
や
そ

れ
に

関

す
る
留
意

点
や

ス
キ
ル

を
学

ん
だ

。
わ

た
し
は
よ

く
「

コ
ー

チ
ン
グ

」
を
「

テ
ィ

ー
チ

ン
グ
」
と
間

違

う
。
コ
ー

チ
ン

グ
は
決

し
て

一
方

的
な
行

為
で

は
な
い

。
教

育
界
の

み
な

ら
ず
、
人

間
社

会
の

様
々
な

領
域
で
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
は

、
上

下
関
係

を
無

視
し
て

平
等

に
相
手

の
こ

と
を
思

う
こ

と
が
大

事
だ
。
例

え
ば

、
大

学
教
員

の
場

合
、
自

分
が
教

員
の

立
場
で

常
に

教
え
る

姿
勢

で
学
生

と
会

話
す
る

癖
が
あ
る

。
そ

う
す
れ

ば
真

の
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

は
不

可
能
だ

。
一

度
学
生

の
視

点
か
ら
、
自
分

の
授
業
内

容
を

見
直
す

必
要

が
あ
る

。
学

生
の

一
見
未

熟
な

考
え
方

を
批

判
す
る

の
で

は
な
く

、
ま
ず

は
褒
め
る

の
だ

。
そ
の

後
、
い
い

問
題
解

決
の

方
法
や

視
点

を
提
供

す
べ

き
で
は

な
い

か
。
逆

に
言
う

と
、
こ

の
情
報

が
毎

日
更
新

す
る

時
代
で

は
、
学

生
の

方
が

、
最
新

の
情
報

に
ア

ン
テ
ナ

を
張

っ
て
い

る
の
か
も

し
れ

な
い
の

で
、
教

員
は
自
分

の
狭
い

視
界

で
生
徒

の
見

解
を
判

断
す

る
の
は

む
し

ろ
検
討

す
べ
き
だ

と
思

う
。
わ

た
し

の
場
合

、
勉

強
だ

け
で
な

く
、
生

活
や

価
値
観

に
お

い
て
、
お

そ
ら
く
学

生
を

教
え

た
い

癖
が

あ
る

。
こ

の
セ

ミ
ナ

ー
を

参
加

し
て

、
自

分
の

教
育

側
だ

が
、
「

コ
ー

チ
ン

グ
」

の
能
力
は

足
り

な
い
と

い
う

こ
と
が

分
か

っ
た
。

 

 （
二
）

授
業
参

観
 

３
回
の

学
内
授

業
参

観
で
学

ん
だ

こ
と
を

述
べ

る
。
参

観
し

た
三
つ

授
業

の
共
通

点
は

語
学
授

業
で

あ
る
こ
と

だ
。
参
観

す
る
前

に
設

定
し
た

目
標

は
主
に

二
つ

あ
る
。
授
業

の
進

め
方
と
グ

ル
ー

プ
ワ
ッ

ク
（
会

話
練
習

）
だ

。
違
い

は
、
英
語
の

授
業
の

場
合

、
ラ

ン
ダ

ム
で
グ
ル

ー
プ

分
け
し

た
。
日
本

語

の
授
業
は

少
人

数
だ
し

、
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

形
式

で
行
っ

た
。
中

国
語

の
授

業
は
、
グ

ル
ー

プ
は

事
前
に

決
ま
っ
た

。
三

つ
の

授
業
の

グ
ル

ー
プ
分

け
は

そ
れ
ぞ

れ
違

っ
た
。
そ
の

理
由
は

、
お
そ

ら
く

学
生
数

が
違
う
や

教
員

の
設
定

目
標

が
違
う

た
め

だ
と
思

う
。
個
人

と
し
て

は
、
事
前

に
グ
ル
ー

プ
分

け
す
る

の
が
い
い

と
思

う
。
そ
の

理
由
は
、

1
学

期
の

授
業
を

行
う

以
上
、
安

定
し
た

メ
ン
バ

ー
で
会

話
練

習

し
た
の
が

展
開

し
や
す

い
。
そ
れ

に
、
メ

ン
バ
ー

が
慣

れ
て
き

た
た

め
、
会

話
す

る
際
緊

張
感

が
消
え

る
こ
と
が

期
待

で
き
る

。
特

に
恥

ず
か
し

そ
う

な
一
年

生
に

と
っ
て

、
自

主
的

に
会
話
す

る
の

は
も
っ

と
も
大
事

な
こ

と
だ
。

 

こ
の
三

つ
の
授

業
を

参
観
し

て
、
今
ま
で

の
自
分

の
授

業
を
比

較
し

な
が
ら

、
理

解
を

深
め
た

こ
と

は
文
法
と

会
話

練
習
の

バ
ラ

ン
ス
だ

。
ほ

と
ん

ど
の
外

国
語

の
授
業

の
目

標
は
、
会
話

と
ほ

か
の
運
用

能
力
ア
ッ

プ
だ

が
、
日
本

語
は

中
国

語
か
ら

借
用

す
る
こ

と
が

多
い
た

め
、
文

法
を
間

違
う
人

が
多

い
。

な
の
で
、
初
級

を
経
っ

た
中

級
の

中
国
語

の
学

習
者
に

と
っ

て
は
、
上
達

す
る
よ

う
に

な
る
ま
で

、
文

法
の
説
明

が
大

変
重
要

だ
と

思
う

。
も
ち

ろ
ん

、
最
終

目
標
は

お
そ

ら
く
会

話
能

力
を
身

に
着

け
る
こ

と
だ
ろ
う

。
し

か
し
、
学
習

者
は

一
定
の

レ
ベ

ル
に
達

し
た

ら
、
何

か
の
見

え
な

い
壁
が

あ
る

。
そ
の

壁
を
破
れ

な
け

れ
ば
、
上
級

の
学

習
者
に

な
れ

な
い
だ

ろ
う

。
な
の

で
、
今

回
の

授
業
を

通
し

て
分
か

っ
た
の
は

、
会

話
を
中

心
に

授
業

を
展
開

す
べ

き
と
の

こ
と

だ
。
た

だ
し

、
学
生

の
レ
ベ

ル
に

合
わ
せ

て
文
法
の

授
業

時
間
を

調
整

す
る
必

要
が

あ
る
。

 

国
内
他

大
学
や

海
外

の
大
学

の
授

業
参
観

で
感

じ
た
の

は
、
専

門
分

野
以

外
の
領

域
の

知
識
や

新
し

い
方
法
を

探
る

こ
と
の

大
事

さ
だ
。

例
え

ば
藤

本
先

生
の

授
業

は
、

障
害

教
育

の
分

野
の

話
だ

っ
た

。

心
理
テ
ス

ト
を

20
分

程
度

で
行
い

、
7
割
も

の
具
体

例
が

挙
げ
ら

れ
た

。
ま
た

、
家

島
先
生

の
授

業

は
ア
イ
パ

ッ
ド

や
ア
プ

リ
を

使
い

、
学
生

が
楽

し
ん
で

い
る

姿
は
身

近
で

感
じ
た

。
学

力
低

下
と
い
わ

れ
る
今
は

、
い

か
に

学
生
の

学
習

意
欲
を

引
き

出
す
か

、
大

学
教

員
ら
が
真

剣
に

考
え
な

け
れ

ば
な
ら

な
い
課
題

な
の

で
、
そ

う
い

う
意

味
で
家

島
先

生
は
い

い
モ

デ
ル
に

な
っ

て
い
る

。
大

学
教

師
と
い
う

の
は
、
ほ

か
の

分
野
の

知
識

を
吸

収
し
な

く
て

は
な
ら

な
い

。
若
者

の
間

に
流
行

っ
て

い
る
も
の

、
新

し
い
理
論

、
自

分
の

分
野
の

現
状

、
ど
ち

ら
か

を
お
ろ

そ
か

に
し
た

ら
、
学

生
が

自
分
か

ら
遠

ざ
か
っ

て
い
く
に

違
い

な
い
と

危
機

感
を
感

じ
た

。
 

 （
三
）

実
践
授

業
 

マ
イ
ク

ロ
テ
ィ

ー
チ

ン
グ
と

模
擬

授
業
を

経
験

し
た
。
改

善
し

た
部

分
は

授
業
内

容
や

材
料
の

選
び

が
う
ま
い

こ
と

だ
っ
た

。
あ

と
、
マ

イ
ク

ロ
テ

ィ
ー
チ

ン
グ

で
「
つ

ま
ら
な

い
授

業
」
を
連

発
し
た
が

、

模
擬
授
業

で
こ

れ
を
辞

め
た

。
や

は
り
、
教
師

た
る
も

の
は

ポ
ジ
テ

ィ
ブ

に
考
え

る
の

は
大
事
だ

。
こ

れ
は
学
生

の
学

習
意
欲

を
損

な
わ
な

い
た

め
、
授
業
が

つ
ま
ら

な
い

か
面
白

い
か

自
分
で

判
断

し
て
も

よ
い
が
、

口
に

出
す
べ

き
で

は
な
い

。
 

よ
く
で

き
て
な

い
部

分
は
主

に
二

つ
が
あ

る
。
ス
ラ
イ

ド
作
成

と
授

業
の
ペ

ー
ス

だ
。
前

者
の

例
と

し
て
は

、
ス
ラ

イ
ド

の
字
の

大
き

さ
が
一

致
し

な
い
と

こ
ろ

と
枚
数

の
多

す
ぎ
る

と
こ
ろ

が
あ

る
。
こ

れ
を
解
決

方
法

は
、
自

分
で

何
回

も
チ
ェ

ッ
ク

す
る
こ

と
だ

。
授

業
の
ペ
ー

ス
は

二
回
の

授
業

と
も
早

す
ぎ
る
気

が
す

る
。
実

際
、
フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

で
何
名

の
観

察
者
か

ら
同

じ
意
見

が
あ

る
。
早

す
ぎ
に

な
る
原
因

は
二

つ
あ
る

。
一
つ

目
は

自
分
が

焦
っ

て
い
る

こ
と

だ
。
二
つ

目
は

専
門
用

語
が

多
い
の

で
、

自
分
に
と

っ
て

簡
単
だ

が
生

徒
に
と

っ
て

は
難

し
い

。
つ

ま
り

、
生

徒
に

対
す

る
配

慮
が

足
り

な
い

。

こ
の
点
は

大
阪

大
学
の

家
島

先
生
に

授
業

参
観
で

も
う

一
回
振

り
返

る
と
分

か
っ

て
き
た

。
家

島
先
生

の
授
業
は

一
見

心
理
学

な
理

論
知
識

が
多

い
よ

う
だ

が
、

ク
イ

ズ
や

豊
富

な
事

例
を

説
明

し
た

の
で

、

一
年
生
の

学
生

に
と
っ

て
も

大
変
理

解
し

や
す
い

授
業

だ
っ
た

。
家

島
先
生

並
み

の
授
業

が
す

ぐ
に
で

き
な
い
が

、
今

度
専
門

用
語

を
提
示

す
る

と
き
事

例
で

説
明
す

る
の

を
忘
れ

な
い

の
が
今

の
で

き
る
こ

と
だ
と
思

っ
て

い
る
。

 

 （
四
）

ま
と
め

 

こ
の
長

い
プ
ロ

グ
ラ

ム
を
通

し
て

、
大

学
教
員
に

な
る

た
め
に

何
が

必
要
か

と
自

分
に

も
う
一

回
聞

い
た
と
こ

ろ
、
い
く

つ
か
の

キ
ー

ワ
ー
ド

が
頭

の
中
に

浮
か

ん
で
来

た
。「

事
前

準
備
」
、「

工
夫

」
、「

情

熱
」
、「

聴
く

姿
勢
」
、「

自
省

」
、「

自
己
進

化
」
と

な
る

。
授

業
を
す

る
前
に

細
か

い
と
こ

ろ
ま

で
工
夫

し
て
、
情

熱
的

に
授
業

を
し

な
が

ら
、
学

生
の

様
子
を

見
て

授
業
の

進
度

を
調
整

す
る

。
様
々

な
手
段
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を
通
じ
て

学
生

の
声
を

聴
く

と
と
も

に
、
自
分

の
授
業

内
容

や
方
法

を
反

省
し
て

、
そ

の
結
果
、
時
代

に
応
じ
て

自
己

進
化
を

遂
げ

る
。
教

師
た

る
も

の
は
プ

チ
専

門
職
だ

が
、
様
々

な
能
力
が

求
め

ら
れ
る

職
業
に
も

な
る

と
感
じ

た
。
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NF
P 
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト

田
中
　
香
津
生

２
０
１
７
年
３
月
１
７
日

最
終
課
題
レ
ポ
ー
ト

自
分
の
授
業
や
学
生
指
導
を
質
の
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、
何
が
課
題
か

私
は
主
に
初
年
次
教
育
を
中
心
と
し
た
教
養
授
業
に
関
心
を
持
ち
、
今
年
度
も
意
識
的
に
授
業
実
践
を
行
い
な
が
ら
NF
P
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
の
ぞ
ん
で
き
た
。
そ
の
う
え
で
具
体
的
な
授
業
に
対
す
る
方
案
と
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
と
り
か
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

の
実
践
に
つ
い
て
、
理
科
を
ど
の
よ
う
に
見
え
る
形
に
落
と
し
込
む
か
に
つ
い
て
焦
点
を
あ
て
て
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
得
た
気
づ
き
を

記
す
。

1.
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

教
育
活
動
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
重
要
性
は
今
ま
で
意
識
を
し
て
い
な
か
っ
た
が
NF
P
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
認
識
で
き

た
も
の
の
１
つ
で
あ
る
。
中
等
教
育
現
場
に
お
い
て
も
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
は
標
準
的
に
な
っ
て
い
る
が
、
多
く
の
場
合
が
定
量

的
な
教
員
評
価
に
と
ど
ま
り
、
そ
こ
か
ら
有
機
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
か
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
い
印
象
が
あ
っ
た
が
、
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
見
学
し
た
授
業
等
で
意
識
を
し
て
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
工
夫
し
て
い
る
複
数
の
先
生
方
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き

た
。 例
え
ば
、
国
内
他
大
学
訪
問
調
査
に
お
い
て
大
阪
大
学
の
家
島
先
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
授
業
で
は
、
各
生
徒
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
と
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
を
活
用
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
意
識
し
て
い
る
授
業
を
展
開
さ
れ
て
い
た
。
特
に
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
授
業
後
の
コ
メ
ン
ト
を
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
を
用
い
て
即
時
に
回
収
し
て
、
そ
の
場
及
び
そ
の
次
の
コ
マ
に
お
い
て
一
部

を
紹
介
・
回
答
す
る
等
を
行
い
、
le
ng
th
関
数
を
用
い
て
生
徒
の
コ
メ
ン
ト
を
再
評
価
し
た
り
、
そ
の
評
価
に
つ
い
て
も
生
徒
に

明
示
す
る
こ
と
で
で
き
る
だ
け
生
徒
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
質
を
上
げ
る
努
力
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
立
命
館
大
学
の
安
岡
先
生
の
授
業
評
価
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
も
、
先
生
が
授
業
内
で
積
極
的
に
日
頃
の
疑
問
を
ア

ン
ケ
ー
ト
形
式
で
募
り
、
次
の
コ
マ
で
丁
寧
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
も
同
じ
よ
う
な
思
想
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
私
が
担
当
し
て
い
る
物
理
学
B
で
も
実
際
に
試
し
て
み
た
が
、
日
頃
の
疑
問
に
答
え
る
こ
と
で
少
し
ず

つ
学
生
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
具
体
的
に
な
り
、
結
果
と
し
て
私
が
自
分
の
授
業
を
見
直
す
上
で
必
要
な
回
答
も
多
く
集
ま
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
今
ま
で
軽
視
し
て
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
に
よ
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
、
複
数
回
の
授
業
に
お
い
て

は
継
続
的
な
工
夫
を
行
う
こ
と
で
よ
り
高
い
価
値
の
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
先
達
コ

ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
邑
本
先
生
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
強
く
言
及
し
て
お
り
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
に
と
っ
て
も
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
高
い
価
値
を
も
つ
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

2.
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
き
る
だ
け
学
生
の
理
解
を
授
業
内
で
深
め
る
た
め
の
方
法
と
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
中
等
教
育
・
高
等
教
育
い
ず
れ

に
て
お
い
て
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
例
え
ば
国
内
他
大
学
訪
問
調
査
に
お
い
て
も
関
西
の
様
々
な
大
学
に
お
い

て
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
を
整
備
し
て
い
る
様
子
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。
具
体
的
な
実
践
例
と
し
て
は
海
外
他
大
学
訪
問
調
査
で
み

る
こ
と
が
で
き
た
GS
Iに
よ
る
少
人
数
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
少
人
数
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
課
題
本
の
要
約
な
ど
国
際
的
に

も
多
様
な
実
践
方
法
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

私
自
身
の
ク
ラ
ス
に
お
い
て
も
こ
の
要
素
を
意
識
し
て
、
毎
回
１
５
~３
０
分
程
度
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
、
実
際
に
手

を
動
か
す
こ
と
で
学
習
す
る
内
容
に
つ
い
て
手
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
を
目
指
し
、
マ
イ
ク
ロ
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と
模
擬

授
業
に
お
い
て
は
そ
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
機
会
も
得
ら
れ
た
。
一
方
バ
ー
ク
レ
ー
で
は
授
業
自
体
が
パ
ッ
シ
ブ
な
も
の
で
も
大

変
能
動
的
に
質
問
を
し
て
い
る
生
徒
が
多
い
こ
と
は
私
に
と
っ
て
印
象
深
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
必
ず
し
も
授
業
に
対
す
る

能
動
的
な
学
生
の
参
加
は
授
業
の
ス
タ
イ
ル
に
相
関
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
先
達
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て

To
dd
先
生
に
相
談
し
た
。

こ
れ
ら
の
背
景
に
は
初
等
教
育
か
ら
継
続
し
た
能
動
的
な
授
業
経
験
が
あ
る
と
い
う
私
の
仮
説
に
つ
い
て
あ
る
程
度
賛
同
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
う
え
で
や
は
り
能
動
的
な
授
業
ス
タ
イ
ル
が
大
事
で
あ
る
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
具
体
的
な
授
業

ス
タ
イ
ル
と
し
て
主
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
Ho
w
To
部
分
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。
To
dd
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス

の
主
眼
は
教
員
の
目
標
を
ど
う
や
っ
て
正
確
に
参
加
者
に
共
有
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
具
体
的
に
は
ワ
ー
ク
前
に
目
的
を
し
っ
か

り
説
明
す
る
こ
と
、
グ
ル
ー
プ
内
の
役
割
分
担
や
グ
ル
ー
プ
の
作
り
方
を
で
き
る
だ
け
ク
リ
ア
に
決
め
る
こ
と
等
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
今
ま
で
５
０
人
を
超
え
る
ク
ラ
ス
で
は
役
割
分
担
決
め
等
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
短
い
時
間
で
行
う
こ
と

が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
避
け
て
き
た
が
、
今
後
Ｔ
Ａ
に
も
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
で
具
体
的
な
方
策
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

一
方
見
村
先
生
の
常
微
分
方
程
式
の
授
業
見
学
の
際
に
い
た
だ
い
た
コ
メ
ン
ト
と
し
て
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
高
校
の
行
列
と
大

学
に
お
け
る
線
形
代
数
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
で
あ
る
。
高
校
に
お
い
て
行
列
は
、
そ
れ
が
” 使
え
る
” レ
ベ
ル
ま
で
教
え
る
こ

と
が
難
し
い
の
で
単
純
な
四
則
演
算
の
訓
練
に
な
ら
ざ
る
得
な
か
っ
た
こ
と
、
大
学
受
験
に
お
い
て
ウ
ェ
イ
ト
が
低
い
た
め
多
く
の

高
校
で
そ
こ
ま
で
扱
う
こ
と
が
難
し
い
こ
と
、
一
次
変
換
に
つ
い
て
指
導
要
領
に
よ
っ
て
は
複
素
平
面
で
同
等
の
こ
と
を
扱
う
こ
と

が
多
い
こ
と
か
ら
、
中
に
は
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
見
村
先
生
の
意
見
は
「
大
学
で
き
わ
め

て
新
し
い
概
念
で
あ
る
線
形
代
数
を
突
然
学
ぶ
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た
め
、
高
校
で
計
算
方
法
だ
け
で
も
履
修
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
よ
り
自
然
に
理
解
し
て
も
ら
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
私
は
” 高
校
で
の
学
習
は
、
学
生
が
な
ぜ
そ
れ
を

学
ん
で
い
る
か
を
理
解
し
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
ど
う
世
の
中
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
い
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
”
と
い
う
強
い
信
念
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
 「
高
校
で
の
理
科
と
現
実
の
科
学
を
つ
な
げ
る
」
と
い
う
私
の
問
題
意
識

に
も
強
く
関
係
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
単
純
な
計
算
技
法
に
特
化
し
た
授
業
に
も
意
義
が
あ
る
と
い
う
見
村
先
生
の
意
見
は
私
の

中
に
全
く
な
い
も
の
で
大
き
く
驚
い
た
。
こ
の
背
景
に
は
高
校
で
学
ぶ
多
く
の
単
元
は
大
学
以
降
に
よ
り
深
く
履
修
す
る
と
は
限
ら

な
い
が
、
行
列
に
限
っ
て
い
え
ば
、
ほ
ぼ
対
象
と
な
る
学
生
は
大
学
で
自
動
的
に
線
形
代
数
を
学
ぶ
（
数
 C
 履
修
者
の
ほ
と
ん
ど

が
理
工
系
）と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
背
景
も
あ
る
と
思
う
。こ
の
よ
う
に
授
業
や
分
野
や
そ
の
後
の
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
像
に
よ
っ

て
教
育
目
的
は
多
様
に
わ
た
り
、
そ
の
中
で
１
つ
１
つ
の
授
業
が
も
た
ら
す
必
要
が
あ
る
役
割
も
千
差
万
別
で
あ
る
と
い
う
こ
と
理

解
で
き
た
。

3.
理
科
に
と
っ
て
の
可
視
化

で
き
る
だ
け
理
解
し
や
す
い
授
業
を
行
う
上
で
、
特
に
理
科
で
は
学
生
が
そ
の
内
容
に
対
し
て
身
近
な
も
の
と
紐
付
け
て
イ
メ
ー

ジ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
こ
の
”
イ
メ
ー
ジ
”
に
相
当
す
る
概
念
を

様
々
な
先
生
か
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、
邑
本
先
生
に
よ
る
「
授
業
づ
く
り
：
準
備
と
運
営
」
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
認
知

心
理
学
の
観
点
か
ら
”
メ
ン
タ
ル
モ
デ
ル
の
構
築
”
と
い
う
言
葉
で
説
明
い
た
だ
い
た
の
が
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
先
達
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
澤
谷
先
生
が
「
力
学
が
得
意
な
学
生
は
多
い
が
電
磁
気
の
よ
う
な
目
に
見
え

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
苦
手
な
学
生
が
工
学
部
で
も
多
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
も
同
様
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
物
理
教
育
で
よ
く
問
題
に
な
る
こ
と
が
、
物
理
教
員
が
し
ば
し
ば
「
現
象
を
イ
メ
ー
ジ
す
れ
ば
わ
か
る
、
イ
メ
ー
ジ
し
な
さ
い
」

と
学
習
者
に
方
法
論
な
し
で
「
イ
メ
ー
ジ
」
を
直
接
的
に
要
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
ま
で
サ
イ
エ
ン
ス
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
り
、
現
象
の
イ
メ
ー
ジ
に
な
じ
み
の
あ
る
一
部
の
中
高
生
に
と
っ
て
は
さ
ほ
ど
難
し
く
な
い
こ
と
な
の
に
対
し
て
、
多
く
の
学

生
に
と
っ
て
は
イ
メ
ー
ジ
を
す
る
の
に
必
要
な
素
養
が
な
い
。
こ
れ
が
理
科
に
お
い
て
得
意
な
生
徒
と
苦
手
意
識
を
持
つ
生
徒
に
大

き
く
２
分
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
原
因
な
の
で
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
た
。

ま
た
、
学
習
者
が
あ
る
分
野
に
お
い
て
イ
メ
ー
ジ
を
可
視
化
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
重
要
な
教
育
だ
と
考
え
て
い
る
。
例
え

田
中
　
香
津
生

２
０
１
７
年
３
月
１
７
日
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ば
、
試
験
問
題
等
を
も
と
に
イ
ラ
ス
ト
を
か
か
せ
た
り
、
そ
れ
を
も
と
に
イ
ラ
ス
ト
の
伝
言
ゲ
ー
ム
を
行
う
こ
と
で
、
メ
ン
タ
ル
モ

デ
ル
構
築
に
慣
れ
な
い
学
習
者
に
対
し
て
も
「
視
覚
化
」
と
い
う
技
術
を
通
し
て
自
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
観
点
か
ら
今
年
度
後
期
か
ら
、
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン
フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
ゼ
ミ
や
「
可
視
化
の
時
代
」
と
い
う
全
学
授
業

に
か
か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
各
分
野
に
お
い
て
現
象
を
ど
の
よ
う
に
可
視
化
し
て
い
る
か
を
紹
介
し
た
り
、
イ
ン

フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
と
い
う
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
現
象
を
可
視
化
す
る
か
に
つ
い
て
実
際
に
取
り
組
む
ゼ
ミ
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
２
０
１
７
年
３
月
に
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
イ
ン
フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
専
門
家
を
招
聘
し
、
数
人
の
学
生
と
サ
イ
ク
ロ
施
設
の

研
究
の
流
れ
を
可
視
化
す
る
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
ら
得
ら
れ
る
手
応
え
は
大
き
く
、

来
年
度
に
つ
な
が
る
よ
う
な
教
育
的
な
知
見
を
深
め
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

教
員
個
人
の
立
場
か
ら
、
自
大
学
の
教
育
は
ど
う
で
あ
る
べ
き
か

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
感
じ
た
こ
と
の
１
つ
は
個
々
の
授
業
や
教
育
活
動
を
行
う
上
で
、
大
学
全
体
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
在
り

方
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
学
教
員
は
教
育
か
ら
研
究
ま
で
幅
広
い
重
心
を
も
つ
多
様
な
構
成
で
あ
る
た
め
、
大
学
全
体

と
し
て
目
的
意
識
を
も
っ
た
教
育
を
行
う
た
め
に
は
、明
確
な
理
念
の
提
示
と
共
有
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
具
体
的
に
高
大
連
携
、

TA
の
活
用
、
全
学
教
育
に
つ
い
て
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
感
じ
た
大
学
全
体
と
し
て
必
要
な
意
識
を
考
え
て
き
た
。

1.
高
大
連
携

私
は
「
理
科
嫌
い
」
と
い
う
現
象
に
問
題
意
識
を
も
ち
、
中
等
教
育
の
経
験
か
ら
そ
の
背
景
に
中
学
の
理
科
か
ら
高
校
の
理
科
へ
移

り
変
わ
る
と
き
の
学
び
の
転
換
時
に
ト
リ
ガ
ー
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
高
校
以
前
ま
で
は
身
近
な
自
然
現
象
に
対
し

て
現
象
ベ
ー
ス
の
Q&
A
方
式
の
よ
う
な
学
び
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
高
校
以
降
は
そ
の
背
景
に
あ
る
法
則
や
理
論
に
着
眼
が
置
か

れ
る
た
め
、そ
の
法
則
の
意
義
や
現
実
の
世
界
と
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
な
い
と
目
的
意
識
を
も
て
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
高
校
と
様
々
な
社
会
と
の
連
携
を
持
つ
こ
と
で
、
閉
じ
ら
れ
た
高
校
の
環
境
で
は
で
き
な
い
教
育
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
高
大
連
携
に
関
心
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

　
東
北
大
学
は
特
に
高
大
連
携
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
感
じ
て
お
り
、
こ
の
１
年
を
通
し
て
「
科
学
者
の
卵
」
と
い
う
高

校
生
の
研
究
室
で
の
研
究
を
体
験
し
て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
学
内
の
活
動
を
見
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、
本
テ
ー
マ
に

つ
い
て
先
達
教
員
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
澤
谷
先
生
か
ら
工
学
部
に
お
け
る
活
動
状
況
に
つ
い
て
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

澤
谷
先
生
も
何
度
か
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
出
張
講
義
を
行
っ
た
経
験
が
あ
っ
た
が
、例
え
ば
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
」
と
い
っ

た
よ
う
な
非
常
に
広
い
テ
ー
マ
の
み
を
設
定
し
て
い
る
た
め
、
各
々
の
先
生
が
そ
の
テ
ー
マ
内
で
自
分
の
興
味
関
心
に
話
が
と
ど
ま

り
、
そ
こ
か
ら
高
校
で
の
学
習
と
の
つ
な
が
り
ま
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
は
サ
イ
ク

ロ
で
行
っ
て
い
る
基
礎
ゼ
ミ
に
お
い
て
も
同
様
の
現
象
が
あ
り
、
物
理
・
薬
学
・
医
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
先
生
に
「
放
射
線
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
各
３
時
間
ず
つ
話
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
各
々
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
研
究
の
内
容
に
つ
い
て
の
み
紹
介
す

る
た
め
、
結
局
サ
イ
ク
ロ
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
が
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
の
か
を
伝
え
る
と
い
う
本
来
の
目
的

が
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
大
学
の
教
員
は
自
分
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
何
度
も
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
講
演
内
容
を
も
っ

て
い
る
た
め
、
よ
ほ
ど
具
体
的
な
広
義
の
目
的
を
設
定
し
な
い
限
り
、
自
ら
講
義
全
体
の
テ
ー
マ
を
意
識
す
る
と
い
う
こ
と
が
難
し

い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
高
大
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
上
で
、
目
的
を
ク
リ
ア
に
し
て
各
教
員
に
ど
れ
だ

け
そ
れ
を
具
体
的
に
共
有
す
る
か
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

　
例
え
ば
澤
谷
先
生
の
専
門
は
電
波
に
な
る
が
、
高
校
で
学
ぶ
複
素
数
は
電
磁
波
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
基
礎
的
な
単
元
だ
が
、

高
校
で
そ
の
意
義
を
学
ぶ
機
会
が
な
い
こ
と
に
問
題
意
識
を
も
っ
て
お
り
、
複
素
数
か
ら
専
門
的
な
電
磁
波
ま
で
の
つ
な
が
り
を
ク

リ
ア
に
結
ぶ
リ
レ
ー
授
業
が
あ
る
と
面
白
い
の
で
は
な
い
か
と
話
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
高
大
連
携
を
考
え
る
上
で
、
各
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と
と
そ
れ
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

田
中
　
香
津
生

２
０
１
７
年
３
月
１
７
日

NF
P 
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
最
終
課
題
レ
ポ
ー
ト

田
中
　
香
津
生

２
０
１
７
年
３
月
１
７
日
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P 
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
最
終
課
題
レ
ポ
ー
ト

　
こ
れ
ら
の
経
験
を
も
と
に
、
今
年
か
ら
Qu
ar
kN
et
と
い
う
国
際
的
な
教
育
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
用
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
国

内
の
高
校
生
を
対
象
と
し
て
行
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
宇
宙
線
検
出
器
や
素
粒
子
実
験
解
析
の
枠
組

み
を
つ
く
り
、高
校
生
が
よ
り
身
近
に
素
粒
子
物
理
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
国
内
で
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
特
に
、

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
た
だ
素
粒
子
物
理
の
面
白
さ
を
単
方
向
的
に
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
高
校
で
の
ま
な
び
と
連
結
で

き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
よ
う
意
識
的
に
す
す
め
て
い
る
。

2.
TA
・
全
学
教
育

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
、
東
北
大
の
全
学
教
育
に
か
か
わ
る
こ
と
で
こ
の
大
学
に
対
し
て
感
じ
た
問
題
点
の
１
つ
が
TA
の
有
効

活
用
で
あ
る
。
東
北
大
学
は
TA
の
目
的
と
し
て
「
東
北
大
学
大
学
院
に
在
学
す
る
優
秀
な
学
生
等
に
対
し
，
全
学
教
育
科
目
の
教

育
補
助
業
務
を
行
わ
せ
，
大
学
教
育
の
充
実
及
び
指
導
者
と
し
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」

と
あ
り
、
授
業
終
了
後
に
担
当
教
員
や
TA
か
ら
の
相
当
量
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機
構
を
備
え
て
い
る
。

だ
が
大
学
の
授
業
は
そ
れ
ぞ
れ
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
を
行
う
担
当
者
も
ま
た
多
様
な
価
値
観
を
も
つ
た
め
、
現
状
有
効
活
用
さ
れ
て

い
な
い
ケ
ー
ス
も
数
多
く
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
海
外
他
大
学
訪
問
調
査
に
お
い
て
GS
Iの
活
動
と
比
較
し
て

考
え
る
機
会
は
私
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。

　
バ
ー
ク
レ
ー
で
は
GS
Iに
よ
る
授
業
を
２
つ
見
学
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
課
題
と
な
っ
て
い
る
読
み
物
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
キ
ー

ワ
ー
ド
を
拾
っ
た
り
し
な
が
ら
ま
と
め
て
発
表
す
る
も
の
と
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
形
式
で
授
業
に
関
連
す
る
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
交
え

る
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
授
業
も
GS
Iの
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
さ
が
授
業
の
質
を
裏
打
ち
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

た
。
GS
Iプ
ロ
グ
ラ
ム
は
大
学
院
生
が
授
業
を
行
う
と
い
う
東
北
大
全
学
教
育
に
と
っ
て
の
原
理
的
な
難
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、
教

員
や
大
学
院
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
キ
ル
の
差
も
大
き
い
と
感
じ
た
。
バ
ー
ク
レ
ー
で
は
GS
Iが
経
済
的
な
動
機
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
キ
ャ
リ
ア
に
進
む
上
で
十
分
価
値
の
あ
る
教
育
経
験
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
事
が
印
象
的
だ
っ
た
。

日
本
に
お
い
て
仮
に
同
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
し
た
場
合
、
教
育
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
重
要
性
へ
の
認
識
や
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
自

体
へ
の
信
頼
感
な
ど
を
担
保
す
る
た
め
に
は
相
当
な
時
間
を
要
す
る
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
地
道
な
努
力
が
GS
Iに
学
生
が
価

値
を
見
出
す
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
東
北
大
に
お
い
て
も
有
効
な
Ｔ
Ａ
活
用
を
考
え
る
場
合
、

教
員
と
大
学
院
生
い
ず
れ
に
お
い
て
も
そ
の
目
的
の
共
有
し
、
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
時
間
を
か
け
て
浸
透
さ
せ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
東
北
大
全
学
教
育
に
お
い
て
も
TA
に
授
業
内
の
一
部
で
講
義
を
す
る
機
会
を
作
っ
た

り
、
具
体
的
に
受
講
者
が
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
な
機
会
を
作
る
等
GS
Iプ
ロ
グ
ラ
ム
を
う
ま
く
昇
華
で
き
る
方
法
は

あ
る
と
感
じ
ら
れ
、
学
内
で
こ
の
よ
う
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
少
し
ず
つ
作
成
し
て
い
く
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
TA
に
対
す
る
有
効
活

用
の
モ
デ
ル
が
形
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　
こ
の
点
は
全
学
教
育
全
体
と
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
GS
Iプ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
の
大
き
な
特
徴
は
そ
れ
ぞ
れ
の
GS
I大

学
院
生
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
。
各
々
の
GS
Iは
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
例
に

つ
い
て
よ
く
見
聞
き
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
知
見
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
本
学
に
お
い
て
も
NF
P
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
学
内
の
数
々
の
授
業
見
学
機
会
を
提
供
し
て
お
り
、
あ
る
意
味
で
は
こ
の
よ
う
な
学
内
の
授
業
実
践
に
対
す
る
共
有
シ
ス
テ

ム
を
担
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
は
学
内
の
目
的
共
有
及
び
個
々
の
授
業
の
質
向
上
に
対
し
て

重
要
で
あ
り
、
私
自
身
に
と
っ
て
も
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
得
た
知
見
を
も
と
に
授
業
内
実
践
お
よ
び
そ
の
発
信
を
積
極
的
に
行
う
こ
と

は
、
長
期
的
に
意
味
の
あ
る
事
で
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
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最
終
課

題

自
分

の
授

業
や

学
生

指
導

を
質

の
良

い
も

の
に

す
る

た
め

に
は

何
が

課
題

だ
と

思
い

ま
す

か
。

ま
た
、

教
員
個

人
の
立

場
か
ら

、
自
大

学
の
教

育
は
ど

う
あ
る

べ
き
だ

と
思
い

ま
す
か

。

ロ
ー
ツ

・
マ
イ

ア

20
17

/0
3/

17
提

出

 
ま

ず
、
自

分
の
授

業
や
学

生
指
導

を
質
の

良
い
も

の
に
す

る
た
め

に
何
が

課
題
で

あ
る
か

、
及
び

、
そ

の
対

策
と
し

て
ど
の

よ
う
な

工
夫
を

し
て
い

る
か
、
し

よ
う

と
し
て

い
る
か

に
つ
い

て
述
べ

、
そ

の
次
に

、

教
員

個
人
の

立
場
か

ら
、
東

北
大
学

の
教
育

が
ど
う

あ
る
べ

き
か
に

つ
い
て

述
べ
る

こ
と
に

し
た
い

。

１
．

自
分
の

授
業

や
学

生
指

導
を

質
の

良
い

も
の

に
す

る
た

め
に

は
何

が
課

題
だ

と
思

い
ま

す
か

。

ア
）

授
業
の

デ
ザ

イ
ン

と
実

施
の

際
の

理
念

と
工

夫

 
授

業
の
設

計
の
段

階
か
ら

、
検
討

を
は
じ

め
た
い

。
ま
ず

、
当
た

り
前
の

よ
う
に

毎
年
作

っ
て
い

る
、

あ
る

い
は
修

正
を
加

え
て
い

る
シ
ラ

バ
ス
に

つ
い
て

だ
が
、

授
業
の

質
を
上

げ
る
た

め
に
、

既
に
シ

ラ
バ

ス
の

作
成
の

段
階
で

、
意
識

し
、
注

意
し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
こ
と

が
多
い

と
思
う

。
各
回

の
授
業

の
お

お
ま

か
な
内

容
と
成

績
評
価

方
法
を

記
述
す

る
だ
け

で
は
な

く
、
シ

ラ
バ
ス

も
学
習

の
ツ
ー

ル
の
一

つ
に

な
る

1 よ
う
に

、
様
々

な
工
夫

が
必
要

で
あ
る

。
具
体

的
に
は

、
各
回

の
授
業

の
テ
ー

マ
に
関

連
す
る

参
考

文
献

や
基
本

的
教
科

書
の
チ

ャ
プ
タ

ー
を
明

記
す
る

こ
と
な

ど
が
考

え
ら
れ

る
。
ま

た
、
例

え
ば
、

レ
ポ

ー
ト

の
提
出

が
求
め

ら
れ
る

場
合
に

は
、
レ

ポ
ー
ト

の
提
出

期
限
や

具
体
的

な
課
題

等
の
、

あ
ら
か

じ
め

シ
ラ

バ
ス
に

お
い
て

明
記
す

る
こ
と

に
よ
り

、
学
生

に
よ
る

よ
り
効

果
的
な

時
間
の

管
理
と

プ
ラ
ン

ニ
ン

グ
を

促
す
効

果
も
あ

り
得
る

。

 
次

に
、
授

業
の
成

績
評
価

方
法
と

授
業
の

目
標
を

関
連
付

け
る
と

と
も
に

、
適
切

な
成
績

評
価
方

法
を

設
定

す
る
の

が
、
重

要
で
あ

る
。
様

々
な
考

え
方
が

あ
り
得

る
が
、

私
の
場

合
は
、

で
き
る

限
り
、

試
験

の
み

、
あ
る

い
は
レ

ポ
ー
ト

の
み
に

よ
る
評

価
方
法

を
避
け

て
い
る

。
そ
れ

は
、
そ

れ
ぞ
れ

の
学
生

の
学

習
プ

ロ
セ
ス

と
メ
カ

ニ
ズ
ム

が
多
様

で
あ
る

か
ら
で

あ
る
。

し
た
が

っ
て
、

学
生
が

授
業
で

得
た
知

識
や

能
力

（
習
っ

た
情
報

を
分
析

す
る
能

力
、
自

分
の
経

験
と
関

連
付
け

る
能
力

等
）
を

、
多
面

的
に
把

握
・

評
価

す
る
た

め
に
、

一
つ
の

授
業
で

複
数
の

評
価
方

法
を
使

っ
て
い

る
。
ま

た
、
そ

れ
ら
の

方
法
が

、
割

合
的

に
も
授

業
の
「

目
標
」

に
合
っ

て
い
る

か
を
再

三
確
認

す
る
必

要
が
あ

る
。

さ
ら

に
、

授
業
を

設
計
・

実
施
す

る
際
に

、
文
部

科
学
省

の
「
学

士
力
に

関
す
る

主
な
内

容
」

2 や
大

学

の
di

pl
om

a 
po

li
cy

を
確

認
し
、

で
き
る

だ
け
そ

れ
に
沿

っ
た
授

業
を
設

計
・
提

供
す
る

よ
う
、

心
掛
け

て
い

る
。
自

分
の
学

問
が
大

好
き
な

た
め
、

学
生
に

伝
え
た

い
情
報

が
多
い

が
、「

知
識

」
の
提

供
の
み

を

重
視

し
た
授

業
に
な

ら
な
い

よ
う
、

気
を
付

け
て
い

か
な
け

れ
ば
な

ら
な
い

と
感
じ

る
。
日

本
の
高

等
教

1 串
本

剛
先
生

に
よ
る

セ
ミ
ナ

ー
「
授

業
デ
ザ

イ
ン
と

シ
ラ
バ

ス
作
成

」
（

20
16

年
8
月

25
日
実
施

）
よ

り
。

2  
h

tt
p:

//w
w

w
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. 

2 

育
（

学
部
段

階
の
教

育
）
に

お
い
て

は
、「

専
門

教
育

」
と

と
も

に
「

教
養

教
育

」
が

重
視

さ
れ

て
い

る
3 。

つ
ま

り
、
「

様
々

な
角
度

か
ら
物

事
を
見

る
こ
と

が
で
き

る
能
力

や
、
自

主
的
・

総
合
的

に
考
え

、
的
確

に

判
断

す
る
能

力
」
を

養
う
こ

と
が
、

求
め
ら

れ
て
い

る
4 。

ま
た

、
東

北
大
学

の
di

pl
om

a 
po

li
cy

5 で
は

、

「
グ

ロ
ー
バ

ル
社
会

に
お
い

て
、
指

導
的
・

中
核
的

役
割
を

果
た
す

自
覚
と

展
望
を

持
ち
、

基
礎
能

力
を

備
え

て
い
る

」
卒
業

生
像
が

描
か
れ

て
い
る

。
そ
れ

ら
の
能

力
を
養

う
よ
う

な
授
業

の
進
め

方
を
、

授
業

の
設

計
の

段
階

か
ら

意
識

し
、
「

知
識

」
中

心
の

授
業

運
営

、
す

な
わ

ち
、

教
員

に
よ

る
情

報
の

提
供

と
、

学
生

が
そ

の
情

報
を

暗
記

し
た

か
ど

う
か

の
確

認
で

終
わ

る
試

験
に

よ
る

成
績

評
価

を
避

け
て

い
き

た
い

。
 

 
先

述
の
「

教
養
」

に
も
関

連
す
る

が
、
近

年
高
等

教
育
に

お
け
る

「
ア
ク

テ
ィ
ブ

・
ラ
ー

ニ
ン
グ

」
を

め
ぐ

る
議
論

が
盛
り

上
が
っ

て
い
る

。
学

生
の

分
析
力

等
を
養

う
た
め

に
も
、
学
生

に
授
業

に
お
い

て
「

聞

く
以

外
の
行

為
」
を

さ
せ
る

こ
と
は

、
確
か

に
望
ま

し
い
。
（
た

だ
し
、

時
に
バ

ッ
シ
ン

グ
を
受

け
る
典

型

的
な

「
講
義

」（
教

員
が

90
分

ほ
ぼ
ず

っ
と
話

す
よ
う

な
授
業

）
も
、

や
り
方

に
よ
っ

て
は
、

学
生
が

そ

の
授

業
か
ら

多
く
得

ら
れ
る

。
教
員

が
板
書

、
ス
ラ

イ
ド
、

絵
、
図

、
ビ
デ

オ
等
、

多
様
な

「
道
具

」
を

利
用

す
る
こ

と
で
、

授
業
の

質
が
上

が
り
、

学
生
の

興
味
や

学
習
意

欲
が
向

上
し
、

よ
り
効

果
的
な

学
習

が
行

わ
れ
る

こ
と
が

十
分
あ

り
得
る

。
）

学
生

に
よ

る
積
極

的
参
加

を
促
す

方
法
・

手
段
は

い
く
つ

か
あ
る

が
、
そ

の
一
つ

と
し
て

、
い
わ

ゆ
る

授
業

ペ
ー
パ

ー
（
ミ

ニ
ッ
ツ

・
ペ
ー

パ
ー
等

と
も
言

う
）
が

あ
る
。

全
員
が

発
言
で

き
そ
う

に
な
い

大
人

数
の

授
業
で

も
利
用

で
き
、

ま
た
、

人
の
前

で
話
す

の
が
得

意
で
は

な
い
学

生
に
も

、
自
身

の
意
見

や
疑

問
を

述
べ
る

手
段
と

な
る
。
授

業
ペ
ー

パ
ー
の

作
り
方

に
も
、
様
々

な
工
夫

が
あ
り

得
る
が

、
授

業
で
「

気

づ
い

た
こ
と

」、
「
疑

問
に
思
っ

た
こ
と

」
や
「

も
っ
と

知
り
た

い
こ
と

」
を
、

授
業
時

間
内
に

書
か
せ

る

こ
と

に
よ
り

、
学
生

に
そ
の

場
で
授

業
を
振

り
返
り

、
授
業

内
容
に

関
す
る

理
解
を

深
め
る

機
会
を

与
え

る
こ

と
と
な

る
と
感

じ
、
今

後
の
自

分
の
授

業
で
必

ず
取
り

入
れ
た

い
。
さ

ら
に
、

授
業
で

「
分
か

ら
な

か
っ

た
」
こ

と
を
書

か
せ
る

こ
と
に

よ
り
、

教
員
が

自
分
の

授
業
の

改
善
す

べ
き
と

こ
ろ
を

発
見
す

る
こ

と
が

で
き
、
今

後
の
授

業
の
改

善
に
も

つ
な
が

る
だ
ろ

う
。
最
後

に
、
授

業
ペ
ー

パ
ー
に
「

穴
埋
め

」
や

、

学
生

が
自
由

に
ノ
ー

ト
を
と

れ
る
ス

ペ
ー
ス

を
空
け

て
お
く

こ
と
で

、
学
生

の
「
書

く
」
と

い
う
行

為
を

促
す

こ
と
が

で
き
、

学
生
に

「
ノ
ー

ト
を
と

る
と
い

う
労
働

の
喜
ぶ

」
を
味

わ
せ
る

こ
と
も

で
き
る

 
次

に
、
授

業
の
実

施
に
お

い
て
、

ピ
ア
・

ラ
ー
ニ

ン
グ
が

効
果
的

な
学
習

方
法
の

一
つ
で

あ
る
と

思
わ

れ
る

。
学
生

が
お
互

い
に
学

び
合
え

る
こ
と

は
、
実

に
多
い

は
ず
で

あ
り
、

ま
た
、

同
じ
こ

と
を
教

員
が

言
う

の
と
、

自
分
と

同
じ
立

場
に
あ

る
学
生

が
言
う

の
と
で

、
イ
ン

パ
ク
ト

と
吸
収

度
が
か

な
り
違

う
と

思
わ

れ
る
。

ピ
ア
・

ラ
ー
ニ

ン
グ
に

も
、
様

々
な
形

が
あ
る

が
、
中

に
も
ペ

ア
・
ワ

ー
ク
を

、
今
後

の
自

身
の

授
業
で

も
っ
と

利
用
し

た
い
。

た
だ
し

、
学
生

に
よ
る

授
業
で

の
発
言

や
ペ
ア

・
ワ
ー

ク
を
ど

の
よ

う
に

評
価
す

る
か
が

、
一
つ

の
大
き

な
課
題

で
あ
る

と
思
う

。

イ
）

学
生

指
導

に
つ

い
て

―
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
指

導
の

重
要

性
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3 

 
学

部
生
を

指
導
す

る
際
に

も
、
大

学
院
生

を
指
導

す
る
際

に
も
、

ラ
イ
テ

ィ
ン
グ

指
導
が

一
つ
の

重
点

で
あ

る
と
感

じ
る
。

学
部
生

に
と
っ

て
は
、

卒
業
論

文
を
書

く
際
に

役
立
つ

だ
け
で

な
く
、

社
会
人

に
な

っ
て

か
ら
も

必
要
と

な
る
、

情
報
を

収
集
し

分
析
す

る
力
や

、
自
分

の
意
見

を
論
理

的
に
述

べ
る
力

等
を

身
に

付
け
る

練
習
と

な
る
。

し
か
し

、
日
本

の
大
学

に
お
い

て
、
ラ

イ
テ
ィ

ン
グ
指

導
が
十

分
に
行

わ
れ

て
い

る
と
は

言
え
な

い
。
私

自
身
は

、
担
当

し
て
い

る
学
部

授
業
に

お
い
て

、
学
生

に
レ
ポ

ー
ト
等

を
書

か
せ

る
際
に

、
引
用

の
仕
方

や
論
文

の
構
成

の
み
な

ら
ず
、

参
考
文

献
の
選

出
方
法

や
、
レ

ポ
ー
ト

や
論

文
が

完
成
す

る
ま
で

の
ス
ケ

ジ
ュ
ー

ル
作
り

等
に
つ

い
て
も

、
細
や

か
に
指

導
し
て

き
た
。

ま
た
、

締
め

切
り

の
直
前

に
作
業

を
始
め

る
学
生

が
多
い

た
め
（
そ

の
結
果

、
提

出
さ

れ
た
レ

ポ
ー
ト

／
pa

pe
r
の
質

が

低
い

た
め
）
、
提

出
締

め
切
り

の
数
週

間
前
ま

で
に
、

re
se

ar
ch

 t
op

ic
, r

es
ea

rc
h

 q
u

es
ti

on
及

び
参

考
に

な
り

そ
う
な

文
献
を

い
く
つ

か
メ
ー

ル
に
て

提
出
し

て
も
ら

い
、
そ

れ
に
対

し
第
一

フ
ィ
ー

ド
バ
ッ

ク
を

す
る

。
さ
ら

に
、
こ

れ
ま
で

は
、
学

生
が
希

望
す
れ

ば
、
締

め
切
り

の
1
週

間
前
ま

で
に
、

fi
rs

t 
dr

af
t

を
読

み
、
第

2
フ

ィ
ー
ド

バ
ッ

ク
を

し
て
き

た
。
し

か
し
、

こ
こ
で

も
、
私

か
ら
の

フ
ィ
ー

ド
バ
ッ

ク
の

み
な

ら
ず
、

ピ
ア
・

ラ
ー
ニ

ン
グ
を

導
入
す

る
の
が

、
効
果

的
で
は

な
い
か

と
考
え

て
い
る

6 。
具
体

的
に

は
、

学
生
に

お
互
い

に
そ
の

fi
rs

t 
dr

af
t
を

読
ま
せ

、
フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク
を

さ
せ
る

や
り
方

が
、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク
を

受
け
る

側
に
も

、
す
る

側
に
も

、
勉
強

に
な
る

と
思
う

。
同
じ

よ
う
な

こ
と
を

、
大
学

院
生

を
対

象
に
実

施
す
る

こ
と
も

、
大
学

院
生
の

ラ
イ
テ

ィ
ン
グ

ス
キ
ル

を
向
上

さ
せ
る

と
思
わ

れ
る
。

２
．

教
員
個

人
の

立
場

か
ら

、
自

大
学

の
教

育
は

ど
う

あ
る

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

か
。

ア
）

教
員
に

教
育

す
べ

き

東
北

大
学

で
の
教

育
（
特

に
授
業

）
の
質

を
向
上

さ
せ
る

た
め
に

、
教
員

全
員
に

、
定
期

的
に
、

継
続

的
に

研
修
を

受
け
さ

せ
る
体

制
が
必

要
で
あ

る
と
思

う
。
日

本
の
大

学
教
員

は
、
教

え
る
た

め
の
免

許
を

と
る

義
務
が

な
い
よ

う
だ
が

、
大
学

の
教
員

に
な
っ

た
全
員

が
い
い

授
業
が

で
き
る

（
及
び

そ
の
他

の
大

学
教

員
に
求

め
ら
れ

る
業
務

を
執
行

で
き
る

）
と
は

限
ら
な

い
7 。

海
外

で
は

、
大
学

の
教
員

が
定
期

的
に

講
演

や
ス
キ

ル
・
ア

ッ
プ
研

修
を
受

け
る
こ

と
が
義

務
付
け

ら
れ
て

い
る
国

／
大
学

も
あ
る

よ
う
だ

。
日

本
で

も
、
授

業
の
質

を
確
保

す
る
た

め
に
、

そ
の
よ

う
な
制

度
が
必

要
な
の

で
は
な

い
か
。

研
修
を

受
け

る
こ

と
で
、

教
育
に

関
す
る

最
新
の

傾
向
、

情
報
、

研
究
成

果
を
知

る
と
と

も
に
、

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
な

ど
に

よ
り
、

自
身
の

こ
れ
ま

で
の
授

業
を
振

り
返
り

、
改
善

す
る
機

会
も
得

ら
れ
る

で
あ
ろ

う
。

イ
）

T
A
に

、
レ

ジ
ュ

メ
の

コ
ピ

ー
以
外

も
任

せ
る

べ
き

東
北

大
学

の
T

A
は

、
教
員

の
授
業

用
レ
ジ

ュ
メ
の

コ
ピ
ー

な
ど
し

か
任
せ

ら
れ
な

い
。
し

か
し
、
よ
り

実
質

的
な
手

伝
い
、

時
に
は

（
部
分

的
に
で

も
）
授

業
そ
の

も
の
を

、
T

A
に

さ
せ
る

こ
と
が

、
T

A
に

と

っ
て

も
、
そ

の
授
業

を
受
け

る
学
部

生
に
と

っ
て
も

、
そ
し

て
大
学

に
と
っ

て
も
、

メ
リ
ッ

ト
が
多

い
は

6  
こ

こ
で

は
、
バ

ー
ク
レ

ー
大
学

の
G

ra
du

at
e 

S
tu

de
n

t 
In

st
ru

ct
or

 T
ea

ch
in

g 
an

d 
L

ea
rn

in
g 

C
en

te
r
の

S
ab

ri
n

a 
S

or
ac

co
の
大

学
院
生
向

け
ラ
イ

テ
ィ
ン

グ
・
セ

ミ
ナ
ー

が
参
考

に
な
っ

た
。

 
7  
本

プ
ロ

グ
ラ
ム

の
オ
リ

エ
ン
テ

ー
シ
ョ

ン
の
際

に
、
羽

田
先
生

が
、
大

学
教

員
の
「

専
門
性

」
は
「
研

究

分
野

の
専
門

性
」
だ

け
で
は

な
い
、
「
教
育

と
学

習
の
プ

ロ
セ
ス

の
理
解

」
な
ど

も
、
そ

の
専
門

性
の
不

可

欠
な

一
部
分

で
あ
る

と
お
っ

し
ゃ
っ

た
。
し

か
し
、

こ
の
よ

う
な
意

識
が
乏

し
い
教

員
も
大

勢
い
る

気
が

す
る

。
教
員

の
意
識

の
変
化

を
も
た

ら
す
た

め
に
も

、
定
期

的
研
修

が
必
要

な
の
で

は
な
い

か
。

4 

ず
で

あ
る
。
将

来
的

に
大
学

教
員
を

目
指
す

T
A
に

と
っ

て
は

、
就
職

す
る
前

か
ら
、
授
業

運
営
に

か
か
わ

り
、

授
業
を

す
る
経

験
を
身

に
付
け

る
こ
と

が
で
き

る
メ
リ

ッ
ト
が

あ
る
（

そ
の
よ

う
な
経

験
が
あ

る
こ

と
が

、
就
職

活
動
を

す
る
場

面
で
も

プ
ラ
ス

に
な
り

、
又
、

実
際
に

就
職
し

て
か
ら

も
、
最

初
か
ら

よ
り

高
い

レ
ベ
ル

の
授
業

が
で
き

る
可
能

性
を
高

め
る
）
。
学

部
生
か

ら
み
て

、
教
員

よ
り
年

齢
的
に

も
距
離

が

近
い

T
A
と
信
頼

関
係

を
築
き

や
す
く

、
近
づ

き
や
す

い
。
さ

ら
に
、
教
員

と
大
学

に
と
っ

て
の
メ

リ
ッ
ト

で
あ

る
が
、

T
A
が

授
業

の
一

部
を

担
当
す

れ
ば
、
教

員
の
負

担
が
軽

減
さ
れ

、
研

究
活

動
に
よ

り
多
く

の

時
間

を
与
え

ら
れ
る

（
私
立

大
学
と

比
べ
て

、
東
北

大
学
で

は
、
一

人
の
教

員
が
担

当
す
る

授
業
の

コ
マ

数
が

ま
だ
少

な
い
よ

う
だ
が

）
。

こ
こ
で
は

、
例

え
ば
バ

ー
ク
レ

ー
大
学

の
G

S
I(

gr
ad

u
at

e 
st

u
de

n
t 

in
st

ru
ct

or
)制

度
が

、
参
考

に
な
る

だ
ろ
う

。
 

ウ
）

大
学
の

教
育

支
援

関
連

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
の

拡
大

学
生

の
授

業
で
の

学
び
を

支
え
る

た
め
に

、
様
々

な
サ
ー

ビ
ス
と

支
援
が

あ
り
得

る
。
東

北
大

学
に
は

、

学
生

に
よ
る

学
生
に

対
す
る

学
習
支

援
と
し

て
S

L
A

(s
tu

de
n

t 
le

ar
n

in
g 

ad
vi

se
r)
の

制
度
が

あ
る
。

そ

し
て

、
付
属

図
書
館

の
ス
タ

ッ
フ
に

よ
る
、
レ
ポ

ー
ト
の

作
成
の

た
め
の

ス
キ
ル

を
教
え

る
講
座

な
ど
も

、

例
と

し
て
挙

げ
ら
れ

る
。
大

学
で
の

教
育
の

質
と
学

生
の
学

習
意
欲

を
高
め

、
大
学

を
卒
業

し
て
か

ら
も

役
立

つ
様
々

な
ス
キ

ル
を
身

に
付
け

る
た
め

に
、
そ

れ
ら
の

試
み
が

、
非
常

に
有
意

義
で
あ

る
。
が

、
現

時
点

ま
だ
十

分
で
な

い
と
こ

ろ
も
あ

り
、
そ

の
よ
う

な
サ
ー

ビ
ス
や

支
援
の

拡
大
が

望
ま
し

い
。
特

に
、

ア
カ

デ
ミ
ッ

ク
・
ラ

イ
テ
ィ

ン
グ
支

援
が
、

ま
だ
不

十
分
で

あ
る
と

思
う
。

今
現
在

、
S

L
A
が

ラ
イ
テ

ィ

ン
グ

支
援
も

行
っ
て

い
る
が

、
そ
の

周
知
度

が
ま
だ

ま
だ
低

い
よ
う

で
あ
る

。
私
自

身
が
授

業
で
見

て
き

た
学

生
レ
ポ

ー
ト
の

レ
ベ
ル

か
ら
言

え
ば
、

ラ
イ
テ

ィ
ン
グ

支
援
・

指
導
が

行
わ
れ

て
い
る

こ
と
を

よ
り

周
知

さ
せ
、
ま

た
、
そ
の

規
模
を

拡
大
さ

せ
る
（

独
立
の

ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
・
セ

ン
タ

ー
の
設

立
等
）
の

が
、

急
務

で
あ
ろ

う
。

187



5 

N
FP

最
終
レ
ポ
ー

ト
 

吉
田
沙

蘭

1
.

自
分

の
授

業
や

学
生

指
導

を
質

の
良

い
も

の
に

す
る

た
め

の
課

題

教
員

1
年

目
が
よ
う
や

く
終

わ
り
に
さ
し
か
か
っ
た
現

段
階

で
は
，
経
験

や
知
識

が
不

足
し
て
い
る
部
分

も
多

く
，

具
体

的
な
課

題
を
あ
げ
れ
ば

際
限

が
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
多

様
な
場

面
に
共

通
す
る
，
自

分
自

身
の
姿

勢
に

関
わ
る
課
題

に
つ

い
て
，

3
つ
の
観

点
か
ら
述
べ

る
。

 

ま
ず

1
点
目

は
，
集

団
と
し
て
の
学

生
を
前
に
し
た
際

に
学

生
の
動
機

付
け
や
学

び
を
促
す

姿
勢
を
怠

ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
年

1
年
業
務

に
当

た
っ
て
き
て
，
顔

の
見

え
る
関

係
性

の
中

で
行

っ
て
い
く
指

導
に
お
い
て

は
，
敢

え
て
強

く
意

識
せ

ず
と
も
学

生
の
動
機

付
け
や

学
び

を
促

す
と
い
う
こ
と
を
重

視
し
，
そ
こ
に
注

力
し
て
い
る

こ
と
に
気

付
い
た
。
こ
れ
は
，
か
つ

て
非

常
勤
講
師

と
し
て
，

10
0
名

以
上
の
学

生
を
相

手
に
講

義
を
し
て
い
た
と
き

と
は
，
異

な
る
感

覚
だ
っ
た
。
学

生
と
よ
り
リ
ア
ル
な
関

係
性

の
中

で
接

す
る
と
，
個

々
の
学

生
の
状

況
や

反
応

に

合
わ
せ

て
対

応
す

る
こ
と
は
自

分
自

身
に
と
っ
て
必

然
で
あ
り
，
ま
た
，
対

応
し
が
い
も
感

じ
ら
れ
て
い
た
。
一

方
，

顔
と
名

前
が
一

致
し
な
い
よ
う
な
大

人
数

の
講

義
の
場

面
で
は
，
同

じ
よ
う
に
そ
こ
に
注

力
す

る
こ
と
が
容

易
で
は

な
か
っ
た
記

憶
が
あ
る
。
学

生
側

も
必

修
だ
か
ら
と
い
う
理

由
で
受

講
し
て
お

り
，
授

業
を
聞

い
て
い
る
学

生
は
半

分
に
も
満

た
な
い
状

況
だ
っ
た
が
，
「
し
ょ
う
が
な
い
」
と
，
自

分
の
中

で
ど
こ
か
最

初
か
ら
諦

め
て
い
た
部

分
が
あ

っ
た
よ
う
に
思

う
。
東

北
大

や
バ
ー

ク
レ
ー

で
の
授

業
参

観
は
，
こ
う
し
た
過

去
の
自

分
の
姿

勢
と
照

ら
し
合

わ
せ

，

非
常

に
新

鮮
で
驚
き
を
生

む
経
験

だ
っ
た
。

10
0

名
近

い
受

講
生
の
い
る
講

義
で
あ
っ
て
も
，
先

生
方
は
学

生
の

関
心

を
高

め
た
り
，
理

解
を
深

め
た
り
，
授

業
に
コ
ミ
ッ
ト
さ
せ

た
り
す

る
こ
と
に
対

し
て
，
全

く
手

を
抜

か
れ

て
い
な

か
っ
た
。
加

え
て
，
講

義
の
規

模
に
関

わ
ら
ず

，
学

生
の
反

応
や

属
性

に
応

じ
，
柔

軟
に
授

業
の
組

み
立

て
を
変

え
て
い
か
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
，
何

よ
り
も
印

象
的

だ
っ
た
。
そ
し
て
学

生
の
側

も
，
そ
の
こ
と
に
よ
く
反

応
し
て

い
る
よ
う
に
思

え
た
。
こ
れ

は
，
大

規
模

な
講

義
に
対

す
る
自

分
自

身
の
考

え
方

を
大

き
く
変

え
る
も
の
だ
っ
た
。

大
人

数
で
あ
っ
て
も
少

人
数

で
あ
っ
て
も
，
授

業
で
あ
る
こ
と
に
違

い
は
な
い
の
だ
が
，
ど
こ
か
大

人
数

の
講

義
に

対
し
て
，
労

力
を
節

約
す

る
よ
う
な
価
値

観
が
あ
っ
た
こ
と
を
反

省
し
た
。
今

後
全

学
の
講

義
を
担
当

す
る
こ
と
に
な

る
際

に
は
，
先

生
方

の
よ
う
に
学

生
と
き
ち
ん
と
向

き
合

う
授

業
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

 

2
点

目
と
し
て
，
個

々
の
学

生
に
接

す
る
際

に
，
学

生
の
見

て
い
る
も
の
や

感
じ
て
い
る
こ
と
を
，
学

生
側

の
視

点
か
ら
理

解
し
よ
う
と
努

め
る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
今

年
は
初

年
度

で
担

当
す

る
学

生
も
少

な
く
，
比

較
的

余
裕

が
あ
っ
た
た
め
，
個

々
の
学

生
に
つ

い
て
自

分
な
り
に
は
丁

寧
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
な
が
ら
関

わ
っ
て
き
た
つ

も
り
だ
っ
た
。
し
か
し
，

N
F

P
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受

け
な
が
ら
，
感

想
や

気
付

き
を
同

期
と
シ
ェ
ア
し
合

う
中

で
，
同

じ

場
で
同

じ
こ
と
を
体

験
し
て
も
，
人

に
よ
っ
て
気

付
く
こ
と
や

感
じ
る
こ
と
，
見

て
い
る
も
の
が
予

想
以

上
に
異

な
る
と

い
う
こ
と
を
折

に
触

れ
て
感

じ
て
き
た
。
似

た
よ
う
な
立

場
の
同

期
同

士
，
か
つ

参
加

者
と
い
う
同

じ
側

に
立

っ
て
い

る
場

合
で
あ
っ
て
も
そ
う
し
た
こ
と
が
生

じ
る
の
で
あ
れ
ば

，
学

生
と
教

員
と
い
う
全
く
異

な
る
立
場

で
，
教

育
す
る
側

と
さ
れ
る
側

と
い
う
裏

表
の
関

係
に
あ
る
場

合
，
そ
の
違

い
は
さ
ら
に
大

き
く
な
る
だ
ろ
う
。
教

員
と
学

生
の
ギ
ャ
ッ
プ

は
，
バ
ー

ク
レ
ー

の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー

ク
に
お

い
て
教

員
と
学

生
双

方
か
ら
話

を
聞

く
機

会
を
得

た
際

に
も
目

の
当

た
り
に
し
た
。
教

員
と
の
関

係
性

が
た
と
え
良

く
て
も
，
遠

慮
や

利
害

関
係

か
ら
，
学
生

が
教
員

に
言

え
な
い
こ
と
は

少
な
く
な
く
，
そ
れ
が
，
両
者

の
認

識
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
生
じ
さ
せ
て
い
た
。
こ
の

1
年

の
自

分
の
指

導
を
振

り
返

っ
て

6 

み
て
，
そ
こ
に
「
学

生
に
直

接
問

う
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
あ
ま
り
含

ま
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気

付
い
た
。
何

か
問

題
が
生

じ
た
際

，
き
っ
と
こ
う
い
う
こ
と
が
起

こ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
，
き
っ
と
こ
の
学

生
は
こ
う
い
う
得

手
不

得
手

が
あ

る
の
だ
ろ
う
，
と
自
分

な
り
に
想

像
し
，
そ
れ
に
合

わ
せ

て
対

応
を
考
え
て
き
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
，
目

立
っ
た
問

題
は
起

こ
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
も
の
の
，
そ
の
見

立
て
が
ど
の
程

度
学

生
自

身
に
当

て
は
ま
っ
て
い

た
の
か
，
疑

問
が
残

る
。
ま
た
，
問

題
が
起

こ
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
自

体
，
学

生
の
立

場
か
ら
の

評
価

は
わ
か
ら
な
い
。
す

べ
て
の
こ
と
を
直

接
問

う
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
現

実
的

で
は
な
く
，
ま
た
そ
の
必

要
も
な
い

か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
，
自

分
の
軸

や
価

値
基

準
で
判

断
せ

ず
に
，
直

接
問

い
か
け
る
こ
と
を
忘

れ
な
い
と
い
う

姿
勢

は
，
今

後
常

に
意

識
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

だ
と
感

じ
た
。
こ
れ
は
お

そ
ら
く
個

別
指

導
だ
け
で
な
く
，
集

団
を

相
手

に
し
た
授

業
に
も
当

て
は
ま
る
こ
と
だ
ろ
う
。

 

そ
し
て
最

後
に
，
他

者
の
評
価

を
受
け
る
こ
と
を
回

避
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
，
自

分
自

身
に
と
っ
て

は
最

も
大

き
な
課

題
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
れ

は
教

員
と
い
う
こ
と
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
い
の
だ
が
，
他

者
の

評
価

を
受

け
る
こ
と
，
他

者
の
前

で
失

敗
す

る
こ
と
，
人

と
比

べ
て
う
ま
く
で
き
な
い
こ
と
に
対

し
て
，
以

前
か
ら
と
て

も
強

い
抵

抗
と
嫌

悪
感

が
あ
る
。
何

を
す

る
に
も
負

け
戦

さ
は
せ

ず
，
特

に
自

信
が
な
い
と
き
に
は
極

力
他

者
か
ら

の
評

価
を
受

け
ず

に
済

む
よ
う
，
回

避
す
る
と
い
う
こ
と
を
繰

り
返

し
て
き
た
。
し
か
し
，
教

員
1
年

目
の
今
年

，
同

じ

研
究

分
野

に
所

属
す

る
教

員
が
合

同
で
実

施
す

る
ゼ
ミ
等

の
場

で
，
定

期
的

に
こ
の
「
他

者
の
評

価
を
受

け
，
さ

ら
に
比

較
さ
れ
る
」
と
い
う
状

況
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
授

業
後

に
学

生
が
教

員
同

士
を
比

較
し
，
評

価
し
て
い
る
様

子
を
目

に
す

る
こ
と
は
か
な
り
侵
襲

的
で
も
あ
り
，
極

力
評
価

を
耳
に
す
る
こ
と
は
避

け
る
よ
う
に
し
て
過

ご
し
て
き
た
。

そ
の
よ
う
な
中

N
F

P
で
も
，
マ
イ
ク
ロ
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
や

模
擬
授

業
，
バ
ー

ク
レ
ー

で
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
，
比

較

し
評

価
を
受

け
る
と
い
う
環

境
に
何

度
も
身

を
置

く
こ
と
と
な
っ
た
。

N
F

P
を
通

し
て
積

ん
だ
こ
れ
ら
の
経

験
は
，
授

業
場

面
と
は
対

照
的

に
，
自

分
に
と
っ
て
む

し
ろ
肯

定
的

な
体

験
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
理

由
の
ひ

と
つ

と
し
て
，

自
分

自
身
に
対

す
る
評

価
を
，
横

目
に
で
は
な
く
き
ち
ん
と
正
面

か
ら
受

け
取

る
環

境
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
よ
う
に
思

う
。
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
に
際

し
て
安

全
な
環

境
が
整

え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
は
思

う
が
，
不

意

に
評

価
を
受

け
る
の
で
は
な
く
，
そ
の
評

価
と
向

き
合

う
準

備
を
し
て
臨

ん
だ
こ
と
で
，
今

ま
で
と
は
異

な
る
受

け
止

め
方

が
で
き
た
よ
う
に
感

じ
て
い
る
。
同

時
に
，
こ
れ

ま
で
比

較
対

象
で
あ
っ
た
相

手
と
は
，
同

じ
あ
る
い
は
か
な
り

近
し
い
軸

で
比

較
，
評

価
さ
れ
て
い
た
の
に
対

し
，
今

回
評

価
の
場

を
共

有
し
た
同

期
が
，
一

直
線

上
の
勝

ち
負

け
と
い
う
概

念
を
超

え
た
，
全

く
こ
と
な
る
背

景
や

判
断

の
基

準
を
持

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
，
重

要
だ
っ
た
よ
う
に

思
う
。
そ
う
し
た
同

期
と
の
比

較
を
通

し
，
一

義
的

な
良

し
悪

し
で
は
な
い
，
個

性
と
い
う
観

点
か
ら
，
自

分
や

他
人

を
見
る
視
点

を
，
身

に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思

う
。

N
F

P
で
は
明

ら
か
に
背

景
の
異

な
る
同

期
が
集

ま
っ
た

こ
と
で
そ
の
視

点
が
見

出
し
や

す
く
な
っ
て
い
た
が
，
今

後
身

を
置

く
，
同

じ
分

野
の
中

で
の
比

較
で
あ
っ
て
も
，

お
そ
ら
く
同

じ
こ
と
が
言

え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ

は
決

し
て
「
こ
れ

が
自

分
の
や

り
方

だ
」
と
開

き
直

る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
，
自

分
自

身
の
得

手
不

得
手

を
理

解
し
，
そ
れ

ら
を
ふ

ま
え
た
課

題
を
明

確
に
す

る
と
い
う
役

割
を
担

っ
て
い
た
。

加
え
て
，
自

分
の
実

践
を
改

善
し
て
い
く
た
め
に
は
，
内

省
だ
け
で
は
不

十
分

で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
気

付
き
に
も

つ
な
が
っ
た
。
内

省
の
大

切
さ
は
リ
フ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ジ
ャ
ー

ナ
ル
を
通

し
て
痛

感
す

る
と
こ
ろ
で
は
あ
っ
た
が
，
こ
れ

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
元

来
自

分
自

身
が
得

意
と
す

る
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
，
内

省
だ
け
で
は
結

局
，
自

分
の
視

点

か
ら
し
か
評

価
し
振

り
返

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
上

述
の
視

点
の
違

い
に
も
通

じ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
，
他

者
の
評

価

と
自

己
評

価
が
ど
れ
ほ
ど
異

な
る
か
，
と
い
う
こ
と
を
体

感
し
，
自

分
以

外
の
視

点
で
の
評

価
を
受

け
る
こ
と
で
，
新
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7 

し
い
発

想
や

解
決

策
を
見

出
す

こ
と
が
で
き
る
可

能
性

が
広

が
る
こ
と
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
お

そ
ら
く
今

後
も
，

人
前

に
立

つ
事

や
，
評

価
を
受

け
る
こ
と
が
得

意
に
な
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
，

N
F

P
で
の
経

験
を
通

し
，

そ
の
重

要
性

を
再

認
識

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
，
今

ま
で
よ
り
も
，
逃

げ
ず

に
踏

み
と
ど
ま
る
姿

勢
に
つ

な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
る
。

 

2
.

教
員

個
人

の
立

場
か

ら
，

自
大

学
の

教
育

は
ど

う
あ

る
べ

き
か

レ
ポ
ー

ト
課
題

の
1
点
目

で
述
べ

た
こ
と
を
含

め
，

N
F

P
を
通

し
，
自
分

の
中

で
は
目

が
覚

め
る
よ
う
な
体
験

を

何
度

も
し
，
多

く
の
新

し
い
こ
と
を
自

分
な
り
に
発

見
し
た
よ
う
に
思

い
，
と
て
も
印

象
的

に
感

じ
て
い
た
。
し
か
し
，

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終

盤
に
差

し
掛

か
り
，

IS
T

U
の
動

画
を
見

直
し
た
際

，
そ
の
，
あ
た
か
も
自

力
で
発

見
し
た
か
の
よ

う
に
感

じ
て
い
た
気

付
き
の
多

く
が
，
説

明
会

等
で
す
で
に
先

生
方

や
O

B
か
ら
話

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
き
を
禁

じ
得

な
か
っ
た
。
当

時
も
，
そ
の
と
き
の
自

分
な
り
に
は
，
内

容
を
理

解
し
，
納

得
し
，
話

を
聞

い
て
い
た
は
ず

だ
っ

た
。
そ
れ
で
も
な
お

，
自

分
自
身

で
経

験
し
，
自

分
な
り
に
見

つ
け
な
お

す
こ
と
で
，
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
新

鮮
で
，
印

象
深

い
学

び
が
得

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
，

N
F

P
全

体
を
通

し
て
得

た
一

番
大

き
な
収

穫
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と

が
，
自

分
が
目
指

し
た
い
教
育

の
根

幹
を
成
す

も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
る
。

 

東
北

大
学

は
，
研

究
第

一
を
理

念
と
し
て
掲

げ
る
研

究
大

学
で
あ
る
。
そ
の
た
め
就

職
前

，
東

北
大

学
の
教

員

に
な
る
と
い
う
こ
と
は
，
研

究
者

を
育

成
す

る
こ
と
を
使

命
と
し
て
担

う
と
い
う
こ
と
だ
と
考

え
て
い
た
。
こ
の
時
点

で
研

究
者

の
育

成
と
は
，
研

究
そ
の
も
の
の
ス
キ
ル
を
高

め
る
，
質

の
高

い
研

究
指

導
環

境
を
整

え
る
と
い
っ
た
こ
と
の

み
を
想

定
し
て
い
た
。
し
か
し
，
実

際
に
就

職
し
て
み

る
と
，
研

究
職

を
目

指
し
て
博

士
に
進

学
す

る
学

生
は
修

士

学
生

の
2
割

に
も
満

た
な
か
っ
た
。
こ
の
環

境
を
前

に
，
研

究
大

学
の
教

員
と
し
て
の
役

割
を
考
え
直

さ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

 

そ
の
答
え
が
見

つ
か
ら
な
い
中
で
，

N
F

P
を
通
し
て
得

た
の
が
上
述

の
気

付
き
だ
っ
た
。
こ
の
経

験
を
経
て
，
研

究
者

の
育

成
と
い
う
こ
と
を
，
少

し
般

化
し
て
捉

え
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に
思

う
。
研

究
ス
キ
ル
の
も
っ
と
も
基

礎
的

な
部

分
を
成
す

の
は
，
自

分
で
考

え
る
力

，
自

分
で
見
つ

け
る
力

だ
と
考

え
る
。
授
業

や
ゼ
ミ
活

動
，
個

別
の
指
導

等
を
通

し
，
様

々
な
，
自

分
で
考

え
る
，
自
分

で
見

つ
け
る
と
い
う
体

験
を
重
ね

る
こ
と
を
通
し
て
，
今

回
N

FP
の
中

で
自

分
自

身
が
感

じ
た
よ
う
な
肯

定
的

な
感

覚
を
学

生
に
提

供
す

る
こ
と
が
で
き
れ

ば
，
多

様
な
進

路
を
選

択
す

る
学

生
に
も
対

応
し
な
が
ら
，
一

部
の
学

生
に
と
っ
て
研

究
の
面

白
さ
を
見

出
す
こ
と
に
も
つ

な
が
る
だ
ろ
う
。
自

力

で
気

付
か
せ

る
と
い
う
こ
と
は
，
一

見
放

任
の
よ
う
に
見

え
て
，
実

際
に
は
直

接
言

葉
で
教

え
る
こ
と
よ
り
も
は
る
か

に
難

し
い
。
そ
れ
は
こ
の

N
F

P
を
通

し
て
痛
感

し
た
こ
と
だ
っ
た
。
受

講
中
は
意

識
し
て
い
な
か
っ
た
が
，
後

か
ら

振
り
返

る
と
，
丁

寧
に
作

り
込

ま
れ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
，
気

付
き
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
導

か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
学

生
に
何

を
考

え
さ
せ

，
何

を
経

験
さ
せ

る
の
か
，
そ
し
て
そ
れ

を
す

る
目

的
は
何

か
と
い
う
こ
と
と
合

わ
せ

て
，
教

員
側

が
十

分
に
考

え
る
こ
と
で
初

め
て
，
学

生
が
学

生
自

身
で
学

ぶ
，
気

付
く
，
そ
の
た
め
の
場

を
整

え
，

サ
ポ
ー

ト
す

る
こ
と
が
可

能
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
，
そ
う
し
た
教

育
を
受

け
る
と
い
う
経

験
を
学

生
に
提

供
す

る

こ
と
は
，
広

い
意

味
で
の
研

究
者

育
成

，
教

育
を
も
担

え
る
大

学
教

員
を
育

成
す

る
と
い
う
，
こ
の
大

学
の
役

割
に

も
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
現

時
点

で
，
こ
の
大

学
の
教

員
と
し
て
，
自

分
が
目

指
し
た
い
教

育

だ
と
感

じ
て
い
る
。
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20
16

年
度

先
達

教
員
ア

ン
ケ
ー

ト
結
果

 

20
16

年
度
先
達

教
員
ア

ン
ケ
ー

ト
で
は

，
以
下

に
示
す

5
つ

の
カ
テ
ゴ

リ
か
ら

な
る
質

問
項
目

を
設
け

，
6
名

の
先
達

教
員

か
ら
の

回
答
を

得
た
。

Ⅰ
．

先
達

教
員
と

し
て
の

活
動
全

般
に
つ

い
て

Ⅱ
．

授
業

公
開
（

授
業
を

見
る
聞

く
学
ぶ

）
と
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ

ン
に
つ

い
て

Ⅲ
．

模
擬

授
業
に

お
け
る

コ
メ
ン

ト
の
フ

ィ
ー
ド

バ
ッ
ク

に
つ
い

て

Ⅳ
．

先
達

コ
ン
サ

ル
テ
ー

シ
ョ
ン

に
つ
い

て

Ⅴ
．

20
16

年
度

PF
FP

/N
FP

に
つ
い

て

Ⅰ
．
先

達
教
員

と
し
て

の
活
動

全
般
に

つ
い
て

全 く そ う 思 わ な い 

あ ま り そ う 思 わ な い 

あ る 程 度 そ う 思 う 

と て も そ う 思 う 

1.
前

年
度
と

比
較
し

て
，
よ

り
参
加

者
の
プ

ロ
フ
ィ

ー
ル
や

状
況
に

つ
い
て

情

報
提

供
が
な

さ
れ
た

と
感
じ

る
か
？

0
0

3
2

2．
 先

達
教

員
と

し
て
の

活
動
で

困
っ
た

こ
と

 


特

に
あ
り

ま
せ
ん


と

く
に
あ

り
ま
せ

ん
。


困

っ
た
こ

と
は
な

い
。


活

動
で
困

っ
た
こ

と
は
特

に
あ
り

ま
せ
ん

。
日
程

が
合
う

こ
と
が

少
な
く

、
貢
献

で
き
な

か
っ
た

こ
と
を

申
し

訳
な

く
思

い
ま
す

。


前

年
度
の

こ
と
を

知
ら
な

い
の
で

、
前
年

度
比
較

評
価
は

で
き
ま

せ
ん
。

困
っ
た

こ
と
な

ど
は
、

特
に
あ

り
ま

せ
ん

。


I 

th
in

k
 t

h
e 

de
m

an
ds

 o
n

 t
h

e 
te

ac
h

er
s'

 t
im

e 
h

as
 d

ec
re

as
ed

 o
ve

r 
th

e 
ye

ar
s,

 s
o 

I 
di

dn
't

 h
av

e 
an

y
pr

ob
le

m
s 

w
it

h
 t

h
e 

w
ay

 t
h

e 
pr

og
ra

m
 w

as
 r

u
n

 t
h

is
 y

ea
r.

3．
 先

達
教

員
と

し
て
の

活
動
の

た
め
に

，
ど
の

よ
う
な

支
援
が

あ
る
と

良
い
か

 


と

く
に
思

い
当
り

ま
せ
ん

。


現

在
と
同

様
で
問

題
あ
り

ま
せ
ん

。


現

状
の
経

済
的
な

支
援
だ

け
で
十

分
。


N

F
P
で

実
際
に

授
業

を
担
当

し
て
い

る
教
員

に
は
担

当
授
業

を
実
際

に
参
観

す
る
企

画
を
取

り
入
れ

て
も
よ

い
か

と
思

い
ま
す

。


ス

タ
ッ
フ

の
皆
さ

ん
と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

の
機
会

（
受
講

生
の
皆

さ
ん
の

経
時
的

な
様
子

や
変
化

を
報

告
し

て
も

ら
え
る

場
な
ど

）
→
時

々
メ
ー

ル
で
頂

い
て
い

た
と
思

い
ま
す

が
、
な

ん
と
な

く
メ
ー

ル
だ
と

実
感

が
持

て
な

い
の
で

…
。


I 

ca
n

't 
th

in
k 

of
 a

n
y 

ad
di

ti
on

al
 s

u
pp

or
t 

th
at

 I
 w

ou
ld

 n
ee

d 
as

 a
 f

ac
u

lt
y 

m
en

to
r 

fo
r 

th
e

pa
rt

ic
ip

an
ts

. E
v e

ry
th

in
g 

w
as

 w
el

l-
or

ga
n

iz
ed

 a
n

d 
w

el
l p

la
n

n
ed

 o
u

t.
 I

 h
av

e 
be

en
 d

oi
n

g 
th

is
 

fo
r 

a 
fe

w
 y

ea
rs

, s
o 

a 
n

ew
 f

ac
u

lt
y 

m
em

be
r 

m
ig

h
t 

h
av

e 
a 

di
ff

er
en

t 
op

in
io

n
. 

4.
次
年

度
の
プ

ロ
グ
ラ

ム
に
お

い
て
，

先
達
教

員
の
活

動
と
し

て
と
り

や
め
た

方
が
い

い
，
ま

た
は
，

新
た
に

取
り
入

れ
る

と
い
い

と
思
う

こ
と


特

に
無
し

。


イ

ン
フ
ォ

ー
マ
ル

な
対
話

の
場
（

ス
タ
ッ

フ
の
皆

さ
ん
＆

先
達
＆

受
講
生

）


す

で
に
か

な
り
充

実
し
て

い
る
企

画
と
思

い
ま
す

。


今

年
の
活

動
が
最

適
の
よ

う
に
思

い
ま
す

。


I 

th
in

k 
al

l o
f t

h
e 

ac
ti

vi
ti

es
 in

 2
01

6 
w

er
e 

im
po

rt
an

t 
fo

r 
m

en
to

r 
fa

cu
lt

y 
to

 b
e 

in
vo

lv
ed

 in
. I

w
is

h
 I

 c
ou

ld
 h

av
e 

be
en

 m
or

e 
in

vo
lv

ed
, a

ct
u

al
ly

, b
u

t 
du

e 
to

 o
th

er
 c

om
m

it
m

en
ts

, I
 c

ou
ld

 n
ot

pa
rt

ic
ip

at
e 

in
 t

h
e 

or
ie

n
ta

ti
on

 a
n

d 
th

e 
fi

n
al

 c
er

em
on

y.
 I

 c
an

't 
th

in
k 

of
 o

th
er

 a
re

as
 w

h
er

e 
th

e
m

en
to

r 
fa

cu
lt

y 
in

pu
t 

w
ou

ld
 b

e 
n

ee
de

d 
th

ou
gh

.

Ⅱ
．
授

業
公
開

（
授
業

を
見
る

聞
く
学

ぶ
）
と

デ
ィ
ス

カ
ッ
シ

ョ
ン
に

つ
い
て

1．
 授

業
公

開
と

デ
ィ
ス

カ
ッ
シ

ョ
ン
に

つ
い
て

，
改
善

す
べ
き

点
，
要

望
，
提

案
等

 


本

年
度
は

授
業
公

開
を
す

る
機
会

が
あ
り

ま
せ
ん

で
し
た

。


授

業
公
開

し
て
い

な
い
の

で
，
コ

メ
ン
ト

な
し
。


現

状
で
問

題
は
な

い
と
感

じ
て
い

ま
す
。


デ

ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ

ン
す
べ

き
テ
ー

マ
や
項

目
が
（

ゆ
る
く

で
い
い

の
で
）

事
前
に

あ
る
と

や
り
や

す
か
っ

た
か

な
と

感
じ

ま
し
た

。


授

業
の
進

度
や
学

生
の
状

況
等
に

よ
っ
て

は
、
公

開
に
し

な
い
方

が
い
い

場
合
も

あ
る
の

で
、
ど

の
授
業

を
公

開
に

す
る

か
、
実

際
に
そ

の
授
業

が
始
ま

っ
て
か

ら
決
め

ら
れ
る

と
あ
り

が
た
い

で
す
。


I 

be
li

ev
e 

cl
as

sr
oo

m
 o

bs
er

va
ti

on
 is

 a
 f

an
ta

st
ic

 w
ay

 fo
r 

st
u

de
n

ts
 t

o 
u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e 

cl
as

sr
oo

m
en

vi
ro

n
m

en
t 

an
d 

th
e 

is
su

es
 t

h
at

 n
ee

d 
to

 b
e 

de
al

t 
on

 t
h

e 
sp

ot
. I

t 
m

ig
h

t 
be

 h
el

pf
u

l t
o 

h
av

e 
a

sh
or

t 
m

ee
ti

n
g 

be
fo

re
 c

la
ss

ro
om

 o
bs

er
va

ti
on

s 
so

 t
h

at
 t

h
e 

te
ac

h
er

 c
an

 e
xp

la
in

 t
o 

th
e

ob
se

rv
er

s 
w

h
y 

th
ey

 h
av

e 
or

ga
n

iz
ed

 t
h

e 
cl

as
s 

th
e 

w
ay

 t
h

ey
 h

av
e.

 

Ⅲ
．
模

擬
授
業

に
お
け

る
コ
メ

ン
ト
の

フ
ィ
ー

ド
バ
ッ

ク
に
つ

い
て

1．
 模

擬
授

業
に

お
け
る

コ
メ
ン

ト
の
フ

ィ
ー
ド

バ
ッ
ク

に
つ
い

て
，
改

善
す
べ

き
点
，

要
望
，

提
案
等

 


特

に
あ
り

ま
せ
ん

。


模

擬
授
業

は
現
状

で
17

分
で
や

や
短
い

の
で
，

20
分
～

25
分

程
度
に
し

た
方
が

良
い
と

思
う
。


評

価
の
項

目
が
（

緩
い
も

の
で
い

い
の
で

）
あ
る

程
度
示

さ
れ
て

い
る
と

や
り
や

す
か
っ

た
か
な

と
感
じ

ま
し

た
。

自
由

記
述
だ

け
で
な

く
、
例

え
ば
、

声
の
大

き
さ
、

話
す
ス

ピ
ー
ド

、
資
料

・
ス
ラ

イ
ド
の

見
や
す

さ
、

話
の

流
れ

、
テ

ー
マ
の

お
も
し

ろ
さ
、
ア

ク
テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ
ン

グ
へ

の
工
夫

等
々
に

つ
い
て

、
5
点
な

い
し

7
点

尺
度
で

マ
ル
を

つ
け
る

な
ど
。


コ

メ
ン
ト

が
手
書

き
の
た

め
、
そ

れ
を
も

ら
っ
た

参
加
者

が
読
め

な
い
可

能
性
が

あ
る
と

思
い
ま

す
。
ノ

ー
ト

P
C
な

ど
を

用
意

し
て

お
い
て

、
コ
メ

ン
ト
を

入
力
す

る
よ
う

な
方
法

も
考
え

ら
れ
る

と
思
い

ま
す
。


T

h
e 

fe
ed

ba
ck

 s
ys

te
m

 in
 p

la
ce

 s
ee

m
s 

ap
pr

op
ri

at
e.

 G
iv

in
g 

th
e 

sp
ea

k
er

 a
 c

h
an

ce
 t

o
se

lf
-i

de
n

ti
fy

 t
h

ei
r 

ow
n

 w
ea

kn
es

s 
is

 a
 g

oo
d 

w
ay

 t
o 

le
ad

 in
to

 t
h

e 
ge

n
er

al
 c

om
m

en
ts

. 

190



Ⅳ
．
先

達
コ
ン

サ
ル
テ

ー
シ
ョ

ン
に
つ

い
て

全 く そ う 思 わ な い 

あ ま り そ う 思 わ な い 

あ る 程 度 そ う 思 う 

と て も そ う 思 う 

1.
先

達
コ
ン

サ
ル
テ

ー
シ
ョ

ン
時
に

配
布
し

た
参
加

者
の
プ

ロ
フ
ィ

ー
ル
を

掲

載
し

た
「
カ

ル
テ
」

は
役
立

っ
た
か

0
0

3
1

2．
 先

達
コ

ン
サ

ル
テ
ー

シ
ョ
ン

に
つ
い

て
，
改

善
す
べ

き
点
，

要
望
，

提
案
等

に
つ
い

て
お
教

え
く
だ

さ
い
。

 


と

く
に
思

い
当
り

ま
せ
ん

。


特

に
無
し

。


参

加
で
き

て
い
な

い
の
で

コ
メ
ン

ト
あ
り

ま
せ
ん

。


特

に
あ
り

ま
せ
ん

。
な
お

、
今
年

度
は
研

究
テ
ー

マ
と
授

業
担
当

内
容
と

の
兼
ね

合
い
、

あ
る
い

は
参
加

者
の

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク
マ

ー
ケ
ッ

ト
へ
の

就
職
懸

念
の
話

が
あ
り

、
各
個

人
の
状

況
に
沿

っ
た
コ

ン
サ
ル

が
必
要

と
も

感
じ

ま
し

た
。


I 

ca
n

't 
th

in
k 

of
 a

n
y.

 I
 t

h
in

k 
by

 e
xp

an
di

n
g 

th
e 

ti
m

e 
to

 3
0 

m
in

u
te

s 
bu

t 
ex

pl
ai

n
in

g 
th

at
fi

n
is

h
in

g 
ea

rl
y 

w
as

 f
in

e 
w

as
 a

 g
oo

d 
w

ay
 t

o 
de

al
 w

it
h

 t
h

e 
re

qu
es

t 
fr

om
 s

om
e 

pa
rt

ic
ip

an
ts

 f
or

m
or

e 
ti

m
e.

Ⅴ
．

20
16

年
度

PF
FP

/N
FP

に
つ

い
て

1．
 P

FF
P/

N
FP

の
プ

ロ
グ
ラ

ム
内
容

等
に
つ

い
て
，

良
か
っ

た
点
，

今
後
も

継
続
す

べ
き
点

を
お
教

え
く
だ

さ
い

 


基

本
的
に

充
実
し

た
内
容

で
あ
っ

た
と
思

い
ま
す

の
で
、

継
続
を

希
望
し

ま
す
。


お

お
む
ね

今
度
の

内
容
で

よ
い
の

で
は
な

い
か
と

感
じ
ま

し
た
。


プ

ロ
グ
ラ

ム
内
容

の
す
べ

て
を
把

握
し
て

い
る
わ

け
で
は

な
い
の

で
適
切

に
コ
メ

ン
ト
で

き
ま
せ

ん
が
、

授
業

参
観

、
模

擬
授
業

や
コ
ン

サ
ル
テ

ー
シ
ョ

ン
、
リ

フ
レ
ク

テ
ィ
ブ

ジ
ャ
ー

ナ
ル
な

ど
は
、

と
て
も

良
い
と

思
い

ま
す

。


年

々
改
善

が
行
わ

れ
て
お

り
、
大

変
充
実

し
た
プ

ロ
グ
ラ

ム
に
な

っ
て
い

る
と
思

い
ま
す

。
授
業

参
観
で

他
大

学
の

授
業

が
見
学

で
き
た

の
は
、

多
様
な

大
学
・

授
業
を

見
る
と

い
う
点

で
非
常

に
良
か

っ
た
と

思
う
の

で
、

今
後

も
継

続
す
べ

き
だ
と

思
い
ま

す
。


20

10
年

度
の
開

始
以
来

，
こ

の
プ
ロ

グ
ラ
ム

は
改
善
・
発

展
し

て
き

て
い
る

が
，
さ

ら
に

改
善
・
発

展
が

進
む

と
P

F
F

P
/N

F
P
を
実

施
す
る
人

達
の
手

間
も
増

加
す
る

こ
と
が

懸
念
さ

れ
る
．


I 

th
in

k 
it

 is
 a

ll
 g

oo
d 

an
d 

u
se

fu
l a

n
d 

th
at

 it
 s

h
ou

ld
 b

e 
co

n
ti

n
u

ed
. T

h
er

e 
is

 a
 lo

t 
of

 v
al

u
e 

in
gi

vi
n

g 
th

e 
pa

rt
ic

ip
an

ts
 v

ar
io

u
s 

pe
rs

pe
ct

iv
es

 o
f 

te
ac

h
in

g 
an

d 
al

lo
w

in
g 

th
em

 t
o 

tr
y 

w
h

at
 t

h
ey

h
av

e 
le

ar
n

ed
 t

h
ro

u
gh

 m
ic

ro
 t

ea
ch

in
g.

 I
 a

m
 n

ot
 s

u
re

 if
 t

h
e 

pa
rt

ic
ip

an
ts

 a
re

 m
ad

e 
aw

ar
e 

of
ot

h
er

 w
or

ks
h

op
s 

or
 s

em
in

ar
s 

th
at

 a
re

n
't 

pa
rt

 o
f 

th
e 

N
F

P
/P

F
F

P
 c

u
rr

ic
u

lu
m

 t
h

at
 t

h
ey

 m
ig

h
t

be
 in

te
re

st
ed

 in
 a

tt
en

di
n

g.
 I

f 
n

ot
, t

h
at

 m
ig

h
t 

be
 a

 g
oo

d 
id

ea
. H

ow
ev

er
, I

 im
ag

in
e 

th
e

pa
rt

ic
ip

an
ts

 h
av

e 
ti

m
e 

li
m

it
s,

 t
oo

.

2．
 P

FF
P/

N
FP

の
プ

ロ
グ
ラ

ム
内
容

等
に
つ

い
て
，

改
善
す

べ
き
点

，
要
望

，
提
案

等
を
お

教
え
く

だ
さ
い

。
 


と

く
に
思

い
当
り

ま
せ
ん

。


「

先
達
」

の
立
場

か
ら
は

、
実
は

も
う
少

し
色
々

と
関
わ

り
た
か

っ
た
と

感
じ
て

い
ま
す

。
こ
ち

ら
の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
が

合
わ
な

か
っ
た

部
分
も

あ
り
ま

す
が
、

何
か
イ

ベ
ン
ト

が
あ
る

当
日
だ

け
の
関

わ
り
だ

け
で
し

た
の

で
、

本
当

は
準
備

段
階
や

途
中
経

過
に
お

い
て
も

、
も
っ

と
ス
タ

ッ
フ
の

皆
さ
ん

と
、
苦

労
や
課

題
な
ど

も
共

有
で

き
れ

ば
、
も

っ
と
「

一
緒
に

や
り
終

え
た
」

感
が
持

て
た
か

も
し
れ

ま
せ
ん

。
と
は

い
え
、

実
際
問

題
、

（
私

個
人

で
は
な

く
先
達

教
員
の

先
生
方

全
体
と

し
て
）

ど
れ
く

ら
い
こ

の
プ
ロ

グ
ラ
ム

の
た
め

の
時
間

が
割

け
る

の
か

は
難
し

い
と
こ

ろ
だ
と

も
思
い

ま
す
。


特

に
あ
り

ま
せ
ん

が
、
上

述
の

と
お
り

、
N

F
P
参

加
者

の
担

当
授

業
参
観

も
よ
い

の
で
は

な
い
か

と
思
い

ま
す
。
 


講

義
（
特

に
全
学

対
象
の

も
の
）

を
想
定

し
た
プ

ロ
グ
ラ

ム
が
多

い
の
で

す
が
、

実
際
に

自
分
が

授
業
す

る
と

き
に

困
っ

た
の
は

演
習
の

方
な
の

で
、
い

わ
ゆ
る

「
ゼ
ミ

」
を
ど

の
よ
う

に
作
っ

て
い
く

か
や
、

卒
論
指

導
を

想
定

し
た

プ
ロ
グ

ラ
ム
が

あ
る
と

な
お
よ

い
か
と

思
い
ま

す
。
学

問
分
野

に
よ
っ

て
異
な

り
す
ぎ

て
難
し

い
側

面
も

あ
る

か
と
思

い
ま
す

が
、
文

系
／
理

系
で
分

け
て
ほ

か
の
受

講
生
と

意
見
交

換
す
る

な
ど
で

も
役
立

つ
側

面
は

あ
る

か
と
思

い
ま
す

。


シ

ョ
ー
ト

コ
ー
ス

の
設
置

が
理
由

な
の
か

も
知
れ

な
い
が

，
フ
ル

コ
ー
ス

へ
の
参

加
者
が

減
少
傾

向
に
あ

る
と

思
う

．
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
充

実
と
受

講
生
の

負
担
は

T
ra

de
 o

ff
の

関
係

に
あ
る

と
思
う

の
で
，
多

く
の

人
に
参

加

し
て

も
ら

え
る
妥

協
点
を

探
る
必

要
が
あ

る
か
も

．
（
名

案
は

あ
り
ま

せ
ん
）
．


I 

do
n

't 
th

in
k 

I 
ca

n
 a

n
sw

er
 t

h
is

 w
el

l s
in

ce
 m

os
t 

of
 t

h
e 

co
n

te
n

ts
 a

re
 in

 J
ap

an
es

e 
an

d 
m

y
Ja

pa
n

es
e 

is
 li

m
it

ed
, a

t 
be

st
.

3．
 P

FF
P/

N
FP

の
プ

ロ
グ
ラ

ム
内
容

等
に
つ

い
て
，
上

記
以

外
に
ご

意
見
，
ご
感

想
等
が

あ
れ
ば

ご
自
由

に
お
書

き
く
だ

さ
い

。


特

に
あ
り

ま
せ
ん

。


「

先
達
」

を
さ
せ

て
い
た

だ
き
ま

し
た
が

、
そ
の

中
で
も

ベ
テ
ラ

ン
の
先

生
方
か

ら
、
私

の
よ
う

に
若
輩

者
ま

で
い

る
の

で
、
な

ん
と

な
く
「
先

達
」
と

い
う

肩
書
が

重
か
っ

た
で
す
（

苦
笑
）
。
若
輩

者
で

あ
る

私
と
し

て
は
、

受
講

生
の

皆
さ
ん

と
そ
れ

ほ
ど
立

場
が
変

わ
ら
な

く
も
あ

り
。
受

講
生

の
皆
さ

ん
も
先

達
教
員

も
一
緒

に
、「

大

学
の

授
業

と
は
ど

う
あ
る

べ
き
か

」
、
「
ど

ん
な
授

業
の
可

能
性
が

あ
る
の

か
」
な

ど
に
つ

い
て
、

コ
ー
ヒ

ー
飲

み
な

が
ら

ワ
イ
ワ

イ
楽
し

く
ブ
レ

ス
ト
で

き
る
よ

う
な
ワ

ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

が
あ
っ

て
も
い

い
か
な

と
思
い

ま
し

た
。


今

年
度
は

、
フ
ル

コ
ー
ス

の
参
加

者
を
十

分
に
把

握
で
き

た
気
が

し
ま
す

。
個
性

的
だ
っ

た
こ
と

も
あ
り

ま
す

が
、

人
数

が
ち
ょ

う
ど
よ

か
っ
た

の
か
も

し
れ
ま

せ
ん
。

シ
ョ
ー

ト
コ
ー

ス
は
、

人
数
も

多
か
っ

た
こ
と

も
あ

り
、

や
は

り
参
加

者
を
覚

え
き
れ

ま
せ
ん

で
し
た

。
た
く

さ
ん
の

人
に
、

何
ら
か

の
形
で

も
参
加

し
て
も

ら
う

こ
と

が
大

事
だ
と

思
い
ま

す
の
で

、
そ
れ

は
そ
れ

で
よ
い

の
か
も

し
れ
ま

せ
ん
。


大

学
全
体

の
教
員

数
を
考

え
る
と

理
系
の

方
が
多

い
筈
だ

が
，
受

講
生
は

文
系
に

比
べ
て

理
系
が

少
な
い

の
が

気
に

な
る

．
理
系

の
部
局

へ
の
宣

伝
が
必

要
か
も

。


I 

th
in

k 
th

e 
m

en
to

r 
co

n
su

lt
at

io
n

s 
ar

e 
an

 im
po

rt
an

t 
as

pe
ct

 fo
r 

th
e 

st
u

de
n

ts
, w

h
ic

h
 c

an
 b

e
se

en
 fr

om
 t

h
ei

r 
re

qu
es

t 
to

 e
xp

an
d 

th
e 

ti
m

e 
fo

r 
th

es
e 

in
te

rv
ie

w
s.

 I
f 

so
m

e 
of

 t
h

e 
fa

cu
lt

y 
do

n
't

se
e 

th
e 

va
lu

e 
m

ay
be

 o
th

er
 f

ac
u

lt
y 

co
u

ld
 jo

in
 in

 t
h

ei
r 

pl
ac

e.
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20
16

年
度

JF
P
シ

ョ
ー
ト

コ
ー

ス
ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
 

20
16

年
度

JF
P

 シ
ョ
ー

ト
コ
ー

ス
ア
ン

ケ
ー
ト

で
は
，
以
下

に
示
す

5
つ

の
カ
テ

ゴ
リ
か

ら
な
る

質
問
項

目
を
設

け
，

参
加

者
か
ら

の
回
答

を
得
た

。
回
答

者
は

21
名

で
あ
っ
た

。
 

Ⅰ
．

各
種

セ
ミ
ナ

ー
に
つ

い
て

Ⅱ
．

リ
フ

レ
ク
テ

ィ
ブ
ジ

ャ
ー
ナ

ル
に
つ

い
て

Ⅲ
．

動
画

配
信
の

利
用
に

つ
い
て

Ⅳ
．

プ
ロ

グ
ラ
ム

参
加
に

お
け
る

情
報
提

供
に
つ

い
て

Ⅴ
．

シ
ョ

ー
ト
コ

ー
ス
を

選
択
し

た
理
由

に
つ
い

て

Ⅵ
．

プ
ロ

グ
ラ
ム

の
運
営

に
つ
い

て

Ⅶ
．

プ
ロ

グ
ラ
ム

受
講
の

効
果
に

つ
い
て

Ⅰ
．

各
種
セ

ミ
ナ
ー

に
つ
い

て

1．
 以

下
に

示
す

達
成
目

標
に
対

し
て
，
そ
れ

ぞ
れ
の

セ
ミ
ナ

ー
は
ど

の
程
度

有
益

で
あ

っ
た
か

に
つ
い

て
4
件
法
（

1.
 全

く
有

益
で
は

な
か
っ

た
～

4.
 と

て
も

有
益
だ

っ
た
）

で
評
価

を
求
め

た
。

 

【
JF

P
の
達
成

目
標
】

 
〔

目
的

1〕
生
涯

に
わ

た
り
専

門
性
を

高
め
る

た
め
に

，
効
果

的
な
省

察
が
で

き
る
よ

う
に
な

る
 

〔
目
的

2〕
大
学

教
員

の
役
割

，
仕
事

を
理
解

し
，
展

望
を
持

っ
て
キ

ャ
リ
ア

を
設
計

で
き
る

 
〔

目
的

3〕
教
育

活
動
に

関
す
る

基
礎
的

知
識
を

身
に
つ

け
，
自
分

な
り
の

言
葉
で

教
育
観

を
語
れ

る
よ
う

に
な
る

 
〔

目
的

4〕
異
分

野
の

研
究
や

教
育
文

化
を
知

る
 

以
下

に
各

種
セ
ミ

ナ
ー
に

対
す
る

参
加
者

か
ら
の

評
価
結

果
を
示

す
。
図

中
の
数

値
は
全

体
の
平

均
値
で

あ
る
。

（
A
）

オ
リ

エ
ン
テ

ー
シ
ョ

ン

「
大

学
教
員

の
役
割

…
」
「
比
較

の
目
を

育
て
る

」
（

B）
「
授

業
デ
ザ

イ
ン
と

シ
ラ
バ

ス
作
成

」
 

3.
43

3.
62

3.
38

 

3.
86
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目
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52
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52

3.
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3.
52

1234〔
目
的
1〕

〔
目
的
2〕

〔
目
的
3〕

〔
目
的
4〕

C
）
「
授

業
づ
く
り

：
準
備

と
運
営

」
D
）
「『

本
当
の
か

し
こ

さ
』
と

は
何
か

」
 

E）
「
授

業
を
見

る
聞
く

学
ぶ
」

授
業
参

観
F）

全
平

均

2．
 各

セ
ッ

シ
ョ

ン
へ
の

意
見
，

要
望
，

提
案
は

以
下
の

通
り
で

あ
る
。


シ

ョ
ー

ト
コ
ー

ス
に
お

い
て
も

，
先
達

教
員
と

の
個
別

面
談
の

時
間
が

設
け
ら

れ
る
と

良
か
っ

た
。


「

理
解

」
の

プ
ロ
セ

ス
や
シ

ラ
バ
ス

の
書
き

方
な
ど

自
分
が

知
ら
な

か
っ
た

こ
と
が

多
く
大

変
た
め

に
な
り

ま
し

た
．
ま

た
自
分

と
は
異

な
る
専

門
の
先

生
方
の

授
業
を

拝
聴
で

き
た
の

は
大
変

良
い
機

会
に
な

り
ま
し

た
．


色

ん
な

分
野
先

生
方
の

お
話
を

聞
い
た

り
，
他

の
先
生

方
の
お

話
す
る

機
会
が

普
段
あ

ま
り
な

い
の
で

，
今

回
の

プ
ロ
グ

ラ
ム
は

非
常
に

自
分
自

身
に
と

っ
て
良

い
機
会

だ
っ
た

。
こ

の
機
会

を
い
か

に
自
分

の
現
状

や
今
後

に
つ

な
げ
て

い
く
か

は
，
自

分
次
第

で
あ
る

と
も
改

め
て
思

っ
た
。


他

分
野

の
教
育
・
指

導
の

実
情
が

学
べ
た

こ
と
は

と
て
も

貴
重
な

体
験
で

し
た
。
ま

た
，
各

セ
ミ
ナ

ー
と
も

講
師

と
参
加

者
と
の

間
で
意

見
交
換

や
質
疑

等
が
積

極
的
に

行
う
こ

と
が
で

き
る
環

境
で
あ

っ
た
こ

と
も
大

変
有
意

義
で
し

た
。
授
業

参
観
の

内
容
や

質
と
も

に
非
常

に
充
実

し
て
お

り
，
授
業

評
価
が

高
い
こ

と
も
あ

り
，
ど

の
先

生
も
分

か
り
や

す
く
大

変
工
夫

し
た
授

業
で
あ

っ
た
こ

と
が
印

象
的
で

し
た
。
セ

ミ
ナ

ー
に
つ

い
て
，
内
容

の
ベ

ー
ス
が

文
系
で

あ
っ
た

こ
と

も
あ

り
専

門
用

語
や

授
業

の
構

成
な

ど
で

一
部

つ
い

て
い

け
な

い
こ

と
が

あ
っ

た
。

セ
ミ
ナ

ー
前
に

内
容
の

把
握
を

把
握
で

き
る
よ

う
な
資

料
や
当

日
で
も

良
い
の

で
専
門

用
語
リ

ス
ト
な

ど
が
あ

る
と
授

業
の
際

に
あ
り

が
た
い

と
感
じ

た
。
ま

た
，
セ

ミ
ナ

ー
が

固
定
で

あ
っ
た

の
で
上

記
の
よ

う
に
難

し
い
内

容
も
あ

り
，
可

能
で
あ

れ
ば
選

択
制
で

あ
る
と

自
分
に

特
に
必

要
な
内

容
が
受

講
出
来

て
良
い

よ
う
に

思
う
。

20
16

年
12

月
9
日

の
「
コ

ー
チ
ン

グ
技
能

を
活
用

し
た
院

生
指
導

」
で
講

師
の
方

と
の

相
性

が
悪

い
せ

い
か

，

3.
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3.
52

3.
57

3.
52
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〔
目
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〔
目
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〔
目
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3.
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質
疑
応

答
の
際

の
対
応

が
不
快

に
思
っ

た
。
気

を
付
け

て
ほ
し

い
。
 


教

育
に

関
す
る

制
度
や

理
論
な

ど
，
学

生
の

時
に
は

知
る
こ

と
が
で

き
な
か

っ
た
知

識
が
得

ら
れ
て

有
益
で

し
た
。

ま
た
，

授
業
参

観
で
は

，
自
分

が
学
生

で
あ
っ

た
時
と

の
変
化

（
IT

機
器

の
普

及
な

ど
）

へ
の
対

応
と
そ

れ
ら

の
活
用

な
ど
を

見
せ
て

い
た
だ

け
た
ほ

か
，
よ

い
授
業

に
は
，
専
門

外
の
学

生
も
非

常
に
熱

心
に
取

り
組
ん

で
い

る
の
を

目
の
当

た
り
に

し
，
そ

の
よ
う

に
で
き

る
工
夫

な
ど
，

考
え
さ

せ
ら
れ

ま
し
た

。


シ

ョ
ー

ト
コ
ー

ス
で
は

あ
り
ま

し
た
が

，
ど

の
セ

ミ
ナ
ー

も
大
変

参
考
に

な
り
ま

し
た
。
特

に
授
業

参
観
と

，
担

当
の
先

生
に
直

接
お
話

し
を
伺

う
機
会

が
得
ら

れ
た
こ

と
は
，
そ

の
後

の
授
業

の
設
計

に
大
き

く
影
響

し
，
以

前

よ
り
少

し
は
効

果
的
に

内
容
を

伝
え
る

こ
と
が

で
き
た

の
で
は

な
い
か

と
思
い

ま
す
。


各

種
セ

ミ
ナ
ー

は
，「

本
当

の
か
し

こ
さ
と

は
何
か

」
以

外
は

，
参

考
に

な
る
も

の
ば
か

り
だ
っ

た
。
逆

に
，「

本

当
の
か

し
こ
さ

と
は
何

か
」
も
反

面
教
師

と
い
う

意
味
で

は
参
考

に
な
っ

た
と
も

言
え
る

。
ま

た
，
シ

ョ
ー

ト
プ

ロ
グ
ラ

ム
に
お

い
て
は

，
必
修

で
な
い

セ
ミ
ナ

ー
も
案

内
し
て

い
た
だ

い
た
の

は
あ
り

が
た
か

っ
た
が

，
必

修
で

な
い
と

ど
う
し

て
も
敬

遠
し
が

ち
に
な

る
の
で

，
1
1
月

，
1
2
月

に
も

1
回

ず
つ
く

ら
い

，
必
修

セ
ミ
ナ

ー
を
入

れ
て
も

ら
い
た

い
と
思

っ
た
。

 


今

回
の

コ
ー
ス

に
参
加

さ
せ
て

い
た
だ

き
，
非

常
に
良

い
勉
強

に
な
り

ま
し
た

。
改

め
て
コ

ー
ス
運

営
の
皆

様
に

感
謝
の

意
を
申

し
上
げ

た
い
と

思
い
ま

す
。


一

度
だ

け
，
ち
ん

ぷ
ん
か

ん
ぷ
ん

な
講
習

が
あ
り

ま
し
た

。
し

か
し

，
有
益

と
は
思

え
な
い

講
習
が

一
度
し

か
な

か
っ
た

と
い
う

の
は
，
こ

の
プ
ロ

グ
ラ
ム

の
質
の

高
さ
を

示
し
て

い
る
と

思
い
ま

す
。
今

後
，
同
僚

等
に
勧

め
ま

す
。
あ

り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
し

た
。

Ⅱ
．

リ
フ
レ

ク
テ
ィ

ブ
・
ジ

ャ
ー
ナ

ル
に
つ

い
て

1．
リ
フ

レ
ク
テ

ィ
ブ
ジ

ャ
ー
ナ

ル
の
執

筆
に
つ

い
て
の

感
想
に

つ
い
て

4
件
法
（

1.
 全

く
そ

う
思

わ
な
い

～
4.

 と
て

も

そ
う

思
う
）

で
評
価

を
求
め

た
。

全 く そ う 思 わ な い

あ ま り そ う 思 わ な い 

あ る 程 度 そ う 思 う 

と て も そ う 思 う 

(1
)
ジ

ャ
ー
ナ

ル
の
執

筆
方
法

に
つ
い

て
十
分

な
説
明

・
支
援

を
受
け

た
0 

1 
10

 
10

 

(2
)
ジ

ャ
ー
ナ

ル
の
執

筆
が
学

習
内
容

の
整
理

・
記
録

に
役
立

っ
た

0 
0 

4 
17

 

(3
)
ジ

ャ
ー
ナ

ル
の
執

筆
は
自

身
の
思

考
を
深

め
る
の

に
役
立

っ
た

0 
1 

4 
16

 

(4
)
ジ

ャ
ー
ナ

ル
の
執

筆
に
よ

り
新
た

な
気
づ

き
が
得

ら
れ
た

0 
1 

8 
12

 

(5
)
ジ

ャ
ー
ナ

ル
の
執

筆
は
達

成
目
標

へ
の
到

達
に
対

し
て
有

益
だ
っ

た
0 

0 
8 

13
 

(6
)
ジ

ャ
ー
ナ

ル
に
何

を
書
い

た
ら
よ

い
の
か

わ
か
ら

な
い
こ

と
が
あ

っ
た

3 
13

 
4 

1 

(7
)
ジ

ャ
ー
ナ

ル
の
提

出
締
め

切
り
は

適
切
だ

っ
た

0 
1 

11
 

9 

(8
)
ジ
ャ

ー
ナ

ル
の
執

筆
に

取
組
む

こ
と

で
リ
フ

レ
ク

シ
ョ
ン

の
や

り
方
が

身
に

つ
い
た

0 
1 

12
 

8 

(9
)
ジ
ャ

ー
ナ

ル
の
執

筆
は

こ
の
プ

ロ
グ

ラ
ム
に

必
要

だ
と
思

っ
た

0 
0 

5 
16

 

2．
プ
ロ

グ
ラ
ム

全
体
を

通
し
て

，
自
分

の
リ
フ

レ
ク
シ

ョ
ン
が

深
ま
る

き
っ
か

け
に
な

っ
た
出

来
事
に

つ
い
て

。


リ

フ
レ

ク
シ
ョ

ン
を

書
く

ご
と

に
，
振
り

返
る

と
い
う

行
為

に
慣
れ

て
き

た
よ

う
な

気
が
し
ま

す
。

ま
た

，

こ
ん

な
振

り
返

り
で

い
い

の
だ

ろ
う
か
・

・
・

と
，
リ

フ
レ

ク
シ
ョ

ン
に

対
し

て
少

し
不
安
も

あ
っ

た
の

で

す
が

，
コ

メ
ン

ト
を
い

た
だ

く
こ
と

で
，

安
心
で

き
モ

チ
ベ
ー

シ
ョ

ン
も
上

が
っ

た
よ
う

に
思

い
ま
す

。


リ

フ
レ

ク
シ
ョ

ン
に

つ
い

て
ビ

デ
オ
講
習

を
観

て
そ
の

重
要

性
を
分

か
っ

た
．

そ
の

後
の
講
演

な
ど

も
意

識

し
な

が
ら

参
加

で
き
た

．


授

業
見

学
を
さ

せ
て

も
ら

っ
た

あ
と
，
こ

れ
ま

で
の
経

験
と

照
ら
し

合
わ

せ
て

リ
フ

レ
ク
テ
ィ

ブ
ジ

ャ
ー

ナ

ル
を

書
い

た
こ

と
で

，
こ

れ
ま

で
自
分
が

選
択

し
て
き

た
方

法
と
は

違
う

取
り

組
み

の
良
さ
に

気
が

つ
い

た

こ
と

，
機

会
が

あ
れ

ば
取

り
入

れ
て
み
た

い
，

と
思
っ

た
こ

と
。
こ

れ
が

き
っ

か
け

で
，
こ
れ

ま
で

以
上

に

そ
の

と
き

の
プ

ロ
グ
ラ

ム
で

考
え
た

事
と

，
こ

れ
ま
で

の
振
り
返

り
を

関
連
付

け
て

考
え
る

よ
う

に
な
っ

た
。 


初

回
以

外
は
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

を
書
く
こ

と
を

前
提
と

し
て

セ
ミ
ナ

ー
を

受
け

た
た

め
，
授
業

内
容

に
つ

い

て
ど

の
よ

う
に

ま
と

め
る

か
を

現
在
進
行

形
で

受
講
し

な
が

ら
検
討

で
き

た
こ

と
は

思
考
を
深

め
る

良
い

き

っ
か

け
に

な
っ

た
。

ま
た

，
そ

の
時
に
分

か
ら

な
か
っ

た
課

題
や
問

題
な

ど
を

後
日

改
め
て
文

章
に

書
い

て

再
考

す
る

と
当

日
気
が

付
か

な
か
っ

た
点

や
解
決

方
法

な
ど
新

た
な

視
点
に

気
づ

く
こ
と

が
で

き
た
。


セ

ミ
ナ

ー
の
中

で
教

育
心

理
学

に
関
す
る

参
考

図
書
の

紹
介

が
あ
り

，
興

味
を

持
っ

た
の
で
あ

と
で

図
書

館

で
本

を
借

り
て

読
み

ま
し

た
。

セ
ミ
ナ
ー

の
内

容
の
理

解
が

深
ま
っ

た
こ

と
は

も
ち

ろ
ん
，
も

っ
と

詳
し

く

知
り

た
い

と
い

う
学

習
意

欲
が

高
ま
り
ま

し
た

。
先
達

の
先

生
方
が

若
手

の
頃

に
読

ん
で
参
考

に
な

っ
た

図

書
や

資
料

な
ど

，
差
し

支
え

な
い
範

囲
で

ぜ
ひ
教

え
て

い
た
だ

き
た

い
と
思

い
ま

し
た
。


リ

フ
レ

ク
テ
ィ

ブ
ジ

ャ
ー

ナ
ル

の
課
題
が

あ
る

こ
と
に

よ
っ

て
，
セ

ミ
ナ

ー
や

授
業

参
観
以
外

で
も

，
教

育

に
関

す
る

諸
問

題
に
関

心
を

持
ち
，

関
連

付
け
て

考
え

る
習
慣

が
つ

い
た
と

思
い

ま
す
。


学

生
の
グ

ル
ー

プ
・
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ

ン
に

参
加
さ

せ
て

い
た
だ

い
た

こ
と
が

最
も

印
象
に

残
っ

て
い
ま

す
。

学
生

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
学

習
の
効
果

を
ポ

ジ
テ
ィ

ブ
，

ネ
ガ
テ

ィ
ブ

両
方

向
で

垣
間
見
る

こ
と

が
で

き

ま
し

た
。


ま

ず
，
初
め

の
リ
フ
レ

ク
テ

ィ
ブ
・
ジ
ャ

ー
ナ
ル

ガ
イ

ド
や

I
S
T
U
の

動
画
を

通
じ

て
の
リ

フ
レ

ク
シ
ョ

ン
に

関
す

る
講

義
が

，
自

分
が

ど
う

す
れ
ば
よ

い
か

を
導
く

重
要

な
役
割

を
果

た
し

て
く

れ
た
と
思

う
。

動
画

で

の
一

方
通

行
の

講
義

で
も

，
興

味
を
も
っ

て
聞

く
こ
と

が
で

き
，
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。
さ
ら

に
，

毎
回

，

ジ
ャ

ー
ナ

ル
を

提
出

す
る

と
，

担
当
の
先

生
方

が
コ
メ

ン
ト

を
返
し

て
く

だ
さ

っ
た

。
自
信
が

な
い

文
章

や

否
定

的
な

文
章

に
つ

い
て

も
，

価
値
づ
け

て
返

信
し
て

く
だ

さ
る
こ

と
で

，
そ

う
い

う
見
方
も

あ
る

の
か

と

思
う

こ
と

が
で

き
た
。


こ

れ
ま

で
考
え

も
し

な
か

っ
た

考
え
方
に

接
し

た
と
き

に
は

深
ま
っ

た
と

思
い

ま
す

。
ま
た
，

講
師

の
先

生

が
紹

介
し

た
も

の
ご

と
に

対
し

て
，
敢
え

て
批

判
的
に

考
察

す
る
こ

と
も

考
え

を
深

め
る
こ
と

に
つ

な
が

っ

た
か

も
し

れ
ま

せ
ん
。


異

分
野
授

業
参

観
で
改

め
て

講
義
の

デ
ザ

イ
ン
，
授
業
の

手
法
に

つ
い

て
考
え

さ
せ

る
こ
と

が
で

き
ま
し

た
。 

3．
リ
フ

レ
ク
テ

ィ
ブ
ジ

ャ
ー
ナ

ル
つ
い

て
の
意

見
，
要

望
，
提

案
は

以
下

の
通
り

で
あ
る

。
 


コ

メ
ン
ト

を
す

る
方
の

苦
労

を
思
う

と
泣

け
て
く

る
。


毎

回
，

コ
メ
ン

ト
を

頂
け

た
こ

と
は
大
変

有
難

か
っ
た

。
欲

を
言
え

ば
，

リ
フ

レ
ク

シ
ョ
ン
の

実
践

を
個

別

の
も

の
と

し
て

だ
け

で
終

え
る

の
で
は
な

く
，

他
の
受

講
生

や
ス
タ

ッ
フ

の
方

々
と

も
さ
ら
に

共
有

し
，

深
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め
ら

れ
る

と
良

か
っ
た

。
 


一

回
目

の
講
義

の
時

か
ら

リ
フ

レ
ク
シ
ョ

ン
に

関
す
る

ビ
デ

オ
を
観

て
お

き
た

か
っ

た
．
観
て

い
た

ら
も

っ

と
違

っ
た

姿
勢

で
臨
め

た
と

思
う
．


た

だ
参

加
す
る

だ
け

で
は

忘
れ

て
し
ま
う

こ
と

も
多
く

あ
り

そ
う
だ

が
，

リ
フ

レ
ク

テ
ィ
ブ
ジ

ャ
ー

ナ
ル

を

書
く

こ
と

で
，

こ
れ

ま
で

の
自

分
の
経
験

と
関

連
付
け

て
考

え
る
こ

と
が

で
き

た
と

思
う
。
ど

ん
な

こ
と

を

考
え

，
ど

う
し

よ
う

と
思

っ
た

の
か
に
つ

い
て

も
い
い

記
録

に
な
っ

た
と

思
う

。
毎

回
コ
メ
ン

ト
を

頂
い

て

い
た

の
で

，
し

っ
か
り

書
か

な
い
と

！
と

思
っ
て

い
た

。


期

日
に

つ
い
て

，
も

う
少

し
締

め
切
り
ま

で
の

日
時
が

長
い

と
大
変

助
か

る
。

3
日

は
少
し
短

く
感

じ
た

。

ま
た

，
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

・
ジ

ャ
ー
ナ
ル

を
書

か
な
く

て
も

，
気
に

な
る

内
容

や
未

解
決
の
問

題
な

ど
は

熟

考
す

る
と

思
う

の
で

，
解

決
方

法
や
新
た

な
視

点
な
ど

は
ジ

ャ
ー
ナ

ル
作

成
で

気
づ

か
さ
れ
た

こ
と

も
あ

る

が
，

そ
こ

ま
で

劇
的
に

思
考

が
深
ま

る
方

法
で
も

な
い

よ
う
に

思
う

。


ジ

ャ
ー

ナ
ル
を

提
出

す
る

と
担

当
の
方
が

毎
回

丁
寧
な

コ
メ

ン
ト
を

く
だ

さ
る

の
が

，
単
に
事

務
的

に
受

け

取
る

の
で

は
な

く
あ
た

た
か

み
が
あ

っ
て

，
と
て

も
嬉

し
か
っ

た
で

す
。
あ

り
が

と
う
ご

ざ
い

ま
し
た

。


最

初
に
冊

子
や

IS
T
U
を
通

じ
て
，
目

的
や

書
き

方
を
わ

か
り

や
す
く

説
明

し
て
い

た
だ

き
，
助

け
に
な

り
ま

し
た

。


場

合
に

よ
っ
て

は
あ

ま
り

書
く

こ
と
が
思

い
つ

か
な
い

時
も

あ
り
ま

し
た

が
，

無
理

に
で
も
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

身
に

付
く

こ
と
も
あ

る
の

で
効
果

が
あ

る
の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま
す
。

他
の

方
が

ど

う
受

け
取

ら
れ

た
の
か

を
知

る
機
会

が
あ

る
と
よ

り
効

果
が
あ

る
よ

う
に
思

い
ま

す
。


後

半
の

「
授
業

を
見

る
聞

く
学

ぶ
」
の
ジ

ャ
ー

ナ
ル
は

，
私

は
締
切

を
守

る
こ

と
が

で
き
な
か

っ
た

。
見

た

こ
と

聞
い

た
こ

と
と

い
う

事
実

と
，
自
分

が
感

じ
た
こ

と
，

学
ん
だ

こ
と

を
ど

う
整

理
す
れ
ば

よ
い

か
が

分

か
ら

な
か

っ
た

か
ら

で
は

な
い

か
と
思
う

。
し

か
し
，

3
営

業
日
内

に
提

出
と

い
う

期
限
は
，

適
切

だ
と

思

う
。


日

常
の

生
活
の

中
で

あ
る

こ
と

を
き
っ
か

け
に

し
て
「

あ
の

先
生
が

お
っ

し
ゃ

っ
た

こ
と
に
関

し
て

，
こ

う

や
っ

て
こ

う
や

っ
て

こ
う

や
れ

ば
も
っ
と

良
く

な
る
ん

じ
ゃ

な
い
の

か
な

あ
。

」
な

ど
と
い
う

こ
と

を
ふ

と

思
い

つ
く

こ
と

が
あ

る
と

思
い

ま
す
。
そ

う
い

う
と
き

に
は

何
ら
か

の
形

で
そ

れ
を

記
録
し
て

お
く

と
後

々

役
に

立
つ

よ
う

に
思
い

ま
す

。


三

日
以
内

で
リ

フ
レ
ク

シ
ョ

ン
を
書

く
こ

と
が
良

い
と

思
い
ま

す
。

Ⅲ
．

動
画
配

信
の
利

用
に
つ

い
て

動
画

配
信
の

利
用
に

つ
い
て

評
価
を

求
め
，

参
加
者

か
ら
以

下
の
回

答
を
得

た
。

1．
 プ

ロ
グ

ラ
ム

期
間
中

を
通
し

て
，

IS
T

U
を

利
用

し
た
か

 

1．
利

用
し
た

  
19

 

2．
利

用
し
な
か

っ
た

 
2 

2．
 動

画
配

信
に

つ
い
て

評
価
を

求
め
，

参
加
者

か
ら
以

下
の
回

答
を
得

た
。

 

未 使 用 

全 く そ う 思 わ な い 

あ ま り そ う 思 わ な い 

あ る 程 度 そ う 思 う 
と て も そ う 思 う 

(1
)

IS
T

U
の

利
用
方

法
に
つ

い
て
十

分
な
説

明
・
支

援
を
受

け
た

0 
0 

1 
12

 
8 

(2
)

IS
T

U
に

よ
る
動

画
配
信

は
学
習

の
役
に

立
っ
た

1 
0 

2 
10

 
8 

3．
IS

T
U

の
利

用
に
つ

い
て
の

意
見
，

要
望
，

提
案
は

以
下
の

通
り
で

あ
る
。

 


実

際
に
は

使
い

ま
せ
ん

で
し

た
が
，

あ
る

種
の
保

険
と

し
て
，

安
心

で
き
ま

す
。


参

加
で

き
な
か

っ
た

講
演

を
観

た
．
そ
の

際
に

，
講
演

者
が

パ
ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

観
な

が
ら
話
し

て
い

る
様

子

の
時

に
レ

ー
ザ

ー
ポ

イ
ン

タ
ー

を
使
用
し

て
い

た
が
，

ビ
デ

オ
で
は

そ
れ

が
分

か
ら

な
か
っ
た

た
め

，
文

字

情
報

が
多

い
ス

ラ
イ
ド

の
時

に
ど
の

部
分

を
話
し

て
い

る
の
か

を
理

解
す
る

の
が

大
変
だ

っ
た


初

回
の
事

前
説

明
の
動

画
を

見
た
。

ど
う

し
て
も

研
修

に
参
加

で
き

な
い
と

き
な

ど
に
役

に
た

つ
と
思

う
。


I
S
T
U
の

シ
ス

テ
ム

は
大

変
便

利
で

あ
り

，
特
に

10
-
20

分
間

隔
で

区
切

れ
っ

て
見

れ
る

の
で

集
中

で
き

，
か

つ
時

間
が

あ
る

と
き

に
途

中
ま

で
見
る
こ

と
が

で
き
大

変
助

か
っ
た

。
そ

の
一

方
で

，
PP

T
の

ス
ラ

イ
ド

と

内
容

が
連

動
し

て
い

な
い

個
所

も
い
く
つ

か
あ

っ
た
の

で
，

そ
の
あ

た
り

を
改

善
す

る
と
よ
り

理
解

し
や

す

い
と

思
う

。


録

音
な
の

で
仕

方
が
な

い
と

は
思
い

ま
す

が
，
音

声
が

聴
き
取

り
に

く
い
場

面
が

所
々
あ

り
ま

し
た
。


ま

と
ま

っ
た
時

間
が

取
れ

な
い

場
合
に
は

集
中

し
て
取

り
組

む
こ
と

が
難

し
い

と
思

い
ま
し
た

が
，

わ
か

ら

な
い

と
こ

ろ
は

何
度

も
繰

り
返

し
視
聴
す

る
こ

と
が
で

き
る

点
が
と

て
も

役
に

立
ち

ま
し
た
。

実
際

に
セ

ミ

ナ
ー

に
参

加
し

て
も

そ
の

時
に

は
よ
く
わ

か
ら

な
い
点

が
あ

っ
て
，

あ
と

か
ら

も
う

一
度
確
認

し
た

い
と

こ

ろ
が

あ
っ

た
際

に
も
，

I
ST
U
を
利

用
す
る

こ
と

で
理
解

が
深

ま
り
ま

し
た

。
 


あ

ま
り

見
る
機

会
が

な
く

，
折

角
の
仕
組

み
な

の
に
も

っ
た

い
な
か

っ
た

。
担

当
の

先
生
方
に

は
ご

面
倒

を

お
か

け
す

る
こ

と
に

な
る

が
，

セ
ミ
ナ
ー

の
数

は
限
ら

れ
て

い
る
の

で
，

動
画

が
ア

ッ
プ
さ
れ

る
度

に
ア

ナ

ウ
ン

ス
を

し
て

い
た
だ

け
れ

ば
，
も

う
少

し
視
聴

し
た

か
も
し

れ
な

い
。


今

後
も
利

用
し

た
い
と

思
い

ま
す
。

Ⅳ
．

プ
ロ
グ

ラ
ム
参

加
に
お

け
る
情

報
提
供

に
つ
い

て

1．
 オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ
ョ

ン
時
に

配
布
し

た
「

先
輩

の
知
恵

」
に

つ
い

て
評
価

を
求
め

，
参

加
者

か
ら
以

下
の
回

答
を
得

た
。

 

全 く そ う 思 わ な い 

あ ま り そ う 思 わ な い 

あ る 程 度 そ う 思 う 

と て も そ う 思 う 

(1
)
「

先
輩
の

知
恵
」

を
読
ん

だ
0

4
15

2

(2
)
「

先
輩
の

知
恵
」

の
内
容

が
研
修

の
参
加

に
役
立

っ
た

0
4

14
3
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2．
「

先
輩

の
知

恵
」

に
つ
い

て
の
意

見
，
要

望
，
提

案
は
以

下
の
通

り
で
あ

る
。

 


リ

フ
レ
ク

シ
ョ

ン
の
際

に
，

大
変
役

立
っ

た
。


先

行
研
究

例
と

し
て
参

照
す

る
こ
と

が
で

き
，
役

に
立

っ
た
．


こ

れ
ま

で
受
講

さ
れ

て
き

た
方

の
意
見
を

早
い

段
階
で

知
る

こ
と
が

で
き

た
の

で
，

プ
ロ
グ
ラ

ム
内

容
に

期

待
し

て
参

加
す

る
こ
と

が
で

き
た
。


「

先
輩
の

知
恵

」
に

よ
っ

て
，
ど

の
よ
う

な
心
構

え
で

PF
F
P
全
体
を

受
け
れ

ば
よ

い
か
を

知
る

こ
と
が

で
き

た
。

ま
た

，
「

先
輩

の
知

恵
」

は
，
先
輩

の
「

後
悔
」

？
で

も
あ
る

の
で

，
そ

れ
を

あ
ら
か
じ

め
知

る
こ

と

が
で

き
た

の
は

よ
か

っ
た

。
も

っ
と
言
う

と
，

初
回
に

渡
さ

れ
る
の

で
は

な
く

，
初

回
が
始
ま

る
よ

り
も

前

に
読

ま
せ

て
も

ら
え
る

と
よ

か
っ
た

か
も

し
れ
な

い
。


改

め
て
読

み
返

し
て
み

て
「
？

？
？

」
と

な
っ
た
箇

所
が

一
ヶ
所

あ
り

ま
し
た

。
「
授

業
を

見
る
聞

く
学

ぶ
」

に
関

し
て

の
回

答
の

中
に

「
参

加
の
前
日

ま
で

に
授
業

に
関

す
る
資

料
や

シ
ラ

バ
ス

を
メ
ー
ル

で
参

加
者

に

お
送

り
し

て
い

ま
す

。
」

と
い

う
記
述
が

あ
り

ま
し
た

が
，

実
際
に

は
シ

ラ
バ

ス
を

い
た
だ
い

た
の

は
授

業

の
直

前
。

事
実

と
異

な
る

こ
と

が
書
い
て

あ
る

の
は
い

た
だ

け
ま
せ

ん
ね

。
私

の
場

合
に
は
，

自
主

的
に

大

学
の

W
eb

サ
イ

ト
で
シ

ラ
バ

ス
を
参

照
し

て
か
ら

授
業

参
観
に

臨
ん

で
い
た

の
で

可
能
で

あ
れ

ば
シ
ラ
バ

ス

参
考

図
書

を
読

ん
だ

り
そ

の
日

の
授
業
は

何
を

や
る
の

か
と

い
う
こ

と
を

事
前

に
知

っ
た
り
す

る
こ

と
が

で

き
ま

し
た

。
も

う
い

い
大

人
で

あ
る
以
上

は
そ

う
い
う

こ
と

は
言
わ

れ
ず

と
も

や
る

の
が
当
た

り
前

か
も

し

れ
ま

せ
ん

が
，

事
実
と

異
な

る
こ
と

が
記

載
さ
れ

て
い

る
こ
と

は
良

く
な
い

こ
と

だ
と
思

い
ま

す
。

Ⅴ
．

シ
ョ
ー

ト
コ
ー

ス
を
選

択
し
た

理
由
に

つ
い
て

1．
 シ

ョ
ー

ト
コ

ー
ス
を

選
択
し

た
理
由

に
つ
い

て
，
参

加
者
か

ら
以
下

の
回
答

を
得
た

。
 

全 く そ う 思 わ な い

あ ま り そ う 思 わ な い 

あ る 程 度 そ う 思 う 

と て も そ う 思 う 

(1
)
フ

ル
コ
ー

ス
だ
と

負
担
が

大
き
い

と
思
っ

た
か
ら

1 
2 

11
 

7 

(2
)
フ

ル
コ
ー

ス
に
参

加
す
る

時
間
が

と
れ
な

い
と
思

っ
た
か

ら
0 

3 
4 

14
 

(3
)
ま

ず
シ
ョ

ー
ト
コ

ー
ス
で

内
容
を

試
し
て

み
た
か

っ
た
か

ら
2 

4 
10

 
5 

(4
)
シ

ョ
ー
ト

コ
ー
ス

の
方
が

気
軽
に

参
加
で

き
る
か

ら
0 

1 
9 

11
 

(5
)
指

導
教
員

，
所
属

長
か
ら

の
推
薦

状
を
取

得
す
る

の
が
困

難
だ
っ

た
か
ら

5 
5 

10
 

1 

(6
)
書

類
選
考

や
面
接

に
よ
る

審
査
を

避
け
た

か
っ
た

か
ら

4 
5 

10
 

1 

(7
)
自

分
に
は

シ
ョ
ー

ト
コ
ー

ス
の
内

容
で
十

分
だ
と

思
っ
た

か
ら

4 
8 

8 
1 

(8
)
フ

ル
コ
ー

ス
に
参

加
す
る

に
は
日

常
の
業

務
が
忙

し
す
ぎ

る
か
ら

3 
12

 
6 

0 

(9
)
（
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
を
受
け
て
み
て
）
今
か
ら

で
も
フ

ル
コ
ー

ス
に
参

加
し
て

み
た
い

2 
6 

10
 

1 

(1
0)

（
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
を
受
け
て
み
て
）
シ

ョ
ー
ト

コ
ー
ス

の
内
容

で
十
分

だ
と
思

う
1 

7 
12

 
1 

2．
 シ

ョ
ー

ト
コ

ー
ス
を

選
択
し

た
上
記

以
外
の

理
由

 


着

任
1
か

ら
2
年

目
の
教
員

こ
そ
特

に
フ

ル
コ
ー

ス
が

必
要
に

思
う

が
，
新

天
地

で
の
研

究
や

授
業
の

準
備

が
大

変
で

あ
り

，
さ

ら
に

新
任

の
た
め
そ

こ
に

時
間
を

使
う

こ
と
や

部
局

と
の

兼
ね

合
い
な
ど

か
ら

中
々

受

講
し

ず
ら

い
現

状
で

あ
る

。
ま

た
，
任
期

付
き

の
立
場

で
あ

る
が
，

周
囲

か
ら

「
受

講
し
て
も

採
用

に
は

意

味
が

な
い

。
研

究
し

た
方

が
良

い
」
と
の

意
見

も
言
わ

れ
（

私
は
全

く
そ

う
は

思
わ

な
い
が
）

，
少

な
く

と

も
私

の
週

は
堂

々
と
受

講
す

る
こ
と

を
良

し
と
す

る
環

境
で
は

無
か

っ
た
。


N
F
P
・

P
F
F
P
に

つ
い

て
知
っ

て
か

ら
応
募

ま
で

の
期
間

が
短

か
っ

た
の

で
，
フ
ル

コ
ー

ス
の
内

容
や

実
現
可

能
性

を
十

分
に

検
討

す
る

時
間

が
な
か
っ

た
た

め
シ
ョ

ー
ト

コ
ー
ス

を
選

択
し

た
。

ま
た
，
フ

ル
コ

ー
ス

は

海
外

で
の

学
び

が
あ

る
が

，
そ

の
期
間
の

業
務

が
で
き

な
い

こ
と
が

，
フ

ル
コ

ー
ス

を
選
び
に

く
い

大
き

な

要
因

で
あ

る
と

思
う
。


私

は
要

領
の
良

い
人

間
で

は
な

い
の
で
，

初
め

て
体
験

す
る

こ
と
は

内
容

を
う

ま
く

こ
な
せ
な

か
っ

た
り

理

解
で

き
な

か
っ

た
り

し
ま

す
。

で
す
か
ら

，
こ

の
プ
ロ

グ
ラ

ム
は
こ

う
い

う
こ

と
を

や
る
ん
だ

と
い

う
こ

と

を
シ

ョ
ー

ト
コ

ー
ス

を
体

験
す

る
こ
と
に

よ
っ

て
あ
る

程
度

知
っ
た

上
で

，
フ

ル
コ

ー
ス
を
受

講
す

る
の

で

あ
れ

ば
受

講
す

る
と
い

う
よ

う
な
や

り
方

が
自
分

に
は

合
っ
て

い
る

の
だ
ろ

う
と

思
っ
た

わ
け

で
す
。
ま

た
，

英
語

が
ま

っ
た

く
ダ

メ
な

の
で

海
外
研
修

を
行

う
こ
と

は
か

な
り
難

し
い

と
思

っ
た

こ
と
も
理

由
の

ひ
と

つ

で
す

。

Ⅵ
．

プ
ロ
グ

ラ
ム
の

運
営
に

つ
い
て

1．
プ
ロ

グ
ラ
ム

の
運
営

に
つ
い

て
評
価

を
求
め

，
参
加

者
か
ら

以
下
の

回
答
を

得
た
。

 

全 く そ う 思 わ な い 

あ ま り そ う 思 わ な い 

あ る 程 度 そ う 思 う 

と て も そ う 思 う 

(1
)

JF
P
の

広
報

，
募

集
の
時

期
は
適

切
だ
っ

た
0

0
12

9

(2
)

JF
P
に

お
け

る
セ

ミ
ナ
ー

の
回
数

は
適
切

だ
っ
た

0
1

15
5

2．
プ
ロ

グ
ラ
ム

提
供
期

間
に

つ
い

て
評
価

を
求
め

，
参
加

者
か
ら

以
下
の

回
答
を

得
た
。
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全 く そ う 思 わ な い 

あ ま り そ う 思 わ な い 

あ る 程 度 そ う 思 う 

と て も そ う 思 う 

(1
) 

JF
P
の

提
供

期
間

は
適
切

だ
っ
た

 
0 

1 
12

 
8 

 


 

該
当

者
で
は

な
い
が

，
個
人

的
な
都

合
（
出

張
等
）

で
は
７

，
８
，

９
，
１

０
月
あ

た
り
に

集
中
し

て
講

演
等

の
セ
ミ

ナ
ー
が

あ
る
と

都
合
が

つ
き
や

す
い
で

す
．

 


 

ち
ょ

う
ど
授

業
参
観

の
参
加

期
間
が

推
薦
入

試
や
一

般
入
試

の
準
備

期
間
と

重
な
り

，
日
程

の
調
整

が
と

て
も

難
し
か

っ
た
た

め
。
希

望
調
査

を
も
う

少
し
早

め
に
行

う
か
，

も
し
可

能
で
あ

れ
ば
希

望
調
査

を
行

っ
た

結
果
，

決
定
し

た
参
観

可
能
な

授
業
を

参
加
者

全
体
に

も
う
一

度
お
知

ら
せ
し

て
い
た

だ
け
る

と
，

急
な

変
更
が

あ
っ
た

際
に
再

度
予
定

を
組
み

易
い
の

で
は
な

い
か
と

感
じ
ま

し
た
。

 


 

前
半

の
自
由

記
述
欄

に
も
書

い
た
が

，
シ

ョ
ー

ト
コ
ー

ス
に
お

い
て
も

，
11

月
，

12
月
と

セ
ミ
ナ

ー
を

設

け
て

ほ
し
か

っ
た
。

例
え
ば

，
い
く

つ
か
の

授
業
見

学
を
し

た
後
で

の
，
理

想
の
大

学
教
員

像
の
明

確
化

と
そ

の
た
め

の
自
身

の
行
動

計
画
の

立
案
な

ど
，
ま

と
め
的

な
会
が

あ
る
と

よ
い
と

思
っ
た

。
 

 3．
プ
ロ

グ
ラ
ム

の
広
報

方
法
に

つ
い
て

の
意

見
，

要
望
，

提
案
に

つ
い

て
自

由
記

述
で

回
答
を

求
め
た

。
 


 

所
属
部

局
か
ら

の
転
送

メ
ー
ル

で
知
っ

た
．
直

接
知
っ

て
い
た

と
し
て

も
参
加

し
た
か

ど
う
か

は
怪
し

い
．
所

属

部
局
か

ら
の
メ

ー
ル
で

あ
っ
た

こ
と
と

，
知

り
合
い

に
説
明

会
に
参

加
し
て

も
ら
っ

た
こ
と

な
ど
が

参
加
す

る
き

っ
か
け

に
な
っ

た
．
修

了
生
が

口
コ
ミ

で
広
げ

て
い
く

の
も
あ

り
だ
と

思
う
．

 


 

特
に
な

し
。

 


 

東
北
大

学
の
学

生
向
け

と
し
て

は
，
入
学

式
の
オ

リ
エ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン
で

プ
ロ
グ

ラ
ム
の

紹
介
が

あ
っ
て

も
い
い

か
も
し

れ
ま
せ

ん
。

 

 

4．
 プ

ロ
グ

ラ
ム

全
体
に

つ
い
て

の
意
見

，
要
望

，
提
案

に
つ
い

て
自
由

記
述
で

回
答
を

求
め
た

。
 


 

教
授
の

方
々
に

も
ぜ
ひ

参
加
し

て
ほ
し

い
プ
ロ

グ
ラ
ム

で
あ
っ

た
．

 


 

特
定
の

分
野
で

納
ま
ら

ず
，
さ

ま
ざ
ま

な
内
容

が
提
供

さ
れ
て

い
た
の

で
毎
回

興
味
深

く
参
加

し
ま
し

た
。
リ

フ

レ
ク
テ

ィ
ブ
ジ

ャ
ー
ナ

ル
を
書

く
こ
と

も
大
変

役
に
立

っ
た
と

思
い
ま

す
。
授
業

に
つ
い

て
考
え

つ
つ
，
学

生
（

受

講
生
）

の
気
分

を
思
い

出
す

の
に

も
良

い
機

会
だ

っ
た

と
思

い
ま

す
。

今
後

も
機

会
が

あ
れ

ば
参

加
し

た
い

な
，

と
思
い

ま
す
。

 


 

セ
ミ
ナ

ー
や
授

業
参
観

に
つ

い
て

は
，

先
に

書
き

ま
し

た
が

，
何

よ
り

も
，

今
野

先
生

，
岡

田
先

生
を

は
じ

め
，

プ
ロ
グ

ラ
ム
の

ス
タ
ッ

フ
の
方

々
が
，
運

営
に

熱
心
に

取
り
組

ん
で
お

ら
れ
る

こ
と
が

よ
く
伝

わ
り
，
仕
事

に
対

す
る
情

熱
の
大

切
さ
を

学
ぶ
こ

と
が
で

き
ま
し

た
。
こ

の
よ
う

な
機
会

を
与
え

て
い
た

だ
き
ま

し
た
こ

と
，
お

礼

申
し
上

げ
ま
す

。
お
世

話
に
な

り
ま
し

た
。

 


 

他
の
参

加
者
の

方
と
交

流
で
き

る
機
会

が
あ
ま

り
取
れ

な
か
っ

た
の
が

残
念
で

は
あ
り

ま
す
が

，
個

人
の

事
情
に

依
る
と

こ
ろ
が

大
き
い

の
で
，

プ
ロ
グ

ラ
ム
全

体
は
よ

く
構
成

さ
れ
て

い
る
と

感
じ
ま

す
。

 


 

「
先
輩

の
知
恵

」
に
，
「

P
F

F
P
の

各
セ
ミ
ナ

ー
が
単

発
の
も

の
で
は

な
く
，

大
き
な

目
的
の

た
め
の

つ
な
が

っ

た
プ
ロ

グ
ラ
ム

で
あ
る

こ
と
を

意
識
す

る
よ
う

に
」
と

あ
っ
た

。
こ

の
こ
と

を
な
る

べ
く
意

識
す
る

よ
う
に

は
し

た
が
，

シ
ョ
ー

ト
コ
ー

ス
で
例

え
ば
，

12
月

（
も

し
く
は

1
月
）

の
セ

ミ
ナ

ー
と
し

て
，

P
F

F
P
シ

ョ
ー
ト
コ

ー
ス
全

体
を
振

り
返
る

よ
う
な

締
め
く

く
り
の

会
を
設

け
て
は

ど
う
か

と
思
う

。「
授

業
を

見
る
聞

く
学
ぶ

」
で

バ
ラ
バ

ラ
に
活

動
し
た

受
講
者

が
最
後

に
集
っ

て
，
半

年
の
学

び
を
振

り
返
る

の
は
ど

う
だ
ろ

う
か
。
後
半

が
尻

す
ぼ
み

に
な
っ

て
し
ま

う
感
が

非
常
に

勿
体
な

い
感
じ

が
す
る

。
 


 

中
等
教

育
の
教

職
課
程

を
学
部

の
と
き

に
履
修

し
た
経

験
か
ら

言
え
る

こ
と
は

，
中

等
教
育

と
高
等

教
育
と

で
は

教
員
が

行
う
必

要
が
あ

る
こ

と
，

知
っ

て
い

る
必

要
が

あ
る

こ
と

に
か

な
り

共
通

点
が

あ
る

と
い

う
こ

と
で

す
。

お
そ
ら

く
は
初

等
教
育

で
も
同

じ
こ
と

が
言
え

る
は
ず

で
す
。
ゆ

え
に

，
大

学
教
員

だ
け
を

対
象
に

す
る
こ

と
は

少
々
も

っ
た
い

な
い
と

思
い
ま

す
。
授

業
参
観

に
関
し

て
，
最

初
は

ど
う
い

う
と
こ

ろ
に
注

目
す
る

べ
き
か

よ
く

わ
か
り

ま
せ
ん

で
し
た

。
現
職

の
教
員

の
方
で

あ
れ
ば

あ
る
て

い
ど
心

得
て
い

る
の
か

も
し
れ

ま
せ
ん

が
。
何

ら

か
の
指

針
が
あ

る
と
分

か
り
や

す
か
っ

た
か
も

し
れ
ま

せ
ん
。
数

回
の

セ
ミ
ナ

ー
を
受

講
し
て

み
て
，
評
価

の
行

い
方
や

学
生
の

引
き
付

け
方
，
障

害
を

持
っ
た

学
生
へ

の
対
応

の
し
か

た
等
の

視
点
で

授
業
を

見
る
こ

と
が
，
質

問
を
す

る
こ
と

が
で
き

る
よ
う

に
は
な

っ
て
い

ま
し
た

。
 

 Ⅶ
．

プ
ロ
グ

ラ
ム
の

運
営
に

つ
い
て

 

1．
プ
ロ

グ
ラ
ム

の
受
講

の
効
果

に
つ
い

て
，

参
加

者
か
ら

以
下
の

回
答
を

得
た
。

 


 本

プ
ロ

グ
ラ
ム

を
受

講
す

る
こ

と
で
，
自

分
の

教
育
実

践
を

振
り
返

る
視

点
を

増
や

せ
た
と
思

う
。

特
に

，

授
業

見
学

が
私

に
と

っ
て

大
き

な
収
穫
だ

っ
た

。
他
の

教
員

の
授
業

を
み

る
こ

と
で

，
い
ろ
ん

な
選

択
肢

を

増
や

せ
た

と
思

う
。
 


 数

回
の

プ
ロ
グ

ラ
ム

だ
け

で
は

，
リ
フ
レ

ク
シ

ョ
ン
を

日
常

を
通
し

て
行

う
姿

勢
な

ど
ま
だ
ま

だ
習

慣
化

で

き
て

い
な

い
こ

と
も

あ
る

が
，

多
角
的
な

視
点

を
持
つ

こ
と

へ
の
理

解
や

教
授

法
な

ど
，
多
く

の
気

づ
き

が

あ
っ

た
。

大
学

教
員

と
し

て
の

在
り
方
は

，
置

か
れ
た

場
所

に
よ
り

多
様

で
あ

り
，

そ
の
多
様

性
か

ら
得

ら

れ
た

視
点

を
自

身
の

立
場

に
う

ま
く
取
り

入
れ

て
い
く

こ
と

を
学
ん

だ
。

他
分

野
の

受
講
生
や

経
歴

豊
か

な

先
達

教
員

の
皆

さ
ん

と
触

れ
合

う
こ
と
で

，
こ

れ
ま
で

の
教

育
観
や

価
値

観
に

柔
軟

性
を
加
え

る
こ

と
が

で

き
た

と
振

り
返

る
。
 


 1

単
位

に
相
当

す
る

学
修

に
必

要
な
時
間

と
い

う
も
の

を
全

く
理
解

し
て

い
な

か
っ

た
た
め
，

毎
回

の
講

義

内
容

を
ど

の
程

度
濃

度
に

す
る

か
を
考
え

た
こ

と
が
な

く
，

そ
の
理

解
を

し
た

の
ち

は
，
自
分

が
漠

然
と

考

え
て

い
た

内
容

で
は

足
り

な
い

と
思
っ
た

．
評

価
す
る

方
法

を
考
え

な
が

ら
シ

ラ
バ

ス
を
設
計

す
る

必
要

性

な
ど

も
は

っ
き

り
と

意
識

し
て

考
え
た
こ

と
が

な
か
っ

た
．

こ
れ
ま

で
教

養
科

目
の

講
義
経
験

が
な

か
っ

た

た
め

深
く

考
え

て
こ

な
か

っ
た

点
で
あ
る

が
こ

れ
ら
に

つ
い

て
も
っ

と
考

え
る

必
要

が
あ
る
と

わ
か

っ
た

．

理
解

の
プ

ロ
セ

ス
に

つ
い

て
も

今
回
初
め

て
話

を
聞
く

こ
と

が
で
き

，
私

が
講

義
を

行
な
う
場

合
に

は
活

か

し
て

い
き

た
い

と
思
う

．
 


 こ

れ
ま

で
自
分

が
取

り
組

ん
で

き
た
こ
と

を
客

観
的
に

振
り

返
っ
て

考
え

る
機

会
に

な
っ
た
。

ま
た

，
他

分

野
の

方
の

お
話

を
聞

く
こ

と
で

，
自
分
の

視
野

が
狭
く

な
っ

て
い
た

こ
と

に
気

が
つ

け
た
。
業

務
の

関
係

も

あ
っ

て
か

，
こ

こ
し

ば
ら

く
教

育
に
意
識

が
強

く
向
い

て
い

た
が
，

研
究

す
る

こ
と

に
つ
い
て

も
し

っ
か

り

考
え

ね
ば

と
思

う
機
会

が
多

く
あ
っ

た
。

 


 授

業
参

観
が
特

に
参

考
に

な
っ

た
。
各
先

生
と

も
授
業

内
容

や
ス
タ

イ
ル

に
併

せ
た

独
自
の
創

意
工

夫
を

し

て
お

り
，

自
身

の
授

業
と

照
ら

し
合
わ
せ

て
フ

ィ
ー
ド

バ
ッ

ク
で
き

る
良

い
機

会
と

な
っ
た
。

ま
た

，
セ

ミ

ナ
ー

に
関

し
て

は
シ

ラ
バ

ス
作

成
が
特
に

効
果

的
で
あ

っ
た

と
感
じ

，
私

自
身

本
プ

ロ
グ
ラ
ム

を
通

し
て

座
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学
的

な
セ

ミ
ナ

ー
よ

り
も

実
学

的
な
も
の

が
よ

り
身
に

つ
い

た
と
思

う
。

そ
う

言
っ

た
意
味
で

も
，

受
講

生

の
タ

イ
プ

や
分

野
，
目
的
に

合
わ
せ
た

セ
ミ

ナ
ー
を

開
講

し
て
く

れ
る

と
あ
り

が
た

い
。
私
自

身
が

実
学

派
，

理
系

な
の

で
実

習
や

問
題

作
成

・
回
答
形

式
の

セ
ミ
ナ

ー
が

も
っ
と

多
い

と
あ

り
が

た
い
。
ま

た
，

理
系

教

員
に

向
け

て
の

プ
ロ
グ

ラ
ム

も
あ
る

と
個

人
的
に

は
あ

り
が
た

い
。

 


授

業
の

単
位
認

定
に

値
す

る
「

可
」
の
考

え
方

に
つ
い

て
，

当
初
は

シ
ラ

バ
ス

の
水

準
を
ク
リ

ア
で

き
た

場

合
80

点
と

位
置
づ
け

て
い

ま
し
た

が
，

最
低
限

の
基

準
（

60
点

）
を
ク
リ

ア
で

き
る
よ

う
シ

ラ
バ
ス

を
設

定
す

る
べ

き
だ

と
心

境
に

変
化

が
あ
り
ま

し
た

。
ま
た

，
3

つ
の
専

門
性

の
異

な
る

授
業
を
受

け
さ

せ
て

頂

い
て

，
い

い
授

業
と

は
一

方
的

に
講
義
す

る
こ

と
な
く

，
い

か
に
学

生
を

巻
き

込
む

か
・
参
加

さ
せ

る
か

と

い
う

こ
と

が
重

要
で

あ
り

，
そ

の
準
備
に

は
膨

大
な
時

間
が

必
要
で

あ
る

こ
と

が
そ

れ
ぞ
れ
の

授
業

か
ら

学

べ
，

こ
れ

ま
で

漠
然
と

と
ら

え
て
い

た
講

義
と
い

う
も

の
の
裏

側
が

垣
間
見

え
て

よ
か
っ

た
と

思
い
ま

す
。


先

達
の

先
生
方

の
授

業
を

参
観

で
き
る
機

会
は

本
当
に

貴
重

な
経
験

で
あ

り
，

今
後

の
自
分
の

教
育

活
動

に

と
っ

て
間

違
い

な
く

財
産

に
な

る
と
感
じ

ま
す

。
諸
先

輩
方

の
教
材

研
究

・
授

業
運

営
の
手
法

や
学

生
を

想

う
熱

意
に

触
れ

，
今

ま
で

手
探

り
で
あ
い

ま
い

な
ま
ま

や
っ

て
き
た

こ
と

が
い

か
に

学
生
に
と

っ
て

不
利

益

で
あ

っ
た

か
を

反
省

さ
せ

ら
れ

る
思
い
で

し
た

。
教
育

活
動

初
期
の

教
育

者
を

育
成

・
教
育
す

る
仕

組
み

を

も
っ

と
充

実
さ

せ
，

ま
た

そ
の

よ
う
な
機

会
を

数
多
く

経
験

す
る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に
な
れ

ば
，

さ
ら

に

質
の

高
い

教
育

活
動

を
行

う
こ

と
が
で
き

る
と

感
じ
ま

し
た

。
先
達

の
先

生
方

の
お

話
や
授
業

を
拝

見
し

て

特
に

感
じ

た
こ

と
は

，
教

員
自

身
が
熱
意

を
も

っ
て
授

業
を

計
画
し

運
営

す
る

こ
と

で
，
必
ず

学
生

に
も

そ

の
熱

意
は

伝
わ

る
と

い
う

こ
と

で
す
。
学

生
が

集
中
し

て
授

業
に
取

り
組

む
環

境
を

い
か
に
工

夫
し

て
整

え

て
あ

げ
ら

れ
る

か
次

第
で

，
そ

の
後
の
姿

勢
も

大
き
く

変
化

す
る
こ

と
が

実
感

で
き

，
教
員
自

身
の

評
価

や

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

不
足

な
ど

の
問
題
点

も
改

め
て
自

覚
で

き
ま
し

た
。

す
で

に
リ

ア
ク
シ
ョ

ン
シ

ー
ト

等

を
導

入
し

て
学

生
か

ら
の

授
業

評
価
や
改

善
要

望
を
集

め
て

い
ま
す

が
，

今
後

も
こ

の
よ
う
な

プ
ロ

グ
ラ

ム

に
参

加
す

る
機

会
が
あ

れ
ば

ぜ
ひ
ま

た
参

加
し
た

い
と

思
い
ま

す
。

 


こ

れ
ま
で

，
TA

以
外
に

は
教

育
に
か

か
わ

る
機
会

が
な

か
っ
た

の
で

，
改
め

て
教

育
の
精

勤
の

重
さ
を

考
え

さ
せ

ら
れ

ま
し

た
。

他
分

野
，

と
り
わ
け

理
科

系
の
方

々
と

の
対
話

を
通

じ
て

，
人

文
・
社
会

科
学

の
役

割

を
考

え
さ

せ
ら

れ
る

と
と

も
に

，
授
業
参

観
で

は
，
専

門
外

の
学
生

へ
の

教
養

教
育

の
重
要
性

，
関

心
を

引

き
出

す
た

め
の

工
夫

の
必

要
な

ど
を
考
え

さ
せ

ら
れ
ま

し
た

。
ま
た

，
受

講
を

通
じ

て
，
大
学

や
教

育
を

め

ぐ
る

諸
問

題
に

関
し
て

，
こ

れ
ま
で

以
上

に
関
心

を
持

ち
，
考

え
る

よ
う
に

な
っ

た
と
思

い
ま

す
。


以

前
よ
り

は
自

分
の
授

業
を

客
観
的

に
見

ら
れ
る

よ
う

に
な
っ

た
と

感
じ
ま

す
。


自

己
満

足
の
授

業
に

な
ら

な
い

よ
う
，
た

と
え

経
験
年

数
を

重
ね
て

自
信

が
つ

い
て

き
て
も
，

謙
虚

な
姿

勢

で
他

か
ら

学
ぶ

，
良

い
教

育
実

践
か
ら
学

び
続

け
る
こ

と
が

大
事
で

あ
る

と
，

改
め

て
認
識
さ

せ
て

い
た

だ

き
ま

し
た

。
プ

ロ
グ
ラ
ム

実
施

を
支
え

て
い

た
だ
い

た
皆

様
，
貴
重
な

機
会
を
あ

り
が

と
う
ご

ざ
い

ま
し
た

。


・

等
身

大
の
大

学
教

員
の

姿
 

永
吉
希
久

子
先

生
は
，

ご
自

身
の
授

業
を

「
授

業
を

見
る
聞
く

学
ぶ

」
の

た

め
に

公
開

し
て

く
だ

さ
り

，
デ

ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ

ン
で
，

試
行

錯
誤
し

て
の

苦
労

を
お

話
し
く
だ

さ
っ

た
。

ま

た
，

1
2
月

の
授

業
見
学

で
は

，
永
吉

先
生

は
，
す

で
に

大
学
教

員
を

さ
れ
て

い
る

に
も
か

か
わ

ら
ず
，

2
コ

マ
も

授
業

見
学

に
参

加
さ

れ
て

い
た
。
自

分
の

教
育
の

質
を

高
め
よ

う
と

努
力

さ
れ

て
い
る
姿

を
見

せ
て

い

た
だ

い
た

。
 

私
自

身
は

，
大

学
生
の
時

，
教

育
実
習

に
行

き
，
あ

ま
り

の
指

導
の

で
き
な
さ

，
理

想
の

教

師
と

現
実

の
自

分
の
ギ

ャ
ッ

プ
に
失

望
し

た
。
今

か
ら

思
え
ば

，
大

学
2
年

生
が

い
き
な

り
理

想
の
教
師

の

よ
う

に
授

業
が

で
き

る
わ

け
な

ど
な
か
っ

た
の

だ
が
，

当
時

は
そ
ん

な
こ

と
も

わ
か

ら
ず
，
自

分
は

教
員

に

は
向

い
て

い
な

い
と

教
員

に
な

る
こ
と
を

や
め

た
。
 

研
究

も
教
育

も
完

璧
に

こ
な

せ
る
ス
ー

パ
ー

マ
ン

だ

け
が

，
大

学
教

員
に

な
る

わ
け

で
は
な
い

の
だ

。
努
力

す
る

か
ら
こ

そ
，

目
指

す
大

学
教
員
の

姿
に

近
づ

い

て
い

く
の

で
あ

る
。

永
吉

先
生

の
等
身
大

の
大

学
教
員

と
し

て
の
姿

は
，

私
に

希
望

を
与
え
た

。
・

大
学

教

員
の

役
割

 
そ

れ
で

は
私

に
と

っ
て
の
理

想
の

大
学
教

員
の

姿
と
は

ど
の

よ
う

な
も

の
で
あ
ろ

う
か

。
東

北

大
学

の
堀

田
龍

也
先

生
の

講
義

は
，
講
義

の
内

容
そ
の

も
の

が
興
味

深
い

こ
と

は
も

ち
ろ
ん
で

あ
る

が
，

大

学
生

対
象

で
あ

っ
て

も
，

線
を

引
き
な
が

ら
資

料
を
読

む
，

メ
モ
を

取
り

な
が

ら
映

像
を
見
る

な
ど

学
習

の

仕
方

を
教

え
，

良
い

意
味

で
パ

タ
ー
ン
化

さ
れ

た
授
業

の
進

め
方
で

学
生

に
自

動
化

を
促
し
，

ど
ん

な
発

言

も
拾

っ
て

く
れ

る
こ

と
で

発
言

し
た
く
な

る
雰

囲
気
が

作
ら

れ
て
い

る
。

 
今

回
，

邑
本
俊
亮

先
生

の
授

業

を
，
P
F
F
P
の
セ

ミ
ナ
ー

と
実

際
の
学

生
を

相
手
に

し
た

授
業
と

の
2
回
も
味

わ
う

こ
と
が

で
き

た
。
邑

本
先

生
は

，
ク

イ
ズ

の
よ

う
に

事
例

を
織
り
込

む
こ

と
で
，

そ
う

な
ん
だ

と
学

生
を

感
心

さ
せ
な
が

ら
理

論
的

な

こ
と

を
教

え
て

く
だ

さ
る

。
パ

タ
ー
ン
化

さ
れ

た
ワ
ー

ク
シ

ー
ト
で

，
授

業
の

全
体

像
を
示
し

，
ワ

ー
ク

シ

ー
ト

の
中

で
毎

回
の

リ
フ

レ
ク

シ
ョ
ン
を

実
現

す
る
。

張
り

の
あ
る

声
で

，
で

も
決

し
て
押
し

つ
け

が
ま

し

く
な

い
雰

囲
気

が
あ

る
。

 
こ

の
よ
う
に

講
義

内
容
が

学
生

に
と
っ

て
有

用
で

あ
り

，
学
び
方

も
教

え
，

学

生
に

力
が

付
き

，
意

欲
的

に
取

り
組
ん
で

く
れ

る
，
（

漠
然

と
し
て

い
る

表
現

し
か

で
き
な
い

が
，

）
こ

れ

が
私

の
理

想
の

大
学

の
授

業
で

あ
り
，
そ

れ
を

実
現
で

き
る

こ
と
が

理
想

の
大

学
教

員
で
あ
る

。
 

こ
の

こ

と
を

も
っ

と
行

動
レ

ベ
ル

に
落

と
し
て
実

現
で

き
る
よ

う
に

目
標
立

て
て

い
か

な
く

て
は
い
け

な
い

の
で

あ

ろ
う

が
，
ア

ン
ケ
ー
ト

に
書

く
の
は

こ
こ

ま
で
で

あ
る

。
 

P
FF
P
20
1
6
に
参

加
し

た
こ
と

で
，
自
分

に
は

無

理
だ

と
思

っ
て

い
た

大
学

教
員

と
い
う
仕

事
が

，
少
し

近
く

に
や
っ

て
き

た
よ

う
な

気
が
し
て

い
る

。
参

加

さ
せ

て
い

た
だ

い
た
こ

と
を

心
か
ら

感
謝

し
て
い

ま
す

。
あ
り

が
と

う
ご
ざ

い
ま

し
た
。
 


プ

ロ
グ

ラ
ム
に

参
加

す
る

ま
で

は
，
授
業

の
内

容
が
『

理
詰

め
』
だ

っ
た

が
，

分
か

り
や
す
い

授
業

を
心

が

け
る

よ
う

に
な

っ
た

。
自

分
は

，
た
だ
の

『
研

究
者
』

で
な

く
『
教

員
』

で
あ

る
と

い
う
こ
と

を
意

識
す

る

よ
う

に
な

っ
た

。


以

前
は

小
学
校

か
ら

高
等

学
校

の
教
員
と

大
学

の
教
員

と
を

比
較
す

る
と

異
な

る
こ

と
が
多
い

の
だ

ろ
う

な

と
考

え
て

い
ま

し
た

が
，

そ
れ

は
違
っ
て

い
ま

し
た
。

共
通

点
が
驚

く
ほ

ど
多

い
。

こ
の
こ
と

が
こ

の
プ

ロ

グ
ラ

ム
を

受
講

し
て

最
も

深
く

感
じ
た
こ

と
で

し
た
。

だ
か

ら
，
大

学
教

員
た

る
者

，
大
学
だ

け
で

は
な

く

小
学

校
，

中
学

校
，

高
等

学
校

の
現
状
も

知
っ

て
お
く

必
要

が
あ
る

の
だ

ろ
う

と
感

じ
ま
し
た

。
ひ

と
つ

考

え
ら

れ
る

こ
と

は
，

大
学

の
授

業
だ
け
で

は
な

く
，
小

学
校

，
中
学

校
，

高
等

学
校

の
授
業
も

見
て

お
け

ば

も
っ

と
考

え
が

広
が
る

の
で

は
な
い

か
と

。


本

プ
ロ

グ
ラ
ム

を
受

講
し

て
，

大
学
教
員

の
役

割
や
仕

事
を

よ
り
深

く
理

解
す

る
こ

と
が
で
き

ま
し

た
。

ま

た
 
1
）

シ
ラ

バ
ス

の
設
計
２

）
講

義
時
間

の
配
分

3）
講

義
の
進

め
方

に
つ
い
て

大
変

良
い
勉

強
に

な
り

ま

し
た

。
今

後
の

講
義
に

取
り

入
れ
て

応
用

し
た
い

と
思

い
ま
す

。
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1 

20
16

年
度

JF
P
フ

ル
コ
ー

ス
ア

ン
ケ
ー

ト
結

果
 

20
16

年
度

JF
P

 フ
ル
コ

ー
ス
ア

ン
ケ
ー

ト
で
は

，
以
下

に
示
す

8
つ
の

カ
テ
ゴ

リ
か
ら

な
る
質

問
項
目

を
設
け

，
参

加
者

か
ら
の

回
答
を

得
た
。

回
答
者

は
6
名

で
あ

っ
た
。

 

Ⅰ
．

各
種

セ
ミ
ナ

ー
に
つ

い
て

Ⅱ
．

リ
フ

レ
ク
テ

ィ
ブ
ジ

ャ
ー
ナ

ル
に
つ

い
て

Ⅲ
．

先
達

教
員
に

つ
い
て

Ⅳ
．

動
画

配
信
の

利
用
に

つ
い
て

Ⅴ
．

プ
ロ

グ
ラ
ム

参
加
に

お
け
る

情
報
提

供
に
つ

い
て

Ⅵ
．

国
内

他
大
学

訪
問
調

査
に
つ

い
て

Ⅶ
．

海
外

他
大
学

訪
問
調

査
に
つ

い
て

Ⅷ
．

プ
ロ

グ
ラ
ム

の
運
用

に
つ
い

て

Ⅰ
．

各
種
セ

ミ
ナ
ー

に
つ
い

て

1．
 以

下
に

示
す

達
成
目

標
に
対

し
て
，
そ
れ

ぞ
れ
の

セ
ミ
ナ

ー
は
ど

の
程
度

有
益

で
あ

っ
た
か

に
つ
い

て
4
件
法
（

1.
 全

く
有

益
で
は

な
か
っ

た
～

4.
 と

て
も

有
益
だ

っ
た
）

で
評
価

を
求
め

た
。

 

【
N

F
P
の

達
成

目
標

】
 

〔
目
的

1〕
生
涯

に
わ

た
り
専

門
性
を

高
め
る

た
め
に

，
効
果

的
な
省

察
が
で

き
る
よ

う
に
な

る
 

〔
目
的

2〕
大
学

教
員

の
役
割

，
仕
事

を
理
解

し
，
展

望
を
持

っ
て
キ

ャ
リ
ア

を
設
計

で
き
る

 
〔

目
的

3〕
教
育

活
動
に

関
す
る

基
礎
的

知
識
を

身
に
つ

け
，
自
分

な
り
の

言
葉
で

教
育
観

を
語
れ

る
よ
う

に
な
る

〔
目
的

4〕
異
分

野
の

研
究
や

教
育
文

化
を
知

る
 

以
下

に
各

種
セ
ミ

ナ
ー
に

対
す
る

参
加
者

か
ら
の

評
価
結

果
を
示

す
。
図

中
の
数

値
は
全

体
の
平

均
値
で

あ
る
。

（
A
）

オ
リ

エ
ン
テ

ー
シ
ョ

ン

「
大

学
教
員

の
役
割

…
」
「
比
較

の
目
を

育
て
る

」
（

B）
「
授

業
デ
ザ

イ
ン
と

シ
ラ
バ

ス
作
成

」
 

  

  

3.
83

3.
83

3.
50

3.
83

1234〔目
的
1〕

〔目
的
2〕

〔目
的
3〕

〔目
的
4〕

3.
83

3.
83

3.
83

3.
50

1234〔目
的
1〕

〔目
的
2〕

〔目
的
3〕

〔目
的
4〕

2 

C
）
「
授

業
づ
く
り

：
準
備

と
運
営

」
D
）
「『

本
当
の
か

し
こ
さ

』
と
は

何
か
」

 

  

  

E）
「
授

業
を
見

る
聞
く

学
ぶ
」

授
業
参

観
 

F）
「

自
分
の

授
業
を

み
つ

め
る
」

マ
イ

ク
ロ
テ

ィ
ー

チ

ン
グ

  

  

G
）
「

コ
ー

チ
ン
グ

技
能
を

活
用
し

た
院
生

指
導
」

H
）
「
自

分
の
授
業

を
み
つ

め
る
」

模
擬
授

業
 

  

  

3.
83

3.
83

3.
83

3.
83

1234〔目
的
1〕

〔目
的
2〕

〔目
的
3〕

〔目
的
4〕

3.
67

3.
83

3.
83

3.
50

1234〔目
的
1〕

〔目
的
2〕

〔目
的
3〕

〔目
的
4〕

4.
00

4.
00

3.
67

3.
83

1234〔目
的
1〕

〔
目

的
2〕

〔目
的
3〕

〔目
的
4〕

3.
83

3.
67

3.
67

3.
83

1234〔目
的
1〕

〔目
的
2〕

〔目
的
3〕

〔目
的
4〕

3.
67

3.
83

3.
67

3.
33

1234〔目
的
1〕

〔目
的
2〕

〔目
的
3〕

〔目
的
4〕

3.
83

3.
67

3.
67

4.
00

1234〔目
的
1〕

〔目
的
2〕

〔目
的
3〕

〔目
的
4〕
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I）
「
国

内
他
大

学
訪
問

調
査
」

J）
「

国
外
他
大

学
訪

問
調
査

事
前
研

修
」

 

  

  

K）
「
国

外
他
大
学

訪
問
調

査
」

L）
「

先
達
か
ら

学
ぶ
」

先
達
コ

ン
サ
ル

テ
ー
シ

ョ
ン

 

  

  

2．
 各

種
セ

ミ
ナ

ー
に
関

す
る
そ

の
他
の

意
見
，

要
望
，

提
案
は

以
下
の

通
り
で

あ
る
。

 


講

師
の
先

生
方
の

ご
都
合

が
あ
り

む
ず
か

し
い
と

は
思
う

の
で
す

が
，
授
業

期
間
に

開
催
さ

れ
る
セ

ミ
ナ
ー

の
曜

日
が

偏
る
と

，
欠
席

が
続
い

て
し
ま

っ
た
り

す
る
た

め
，
で

き
れ

ば
曜
日

が
分
散

し
て
い

る
と
あ

り
が

た
い

で
す

。
最

初
の

面
接
時

に
，
授
業

担
当
曜

日
を
聞

い
て
い

た
だ
い

た
気
が

す
る
の

で
す
が

，
後
期

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を
正

確
に
把

握
し
て

お
ら
ず

間
違
っ

て
答
え

た
よ
う

な
記
憶

も
あ
り

ま
す
。
も

し
融
通

が
き
く

よ
う

で
あ

れ
ば
，
受

講
生

が
固
定

で
参
加

で
き
な

い
曜
日

時
間
を

，
オ

リ
エ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン
時

等
に
文

書
で

提
出

さ
せ

る
な
ど

し
て
い

た
だ
け

る
と
良

い
よ
う

に
も
思

い
ま
す

。
た

だ
，
コ
ー

チ
イ

ン
グ
以

外
は

IS
T

U

で
フ

ォ
ロ

ー
か
な

り
し
っ

か
り
と

で
き
た

の
で
大

変
あ
り

が
た
か

っ
た
で

す
。


非

常
に
多

角
的
な

プ
ロ
グ

ラ
ム
で

、
広
く

知
見
を

深
め
た

い
と
い

う
私
の

目
的
に

合
致
し

て
い
た

。
特

に
授

業
参

観
や

国
内
外

研
修
は

自
力
で

は
難
し

い
機
会

を
得
ら

れ
る
い

い
機
会

だ
っ
た

。


ど

の
セ
ミ

ナ
ー
も

大
変
有

意
義
で

し
た
。

今
後
は

O
B
と

し
て

貢
献

で
き

れ
ば
と

考
え
て

お
り
ま

す
。

3.
75

4.
00

3.
75

4.
00

1234〔目
的
1〕

〔目
的
2〕

〔目
的
3〕

〔目
的
4〕

3.
80

3.
80

4.
00

3.
80

1234〔目
的
1〕

〔目
的
2〕

〔目
的
3〕

〔目
的
4〕

4.
00

4.
00

4.
00

4.
00

1234〔目
的
1〕

〔目
的
2〕

〔目
的
3〕

〔目
的
4〕

3.
83

3.
83

3.
67

4.
00

1234〔目
的
1〕

〔目
的
2〕

〔目
的
3〕

〔目
的
4〕

4 

Ⅱ
．

リ
フ
レ

ク
テ
ィ

ブ
ジ
ャ

ー
ナ
ル

に
つ
い

て

プ
ロ

グ
ラ
ム

全
体
を

通
し
て

の
リ
フ

レ
ク
テ

ィ
ブ
ジ

ャ
ー
ナ

ル
の
執

筆
に
つ

い
て
参

加
者
か

ら
の
評

価
を
求

め
た
。

1．
 リ

フ
レ

ク
テ

ィ
ブ
・
ジ

ャ
ー

ナ
ル
（

以
下

ジ
ャ
ー

ナ
ル
）
の
作

成
に
つ

い
て
の

評
価
を

求
め
た

と
こ
ろ

，
参
加

者
か
ら

以
下

の
回
答

を
得
た

。

全 く そ う 思 わ な い 

あ ま り そ う 思 わ な い 

あ る 程 度 そ う 思 う 

と て も そ う 思 う 

(1
)
ジ

ャ
ー
ナ

ル
の
執

筆
方
法

に
つ
い

て
十
分

な
説
明

・
支
援

を
受
け

た
0

0
0

6

(2
)
ジ

ャ
ー
ナ

ル
の
執

筆
が
学

習
内
容

の
整
理

・
記
録

に
役
立

っ
た

0
0

1
5

(3
)
ジ

ャ
ー
ナ

ル
の
執

筆
は
自

身
の
思

考
を
深

め
る
の

に
役
立

っ
た

0
0

1
5

(4
)
ジ

ャ
ー
ナ

ル
の
執

筆
に
よ

り
新
た

な
気
づ

き
が
得

ら
れ
た

0
0

1
4

(5
)
ジ

ャ
ー
ナ

ル
の
執

筆
は
達

成
目
標

へ
の
到

達
に
対

し
て
有

益
だ
っ

た
0

0
0

6

(6
)
ジ

ャ
ー
ナ

ル
の
執

筆
は
最

終
課
題

レ
ポ
ー

ト
の
執

筆
に
役

立
っ
た

0
0

1
5

(7
)
ジ

ャ
ー
ナ

ル
に
何

を
書
い

た
ら
よ

い
の
か

わ
か
ら

な
い
こ

と
が
あ

っ
た

3
2

0
1

(8
)
ジ

ャ
ー
ナ

ル
の
提

出
締
め

切
り
は

適
切
だ

っ
た

0
0

2
4

(9
)
ジ
ャ

ー
ナ

ル
の
執

筆
に

取
組
む

こ
と

で
リ
フ

レ
ク

シ
ョ
ン

の
や

り
方
が

身
に

つ
い
た

0
0

3
3

(1
0)

ジ
ャ

ー
ナ

ル
の
執

筆
は

こ
の
プ

ロ
グ

ラ
ム
に

必
要

だ
と
思

っ
た

0 
0 

0 
6 

【
自

由
記
述

よ
り
】


プ

ロ
グ
ラ

ム
全
体

を
通
し

て
，
自

分
の
リ

フ
レ
ク

シ
ョ
ン

が
深
ま

る
き
っ

か
け
に

な
っ
た

出
来
事

に
つ
い

て


自
分

の
た
め

の
メ
モ

で
は
な

く
，
人

に
伝
え

る
と
い

う
こ
と

を
意
識

し
て
言

語
化
す

る
と
い

う
こ
と

が
役
に

立
っ

て
い
た

よ
う
に

思
い
ま

す
。
ジ

ャ
ー
ナ

ル
を
書

く
こ
と

も
そ
う

で
す
が

，
セ
ミ

ナ
ー
後

に
他
の

メ
ン
バ

ー
と

感
想
を

シ
ェ
ア

す
る
こ

と
で
，

自
分
が

感
じ
た

こ
と
や

考
え
た

こ
と
を

人
に
伝

わ
る
よ

う
に
説

明
し
よ

う
と

し
，
結

果
的
に

考
え
が

整
理
さ

れ
た
り

深
ま
っ

た
り
し

て
い
た

よ
う
に

感
じ
ま

し
た
。

ま
た
，

ジ
ャ
ー

ナ
ル

で
も
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ

ン
で
も

，
伝
え

た
後
に

，
そ
の

内
容
に

対
し
て

の
フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク
や

他
の
人

の
感

想
が
得

ら
れ
た

こ
と
で

，
自
分

が
う
ま

く
言
語

化
で
き

て
い
な

か
っ
た

部
分
を

明
確
に

し
て
も

ら
え
た

り
，
人

と
比
べ

て
の
自

分
の
も

の
の
見

方
の
個

性
を
知

る
こ
と

が
で
き

，
良
か

っ
た
と

思
い
ま

す
。
加
え

て
，

プ
ロ

グ
ラ
ム

が
進
行

し
，
自

分
な
り

の
考
え

が
あ
る

程
度
深

ま
っ
て

き
た
段

階
で
，

そ
れ
以

前
の
セ

ミ
ナ
ー

あ
る

い
は
以

前
に
書

い
た
ジ

ャ
ー
ナ

ル
に
立

ち
返
る

こ
と
で

，
新
し

い
気
づ

き
が
得

ら
れ
た

り
，
見

方
が
変

わ
っ

た
り
し

ま
し
た

。
他
人

と
の
比

較
だ
け

で
は
な

く
，
以

前
の
自

分
と
現

在
の
自

分
と
を

比
較
す

る
こ
と

で
，

見
え
て

く
る
も

の
も
多

か
っ
た

よ
う
に

思
い
ま

す
。
 


自
分

の
リ
フ

レ
ク
シ

ョ
ン
に

つ
い
て

、
ス
タ

ッ
フ
か

ら
の
レ

ス
ポ
ン

ス
が
充

実
し
て

い
る
た

め
、
自

分
の
考

え
て

い
る
こ

と
が
ど

う
い
う

風
に
第

三
者
に

受
け
止

め
ら
れ

る
の
か

と
い
う

点
に
つ

い
て
発

見
で
き

る
付
加

価
値

が
大
き

か
っ
た

。
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
セ
ミ

ナ
ー
を

振
り
返

る
こ
と

で
、
記
憶

が
定
着

す
る
と

感
じ
た

。
ま
た

、
最

後
の

最
終
報

告
の
レ

ポ
ー
ト

は
、

今
ま

で
の
研

修
の
資

料
を
振

り
返
る

こ
と
が

で
き
、

そ
の
と

き
に
、

新
た
な

視
点
で

研
修
資

料
を
見

る
こ
と

が
で

き
、
成

長
を
感

じ
る
こ

と
が
で

き
た
。


ジ

ャ
ー
ナ

ル
の
執

筆
，
リ

フ
レ
ク

シ
ョ
ン

の
実
践

に
つ
い

て
の
意

見
，
要

望
，
提

案


ジ
ャ

ー
ナ
ル

提
出
の

受
領
メ

ー
ル
で

，
い
ろ

い
ろ
と

コ
メ
ン

ト
を
い

た
だ
け

た
の
が

，
本
当

に
あ
り

が
た
か

っ
た

で
す
。
報
告

会
で
先

達
の
先

生
の
コ

メ
ン
ト

を
伺
っ

て
，
先
生

方
に
と

っ
て
は

ご
負
担

.
.
.
と
い
う

こ
と

も
よ

く
わ
か

り
ま
し

た
が
。

毎
回
自

分
の
ジ

ャ
ー
ナ

ル
と
合

わ
せ
て

い
た
だ

い
た
メ

ー
ル
を

印
刷
し

て
フ
ァ

イ
リ

ン
グ
し

て
い
た

ぐ
ら
い

に
参
考

に
し
て

い
た
の

で
，
今

の
ス
タ

イ
ル
で

続
け
て

い
た
だ

け
る
と

受
講
生

と
し

て
は
と

て
も
嬉

し
く
思

い
ま
す

。
 


セ
ミ

ナ
ー
等

は
う
け

っ
ぱ
な

し
に
な

り
が
ち

な
の
で

、
リ
フ

レ
ク
シ

ョ
ン
を

通
し
て

自
分
の

関
連
領

域
に
ど

の
よ

う
に
つ

な
が
る

の
か
を

一
度
整

理
す
る

の
は
と

て
も
い

い
機
会

と
な
っ

た
。
自

由
フ
ォ

ー
マ
ッ

ト
の
た

め
自

由
に
書

き
や
す

か
っ
た


今
後

も
ぜ
ひ

、
継
続

し
て
ほ

し
い
と

思
い
ま

す

Ⅲ
．

先
達
教

員
に
つ

い
て
 

1．
 プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お
け

る
先
達

教
員
と

の
交
流

に
つ
い

て
の
評

価
を
求

め
，
参

加
者
か

ら
以
下

の
回
答

を
得
た

。
 

全 く そ う 思 わ な い

あ ま り そ う 思 わ な い

あ る 程 度 そ う 思 う

と て も そ う 思 う

(1
)
先

達
教
員

の
存
在

に
よ
り

プ
ロ
グ

ラ
ム
の

内
容
が

よ
り
深

く
理
解

で
き
た

0
0

2
4

(2
)
先

達
教
員

と
の
交

流
に
よ

り
セ
ミ

ナ
ー
で

の
学
習

内
容
を

現
場
の

実
態
や

教
員
の

経

験
と

結
び

つ
け
て

考
え
る

こ
と
が

で
き
た

0
0

2
4

(3
)
先

達
教
員

の
存
在

は
達
成

目
標
へ

の
到
達

に
対
し

て
有
益

だ
っ
た

0
0

2
4

(4
)
先

達
教
員

の
存
在

は
自
身

の
教
育

に
対
す

る
考
え

方
に
影

響
を
与

え
た

0
0

2
4

2．
 ジ

ャ
ー

ナ
ル

に
対
す

る
先
達

教
員

か
ら

の
コ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
の

評
価

を
求

め
，

参
加

者
か

ら
以

下
の

回
答

を
得

た
。
 

全 く そ う 思 わ な い 

あ ま り そ う 思 わ な い 

あ る 程 度 そ う 思 う 

と て も そ う 思 う 

(1
)
先

達
教
員

か
ら
の

コ
メ
ン

ト
は
自

身
の
思

考
を
深

め
る
の

に
役
立

っ
た

0
0

3
3

(2
)
先

達
教
員

か
ら
の

コ
メ
ン

ト
に
よ

り
新
た

な
気
づ

き
が
得

ら
れ
た

0
0

2
4

(3
)
先

達
教
員

か
ら
の

コ
メ
ン

ト
は
最

終
課
題

の
執
筆

に
役
立

っ
た

0
0

2
4

(4
)
先

達
教
員

か
ら
の

コ
メ
ン

ト
の
フ

ィ
ー
ド

バ
ッ
ク

の
タ
イ

ミ
ン
グ

は
適
切

だ
っ
た

0
0

2
4

6 

3．
 先

達
教

員
と

の
交
流

，
コ
メ

ン
ト
に

つ
い
て

の
そ
の

他
の
意

見
，
要

望
，
提

案
は
以

下
の
通

り
で
あ

る
。

 


オ

リ
エ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン
の

際
の
昼

食
時
，
メ

ン
バ

ー
同
士

も
初
対

面
だ
っ

た
こ
と

も
あ
り

，
メ

ン
バ
ー

間
で

の
会

話
に

終
始
し

て
し
ま

い
も
っ

た
い
な

か
っ
た

記
憶
が

あ
り
ま

す
。
先
達

の
先
生

方
と
直

接
お
話

で
き
る

機
会

は
限

ら
れ
て

い
ま
す

が
，
そ
の

こ
と
の

貴
重
さ

を
十
分

に
理
解

で
き
て

い
な
か

っ
た
よ

う
に
も

思
い
ま

す
。
た
ぶ

ん
ア
ナ

ウ
ン
ス

し
て
い

た
だ
い

て
い
た

と
思
う

の
で
す

が
，
メ

ン
バ

ー
同
士

は
い
つ

で
も
話

せ
る

の
で

今
は

ぜ
ひ

先
達

教
員

と
交

流
を

，
と

強
く

促
し

て
い

た
だ

け
る

と
あ

り
が
た

い
か

も
し
れ

な
い

で
す

。

授
業

参
観

，
コ

ン
サ

ル
に
つ

い
て
は

，
か

な
り

じ
っ
く

り
と
お

話
を
伺

う
こ
と

が
で
き

，
大
変

満
足
で

し
た

の
で

，
特

に
要
望

等
は
あ

り
ま
せ

ん
。


短

い
時
間

を
有
効

活
用
す

る
た
め

に
事
前

に
各
先

生
の
授

業
経
験

な
ど
を

調
べ
た

う
え
で

臨
ん
だ

が
、
話
を

し
て

み
る

と
そ

う
い

う
事

前
調

べ
の

中
で

は
み

え
て

こ
な

か
っ

た
高

大
連

携
へ

の
活

動
の

経
験

が
浮

き
彫

り
に

な
り

話
が
も

り
あ
が

っ
た
り

等
、
予

測
不
能

な
難
し

さ
と
面

白
さ
が

あ
っ
た

。
私

個
人
は

教
育
の

あ
ら

ゆ
る

フ
ィ

ー
ル
ド

に
関
心

が
あ
る

の
で
、
む

し
ろ
各

々
の
先

生
が
も

っ
と
も

問
題
意

識
を
も

っ
て
い

る
ト
ピ

ッ
ク

を
定

め
て
そ

れ
に
つ

い
て
議

論
す
る

の
も
い

い
か
な

と
思
っ

た
。
実
際

事
前
に

用
意
し

た
質
問

が
そ
の

先
生

と
マ

ッ
チ
し

な
か
っ

た
り
、
ど

う
い
う

ト
ピ
ッ

ク
に
対

し
て
深

い
知
見

が
あ
る

か
を
探

る
時
間

が
ど
う

し
て

も
か

か
っ
て

し
ま
っ

た
と
こ

ろ
が
あ

り
、
最
初

か
ら
テ

ー
マ
が

決
ま
っ

て
い
た

方
が
よ

り
深
い

議
論
に

は
や

く
到

達
で
き

た
と
思

う
。


先

達
教
員

と
の
個

人
面
談

は
非
常

に
有
用

で
し
た

。
ぜ
ひ

、
来

年
度
も

以
降
も

継
続
し

て
ほ
し

い
と
思

い
ま

す
。

で
き

れ
ば
、

面
談
時

間
は
本

年
度
同

様
２
０

分
程
度

あ
る
と

良
い
と

思
い
ま

す
。

Ⅳ
．

動
画
配

信
の
利

用
に
つ

い
て
 

動
画

配
信
の

利
用
に

つ
い
て

評
価
を

求
め
，

参
加
者

か
ら
以

下
の
回

答
を
得

た
。

1．
 プ

ロ
グ

ラ
ム

期
間
中

を
通
し

て
，

IS
T

U
を

利
用

し
ま
し

た
か
。

 

1．
利

用
し
た

  
6

2．
利

用
し
な
か

っ
た

 
0

2．
 動

画
配

信
に

つ
い
て

評
価
を

求
め
，

参
加
者

か
ら
以

下
の
回

答
を
得

た
。

 

未 使 用 

全 く そ う 思 わ な い 

あ ま り そ う 思 わ な い 

あ る 程 度 そ う 思 う 

と て も そ う 思 う 

(1
)

IS
T

U
の

利
用
方

法
に
つ

い
て
十

分
な
説

明
・
支

援
を
受

け
た

0
0 

0 
2 

4 

(2
)

IS
T

U
に

よ
る
動

画
配
信

は
学
習

の
役
に

立
っ
た

0
0 

1 
2 

3 

3．
IS

T
U

の
利

用
に
つ

い
て
の

意
見
，

要
望
，

提
案
は

以
下
の

通
り
で

あ
る
。

 


IS

T
U

に
は
本

当
に
お

世
話
に

な
り
ま

し
た
。
欠
席

時
の
フ

ォ
ロ
ー

と
い
う

意
味
だ

け
で
は

な
く
，
当

日
受

200
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講
し

た
も

の
の
振

り
返
り

と
し
て

も
大
変

役
立
ち

ま
し
た

。
ジ
ャ

ー
ナ
ル

執
筆
時

だ
け
で

な
く
，
数
ヶ

月
後

な
ど

時
間

を
空
け

て
の
復

習
と
い

う
意
味

で
も
と

て
も
活

用
で
き

ま
し
た

。
復

習
と

し
て
の

使
い
方

に
つ
い

て
は

先
輩

の
知
恵

を
参

考
に

し
た

の
で

す
が

，
口

頭
で

伝
え

て
い

た
だ

け
る

と
い

い
か

も
し

れ
な

い
で

す
。
 


IS

T
U

は
欠

席
し

た
と

き
の

代
替

手
段

と
い

う
イ

メ
ー

ジ
が

強
く
、

あ
ま

り
活

用
し

ま
せ

ん
で

し
た

。
（

す

べ
て

の
研

修
に
参

加
し
た

の
で
）
 
自

身
が
リ

フ
レ
ク

シ
ョ
ン

を
行
う

際
に

IS
T

U
を

も
っ

と
利

用
す

れ
ば

よ
か

っ
た

と
思
い

ま
し
た

。

Ⅴ
．
プ
ロ

グ
ラ
ム

参
加
に

お
け
る

情
報
提

供
に
つ

い
て

1．
 オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ
ョ

ン
時
に

配
布
し

た
「

先
輩

の
知
恵

」
に

つ
い

て
評
価

を
求
め

，
参

加
者

か
ら
以

下
の
回

答
を
得

た
。

 

全 く そ う 思 わ な い 

あ ま り そ う 思 わ な い 

あ る 程 度 そ う 思 う 

と て も そ う 思 う 

(1
)
「

先
輩
の

知
恵
」

を
読
ん

だ
0

0
4

2

(2
)
「

先
輩
の

知
恵
」

の
内
容

が
研
修

の
参
加

に
役
立

っ
た

0
0

4
2

2．
「

先
輩

の
知

恵
」

に
つ
い

て
の
意

見
，
要

望
，
提

案
は
以

下
の
通

り
で
あ

る
。

 


ど

の
内
容

も
，
本

当
に
そ

の
と
お

り
だ
，

と
思
う

も
の
で

，
読
ん

で
お
い

て
よ
か

っ
た
と

思
い
ま

す
。


様

々
な
イ

ベ
ン
ト

に
対
し

て
「

よ
く

準
備
し

て
お
け

ｂ
」
と
い

う
旨
の

記
述
が

あ
っ
た

た
め
、
そ

れ
ぞ

れ
に

対
し

て
備

え
る
気

持
ち
を

も
つ
こ

と
が
で

き
た
。

3．
 バ

ー
ク

レ
ー

研
修

前
に

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
の

か
た

ち
で

送
っ

た
メ
ー

ル
「

バ
ー

ク
レ

ー
研

修
に

向
け

て
」

に
つ

い
て

，

参
加

者
か
ら

以
下
の

回
答
を

得
た
。

全 く 読 ま な か っ た 

ほ と ん ど 読 ま な か っ た 

あ る 程 度 読 ん だ 

か な り 読 ん だ 

(1
)
「

バ
ー
ク

レ
ー
研

修
に
向

け
て
」

を
読
ん

だ
1

0
1

4

全 く そ う 思 わ な い

あ ま り そ う 思 わ な い

あ る 程 度 そ う 思 う

と て も そ う 思 う

(2
)
「

バ
ー
ク

レ
ー
研

修
に
向

け
て
」

の
内
容

が
研
修

の
参
加

に
役
立

っ
た

0
0

1
4

8 

4．
「

バ
ー

ク
レ

ー
研

修
に
向

け
て
」

に
つ
い

て
の
意

見
，
要

望
，
提

案
は
以

下
の
通

り
で
あ

る
。

 


最

後
の
方

に
送
っ

て
い
た

だ
い
た

動
画
は

，
リ

ス
ニ

ン
グ
の

練
習
に

も
バ
ー

ク
レ
ー

の
理
解

に
も
と

て
も
良

か
っ

た
で

す
。
教

え
て
い

た
だ
い

た
Yo

u
Tu

be
か

ら
あ

れ
こ

れ
た
ど

っ
て
み

た
結
果

，
バ
ー

ク
レ
ー

の
公

式
ア

カ
ウ

ン
ト
か

ら
実
際

の
授
業

動
画
も

た
く
さ

ん
公
開

さ
れ
て

い
る
こ

と
を
知

り
，
出
発

前
数
週

間
は
仕

事
中

ほ
ぼ

ず
っ
と

B
G

M
と

し
て

流
し
て

い
ま
し

た
。
自

分
の

専
門
の

授
業
な

ど
は
用

語
も
わ

か
っ
て

聴
き

や
す

い
の

で
，
お

す
す
め

し
た
い

な
と
思

い
ま
し

た
。
事

前
研
修

を
受
け

る
と
授

業
ID

か
ら

誰
向

け
の
講

義
か

，
ま
で

わ
か
っ

て
さ
ら

に
面
白

か
っ
た

で
す
。

G
S

I
セ

ク
シ
ョ

ン
の
動

画
も
い

く
つ
か

あ
っ
て

，
な

る

ほ
ど

こ
う

い
う
も

の
な
の

か
と
，
目

で
見

て
初
め

て
理
解

で
き
た

の
で
，
そ
う

い
う
も

の
も
事

前
に
見

て
お

け
て

よ
か

っ
た
と

思
い
ま

す
。


事

前
に

G
S

I
プ

ロ
グ

ラ
ム
に

つ
い
て

事
前
研

修
絵
は

そ
こ
ま

で
フ
ォ

ー
カ
ス

し
な
い

た
め
、

ガ
イ
ダ

ン
ス

動
画

や
シ

ラ
バ
ス

を
み
る

こ
と
で

、
そ
の

背
景
を

理
解
し

て
参
加

し
た
の

は
大
き

か
っ
た

。


海

外
で
は

日
本
と

文
化
が

異
な
る

こ
と
も

考
え
ら

れ
る
の

で
、
し
っ

か
り
と

事
前
準

備
す
る

必
要
が

あ
る
と

思
い

ま
す

。
本
年

度
は
、

事
前
研

修
が
あ

り
、
心

構
え
な

ど
も
勉

強
で
き

、
よ
か

っ
た
で

す
。


「

バ
ー
ク

レ
ー
研

修
に
向

け
て
」
を

ま
じ
め

に
読
ま

な
か
っ

た
の
が

、
個

人
的

に
も
残

念
で
し

た
。
時

間
が

な
か

っ
た

と
い

う
こ

と
も

あ
っ

た
が

。
「

バ
ー

ク
レ

ー
研

修
に

向
け

て
」

に
つ

い
て

も
、

リ
フ
レ

ク
テ

ィ
ブ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
を
提

出
し
な

い
と
い

け
な
い

と
い
う

決
ま
り

が
あ
っ

た
ら
、
き

っ
と
も

っ
と
ま

じ
め
に

取
り
組

ん
で

い
た

と
思
い

ま
す
（
提

出
し
な

き
ゃ
、
と

い
う
プ

レ
ッ
シ

ャ
ー
を

感
じ
た

だ
け
で

は
な
く

、
与
え

ら
れ

て
い

た
情

報
が
、
自

分
に

と
っ
て

ど
の
よ

う
な
意

味
を
持

つ
か
、
バ
ー

ク
レ
ー

研
修
で

具
体
的

に
ど
の

よ
う

な
こ

と
を

や
り
た

い
か
・
で
き
る

か
に
つ

い
て
、
前
も

っ
て
も

っ
と
考

え
る
機

会
に
も

な
っ
た

の
か
も

し
れ

ま
せ

ん
）
。

Ⅵ
．
国
内

他
大
学

調
査
訪

問
に
つ

い
て

1．
 国

内
他

大
学

調
査
訪

問
に
つ

い
て
評

価
を
求

め
，
参

加
者
か

ら
以
下

の
回
答

を
得
た

。
 

全 く そ う 思 わ な い

あ ま り そ う 思 わ な い

あ る 程 度 そ う 思 う

と て も そ う 思 う

(1
)
研

修
前
に

十
分
な

情
報
・

支
援
を

受
け
る

こ
と
が

で
き
た

0 
0 

0 
4 

(2
)
引

率
教
員

と
十
分

な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
が
と

れ
た

0 
0 

0 
4 

(3
)
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
内

容
は
充

実
し
て

い
た

0 
0 

0 
4 

(4
)
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
内

容
・
分

量
に
対

し
て
負

担
を
感

じ
た

1 
2 

1 
0 

(5
)
プ

ロ
グ
ラ

ム
に
参

加
す
る

こ
と
で

大
学
間

の
比
較

の
視
点

を
養
う

こ
と
が

で
き
た

0 
0 

0 
4 

2．
 フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー
ク

で
実
施

し
た
活

動
に
つ

い
て
，

参
加
者

の
回
答

は
以
下

の
通
り

で
あ
る

。
 


関

西
の

中
で

も
同

志
社

や
立

命
館

と
い

っ
た

普
段

な
じ

み
の

な
い

大
規

模
私

立
大

学
に

触
れ

る
こ

と
が

で

き
た

の
が

貴
重
な

体
験
だ

っ
た
。
こ

の
機
会

を
通
し

て
ほ
と

ん
ど
知

ら
な
か

っ
た
ラ

ー
ニ
ン

グ
コ
モ

ン
ズ
に

つ
い

て
俯

瞰
的
に

考
え
る

こ
と
が

で
き
る

よ
う
に

な
っ
た

。
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
他

大
学
と

の
比
較

は
非
常

に
大
事

だ
と
思

い
ま
し

た
。
な
か

な
か
他

大
学
の

授
業
を

参
観
で

き
る
こ

と
は
難

し
い

の
で

、
ぜ
ひ

、
来
年

度
も
継

続
し
て

ほ
し
い

と
思
い

ま
す
。


大

変
勉
強

に
な
っ

た
。
今

回
阪
大

の
授
業

参
観
と

施
設
見

学
も
で

き
て
、

と
て
も

よ
か
っ

た
。

Ⅶ
．
海
外

他
大
学

調
査
訪

問
に
つ

い
て

 

1．
 海

外
他

大
学

調
査
訪

問
に
つ

い
て
評

価
を
求

め
，
参

加
者
か

ら
以
下

の
回
答

を
得
た

。
 

全 く そ う 思 わ な い 

あ ま り そ う 思 わ な い 

あ る 程 度 そ う 思 う 

と て も そ う 思 う 

(1
)
研

修
前
に

十
分
な

情
報
・

支
援
を

受
け
る

こ
と
が

で
き
た

0
0

0
5

(2
)
引

率
教
員

と
十
分

な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
が
と

れ
た

0
0

0
5

(3
)
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
内

容
は
充

実
し
て

い
た

0
0

0
5

(4
)
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
内

容
・
分

量
に
対

し
て
負

担
を
感

じ
た

2
1

1
1

(5
)
プ

ロ
グ
ラ

ム
に
参

加
す
る

こ
と
で

大
学
間

の
比
較

の
視
点

を
養
う

こ
と
が

で
き
た

0
0

0
5

2．
 海

外
他

大
学

調
査
訪

問
に
お

け
る

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

に
つ

い
て

評
価

を
求

め
，

参
加

者
か

ら
以

下
の

回
答

を
得

た
。
 

全 く そ う 思 わ な い

あ ま り そ う 思 わ な い

あ る 程 度 そ う 思 う

と て も そ う 思 う

(1
)
希

望
す
る

研
究
者

を
訪
問

す
る
こ

と
が
で

き
た

0
0

1
4

(2
)
フ

ィ
ー
ル

ド
ワ
ー

ク
の
時

間
を
有

効
に
使

う
こ
と

が
で
き

た
0

0
1

4

(3
)
フ

ィ
ー
ル

ド
ワ
ー

ク
の
実

施
に
対

し
て
負

担
を
感

じ
た

3
1

1
0

4(
4)

 フ
ィ

ー
ル
ド

ワ
ー
ク

で
の
実

践
結
果

に
満
足

し
た

 
0

0
1

4

3．
 フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー
ク

で
実
施

し
た
活

動
 


臨

床
心
理

学
の

P
h

.D
コ
ー

ス
の
責

任
者
で

あ
る
教

授
，
お

よ
び

P
h

.D
.コ

ー
ス

の
学

内
実

習
機
関

と
し
て

の
附

属
ク

リ
ニ
ッ

ク
の
責

任
者
を

訪
問
し

ま
し
た

。
前

者
に

は
P

h
.D

.コ
ー
ス

の
学

生
に
対

す
る
研

究
指
導

体
制

や
，
そ

こ
で
の

問
題
点

，
ラ

ボ
と

し
て
の

研
究
組

織
の
つ

く
り
方

や
，
そ

れ
を
通

し
て
学

部
生
か

ら
院

生
ま

で
が

学
生
同

士
で
教

え
合
う

体
制
や

環
境
の

育
て
方

な
ど
に

つ
い
て

教
え
て

い
た
だ

き
ま
し

た
。
同
時

に
日

本
の

研
究
指

導
の
問

題
点
に

つ
い
て

伝
え
，
ア

メ
リ
カ

と
の
共

通
点
に

つ
い
て

教
え
て

い
た
だ

い
た
上

で
，
解

決
策

に
つ
い

て
の
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ

ン
を
し

ま
し
た

。
後

者
の

方
で
は

，
臨
床

実
習
の

体
制
を

詳
し

く
教

え
て

い
た
だ

い
た
上

で
，
研
究

指
導
と

の
バ
ラ

ン
ス
の

取
り
方

に
つ
い

て
も
教

え
て
い

た
だ
き

ま
し
た

。

事
前

に
ア

ポ
イ
ン

ト
を
取

っ
て
い

た
の
は

上
記

2
名
で
す

が
，
現
地

で
P

h
.D

.の
学

生
さ
ん

を
紹
介

し
て
い

10
 

た
だ

き
，
学

生
の
視

点
か
ら

見
た
教

育
体
制

の
良
い

点
，
限

界
点

に
つ
い

て
話
を

聞
か
せ

て
も
ら

い
ま
し

た
。

加
え

て
，

そ
の
学

生
さ
ん

が
担
当

し
て
い

る
G

S
I
セ

ク
シ

ョ
ン
に

つ
い
て

，
資
料

や
運
営

方
法
に

関
す
る

話
も

伺
う

こ
と
が

で
き
ま

し
た
。

実
際
の

G
S

I
セ

ク
シ

ョ
ン
の

見
学
も

提
案
さ

れ
た
の

で
す
が

，
空
き

時

間
が

な
か

っ
た
の

で
そ
れ

は
叶
い

ま
せ
ん

で
し
た

。
ま
た

ク
リ
ニ

ッ
ク
の

施
設
見

学
も
，
学
生

さ
ん
に

案
内

し
て

も
ら

い
ま
し

た
。


・
自

分
に
関

連
す
る

研
究
を

行
っ
て

い
る
研

究
所
お

よ
び
研

究
室
の

訪
問
、
装

置
の

見
学
・
Ｌ

Ｂ
Ｎ
Ｌ

に
お

け
る

高
大

連
携
プ

ロ
グ
ラ

ム
に
関

す
る
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ

ン


引

率
教
員

の
フ
ォ

ロ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
で
大

変
有
意

義
な
海

外
研
修

と
な
っ

た
。
海

外
で

の
授
業

を
参
観

す
る

こ
と

は
、

比
較
の

目
を
育

て
る
の

に
必
要

な
こ
と

だ
と
思

い
ま
す

。


ま

ず
、
私
の

専
門
分

野
の
授

業
を
２

つ
参
観

し
ま
し

た
。
そ
の

う
ち
１

つ
の
授

業
の
担

当
の
先

生
は
、
授

業

や
ご

自
身

の
te

ac
h

in
g 

m
et

h
od

s
に

つ
い

て
話

す
時
間

も
と
っ

て
く
だ

さ
り
、

大
変
勉

強
に
な

り
ま
し

た
。
ま

た
、
問
題

関
心
の

近
い
研

究
者
（

1
名

）
と

の
打

ち
合

わ
せ
も

し
、
研

究
の
話

も
で
き

ま
し
た

。
大

変
充

実
し

た
フ
ィ

ー
ル
ド

・
ワ
ー

ク
に
な

っ
た
と

思
い
ま

す
。

Ⅷ
．
プ
ロ

グ
ラ
ム

の
運
営

に
つ
い

て

1．
 プ

ロ
グ

ラ
ム

の
運
営

に
つ
い

て
評
価

を
求
め

，
参
加

者
か
ら

以
下
の

回
答
を

得
た
。

 

全 く そ う 思 わ な い

あ ま り そ う 思 わ な い

あ る 程 度 そ う 思 う

と て も そ う 思 う

(1
)

N
F

P
の
広

報
，
募

集
の
時

期
は
適

切
だ
っ

た
0

0
2

4

(2
)

N
F

P
に
お

け
る
セ

ミ
ナ
ー

の
回
数

は
適
切

だ
っ
た

0
0

3
3

2．
 プ

ロ
グ

ラ
ム

提
供
期

間
に
つ

い
て
評

価
を
求

め
，
参

加
者
か

ら
以
下

の
回
答

を
得
た

。
 

全 く そ う 思 わ な い 

あ ま り そ う 思 わ な い 

あ る 程 度 そ う 思 う 

と て も そ う 思 う 

(1
)プ

ロ
グ

ラ
ム
提

供
期
間

（
7
月

～
3
月
提
供

）
は
適

切
だ
っ

た
0 

0 
4 

2 

（
「
全
く
そ
う
思
わ
な

い
」
｢
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
｣
を
選
択
し
た
回
答
者
か
ら
の
要
望
）

・
ど
う

し
よ
う

も
な
い

部
分
が

大
き
い

と
は
思

う
が
、

２
～
３

月
の
負

担
が
（

普
段
の

業
務
も

増
え
る

分
）

大
き

か
っ
た

。
お
そ

ら
く
マ

イ
ク
ロ

テ
ィ
ー

チ
ン
グ

を
授
業

参
観
後

に
や
り

た
い
と

い
う
こ

と
だ
と

思
う

が
、

マ
イ
ク

ロ
テ
ィ

ー
チ
ン

グ
、
授

業
参
観

を
少
し

早
め
る

こ
と
が

で
き
れ

ば
負
担

は
多
少

違
う
と

感
じ

た
。

202
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3．
 プ

ロ
グ

ラ
ム

の
広
報

方
法
に

つ
い
て

の
意
見

，
要
望

，
提
案

に
つ
い

て
自
由

記
述
で

回
答
を

求
め
た

。
 


各

研
究

科
等
の

教
授
会

で
ア
ナ

ウ
ン
ス

し
て
も

ら
う
の

が
，
効

果
的

な
の
で

は
な
い

か
と
い

う
印
象

が
あ
り

ま
す
。

ポ
ス
ト

に
パ
ン

フ
レ
ッ

ト
を
投

函
さ
れ

て
も
た

い
て
い

の
教
員

は
あ
ま

り
ち
ゃ

ん
と
目

を
通
さ

な
い
と

思
い
ま

す
が
，
教

授
会

で
の
ア

ナ
ウ
ン

ス
は
全

員
が
そ

れ
な
り

に
き
ち

ん
と
聞

い
て
い

る
よ
う

に
思
い

ま
す
。
プ
ロ

グ
ラ

ム
が
あ

る
と
い

う
こ
と

さ
え
知

れ
ば
，
指
導

学
生
に

教
員
志

望
の
学

生
が
い

れ
ば
紹

介
し
よ

う
と
い

う
気
に

な
る

よ
う
に

思
い
ま

す
し
，
新

任
教

員
側
も

，
公

式
に
認

め
ら
れ

て
い
る

雰
囲
気

に
な
り

参
加
を

申
し
出

や
す
い

よ
う

な
気
が

し
ま
す

。


現

状
の

よ
う
な

新
任
教

員
研
修

で
の
リ

ー
フ
レ

ッ
ト
配

布
、
事

前
説

明
会
等

の
体
制

は
本

当
に
関

心
の
あ

る
参
加

者
に
ち

ょ
う
ど

届
く
い

い
広
報

手
段
に

感
じ
て

い
る
。

4．
 プ

ロ
グ

ラ
ム

全
体
に

つ
い
て

の
意
見

，
要
望

，
提
案

に
つ
い

て
自
由

記
述
で

回
答
を

求
め
た

。
 


す

べ
て

の
内
容

が
自
分

の
や
っ

て
い
る

こ
と
に

直
結
し

て
い
た

の
で
，
参
加

し
て
よ

か
っ
た

と
心
か

ら
思
い

ま
す
。

回
数
が

限
ら
れ

て
い
る

中
で
，
プ

ロ
グ

ラ
ム
全

体
が
ど

ち
ら
か

と
い
う

と
学
部

教
育
，
授
業

と
い
う

と
こ
ろ

に
重

点
が
置

か
れ
て

い
て
，

多
く
の

P
F

F
P

/N
F

P
対

象
者
が
一

番
困
る

部
分
に

フ
ォ
ー

カ
ス
さ

れ
て
い

て
有
益

だ
と

思
い
ま

し
た
。
そ

の
よ
う

な
制
限

の
中
で

も
，
コ
ー

チ
ン
グ

の
セ
ッ

シ
ョ
ン

が
含
ま

れ
る
な

ど
，
大

学
院
教

育
と

個
別
指

導
が
業

務
の

9
割
型
を

し
め
る

や
や
特

殊
な
自

分
自
身

の
現
職

に
と
っ

て
，
一
番

知
り
た

い
部
分

も
カ
バ

ー
さ
れ

て
い
て

あ
り
が

た
か
っ

た
で
す

。
バ
ー

ク
レ
ー

で
の
フ

ィ
ー
ル

ド
ワ
ー

ク
や
先

達
コ
ン

サ
ル
な

ど
，
プ

ロ

グ
ラ
ム

全
体
と

は
や
や

ず
れ
る

自
分
個

人
の
関

心
や
問

題
に
つ

い
て
解

決
で
き

る
時
間

が
確
保

さ
れ
て

い
る
の

も
あ
り

が
た
か

っ
た
で

す
。
敢

え
て
あ

げ
る
と

す
る
と

，
バ
ー

ク
レ
ー

で
最
終

日
に
受

け
た
倫

理
の

W
S
で

，
自

分
を
含

め
N

F
P
メ
ン

バ
ー
の

関
心
が

か
な
り

高
く
，

昼
休
み

も
そ
の

ま
ま
盛

り
上
が

っ
て
お

り
，

4,
5
時

間
で

も
デ
ィ

ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

で
き
そ

う
だ
っ

た
の
で

，
そ

の
あ
た

り
の
内

容
が
あ

れ
ば
面

白
い
と

個
人
的

に
は
思

い
ま

し
た
。

実
際
，

S
N

S
の
扱

い
や
，

夜
遅
い

時
間
に

異
性
の

学
生
が

研
究
室

を
訪
ね

て
き
た

ら
ど
う

す
る
か

，
な

ど
身
近

な
教
員

の
中
で

も
意
見

が
割
れ

る
こ
と

も
多
く

，
対

応
に

悩
む
初

年
度
だ

っ
た
の

で
。
た
だ

，
当
日

の
反

応
を
み

る
と

P
F

F
P
メ

ン
バ

ー
と

の
間
に

わ
り
と

テ
ン
シ

ョ
ン
の

ギ
ャ
ッ

プ
が
あ

っ
た
の

で
，

P
F

F
P

/N
F

P
の

テ
ー
マ

で
は
な

い
の
か

な
と
も

感
じ
ま

し
た
。


大

変
充

実
し
た

プ
ロ
グ

ラ
ム
だ

っ
た
。
各

大
学

で
か
な

り
プ
ロ

グ
ラ
ム

の
質
も

違
う
こ

と
が
分

か
り
、
そ
の

個
性

も
重
要

な
ポ
イ

ン
ト
だ

と
思
う

の
で
、

今
後
も

独
自
の

プ
ロ
グ

ラ
ム
開

発
を
期

待
し
て

い
る
。

5．
 本

プ
ロ

グ
ラ

ム
を
受

講
し
て

，
ご

自
身

の
こ
れ

ま
で
の

教
育
観

や
価
値

観
，
行

動
に
つ

い
て
変

化
，
明
確

化
が
図

ら
れ

た
点

に
つ
い

て
自
由

記
述
で

回
答
を

求
め
た

。


教

育
観

を
育
て

る
と
い

う
大
き

な
目
的

の
手
前

で
，
「
明
日

か
ら
使

え
る
」

知
識
ス

キ
ル
を

得
る
こ

と
も
多

か
っ

た
の
で

，
担

当
し
て

い
る
授

業
の
講

義
の
仕

方
，
グ

ル
ー
プ

ワ
ー
ク

の
仕
方

は
，
授

業
参

観
や
マ

イ
ク
ロ

，
模
擬

授
業
を

経
て
リ

ア
ル
タ

イ
ム
で

更
新
し

て
い
く

こ
と
が

で
き
ま

し
た
。
ま

た
，
教

育
観

価
値

観
と
い

う
意
味

で
授

業
面
で

変
化
が

あ
っ
た

の
は
，
大

規
模

を
相
手

と
し
た

講
義
で

試
す
前

に
諦
め

て
い
た

こ
と
を

，
ま

ず
は
試

し
て

み
よ
う

と
思
え

た
こ
と

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

。
様

々
な

工
夫

を
こ

ら
し

た
大

規
模

授
業

を
参

観
で

き
た

こ
と

は
，

学
生
だ

っ
た
と

き
の
こ

と
を
含

め
て
も

初
め
て

の
経
験

で
，
非

常
に
新

鮮
で
ハ

ッ
と
さ

せ
ら
れ

ま
し
た

。
プ

ロ
グ

ラ
ム
全

体
を
通

し
て
比

較
と
他

者
と
の

交
流
の

重
要
性

を
毎
回

必
ず
感

じ
て
お

り
，
そ

れ
を

自
分
の

実
践
に

も
広
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く
取
り

入
れ
た

い
と
思

う
よ
う

に
な
り

ま
し
た

。
来
年

度
，
ゼ

ミ
運

営
に
関

連
し
て

い
く
つ

か
試
し

て
み
た

い
と

考
え
て

い
ま
す

。
1
点

目
は
ゼ

ミ
生
と

相
談
の

上
，
来

年
度

か
ら
ゼ

ミ
の
オ

ー
プ
ン

化
を
は

か
る
こ

と
に
し

ま
し

た
。
今

年
度
ク

ロ
ー
ズ

ド
で
開

催
し
て

い
た
ゼ

ミ
の
集

ま
り
を

，
来

年
度
他

ゼ
ミ
の

院
生
に

対
し
て

開
放
す

る
こ

と
に
し

ま
し
た

。
発
足

し
た
て

で
D

生
が
い

な
い
と

い
う
大

き
な
限

界
点
が

あ
っ
た

の
で
す

が
，
他

ゼ
ミ
の

D

生
が
参

加
を
希

望
し
て

く
れ
た

こ
と
で

，
学

生
同
士

が
学
び

合
う
教

え
合
う

と
い
う

体
制
が

促
さ
れ

る
の
と

と
も

に
，
他
ゼ

ミ
の
文

化
を
背

景
と
し

た
指
摘

が
聞
け

る
よ
う

に
な
れ

ば
と
考

え
て
い

ま
す
。
加

え
て
，
こ

ち
ら

も
当

初
ゼ
ミ

行
事
と

し
て
予

定
し
て

い
た
論

文
執
筆

合
宿
を

，
学
内

外
職
種

専
門
年

齢
等
を

問
わ
ず

公
開
（

知
人

の
範

囲
で
）
す

る
こ
と

に
し
ま

し
た
。
論

文
を
書

く
と
い

う
共
通

項
を
も

っ
た
上

で
，
そ
こ

で
の
悩

み
や
工

夫
な
ど

を
，

途
中
の

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
や
懇

親
会
で

異
分
野

交
流
で

き
れ
ば

と
思
っ

て
い
ま

す
。
で

き
れ
ば

N
F

P
同
期
と

の

つ
な
が

り
が
，

そ
う
し

た
場
で

活
か
せ

れ
ば
と

も
考
え

て
い
ま

す
。


も

と
も

と
教
育

に
関
心

が
あ
っ

た
が
、

所
属
し

て
い
る

部
署
が

教
育

du
ty

が
な
い
と

こ
ろ
の

た
め
、

自
分
の

教

育
活
動

を
行
う

の
に
非

常
に
エ

ネ
ル
ギ

ー
が
必

要
な
状

況
だ
っ

た
。
そ

の
中

で
定
期

的
に
参

加
者
や

ス
タ
ッ

フ
か

ら
の
刺

激
を
受

け
る
こ

と
で
１

年
間
教

育
へ
の

モ
チ
ベ

ー
シ
ョ

ン
を
保

ち
続
け

る
こ
と

が
で
き

た
の
が

一
番
の

収
穫
だ

っ
た
（

お
そ

ら
く
関

連
分
野

で
こ
れ

だ
け
ア

ウ
ト
リ

ー
チ
に

気
持
ち

を
向
け

て
い
る

人
は
い

な
い
ん

じ
ゃ

な
い
か

と
い
う

ぐ
ら
い

熱
心
に

取
り
組

む
こ
と

が
で
き

た
）
。
ま

た
そ

れ
ま

で
中
等

教
育
に

比
べ
て

高
等
教

育
を

そ
こ
ま

で
意
識

し
て
い

な
か
っ

た
が
、
結

局
こ

の
二
つ

は
連
結

さ
れ
て

お
り
、
大
学

教
員
に

と
っ
て

高
等
教

育
も

重
要
な

ミ
ッ
シ

ョ
ン
で

あ
る
と

考
え
る

こ
と
が

で
き
る

よ
う
に

な
っ
た

。


受

講
す

る
前
は

、
「

大
学

教
員

の
仕

事
と
は

何
か
」

か
な
り

漠
然
と

し
て
い

ま
し
た

が
、
受

講
す
る

こ
と
に

よ
っ

て
、
少

し
ず
つ

自
分
が

目
指
す

べ
き
大

学
教
員

像
が
明

確
に
な

っ
て
き

ま
し
た

。
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20
16

年
度

JF
P
フ

ル
コ
ー

ス
海
外

他
大
学

調
査
訪

問
（
バ

ー
ク
レ

ー
研
修

）
ア
ン

ケ
ー
ト

結
果

 

20
16

年
度

バ
ー

ク
レ

ー
研
修

ア
ン
ケ

ー
ト
で

は
，
参

加
者

6
名
か
ら

の
回
答

を
得
た

。
 

Ⅰ
．
バ

ー
ク
レ

ー
研
修

の
各
セ

ッ
シ
ョ

ン
に
つ

い
て

1．
 以

下
に

示
す

そ
れ
ぞ

れ
の
セ

ッ
シ
ョ

ン
が
ど

の
程
度

有
益
で

あ
っ
た

か
に
つ

い
て

4
件
法

で
評

価
を

求
め
た

。
 

0．
不

参
加

  
 1

．
全

く
有

益
で

は
な

か
っ

た
 

 
2．

あ
ま

り
有

益
で

は
な

か
っ

た
 

 
3．

有
益

だ
っ

た
 

 
4．

と
て

も
有

益
だ

っ
た

 

不 参 加

そ う 思 わ な い

あ ま り そ う 思 わ な い

そ う 思 う

と て も そ う 思 う

【
1
日
目
】

 

(1
) 

W
el

co
m

e 
an

d 
In

tr
od

u
ct

io
n

 t
o 

th
e 

P
ro

gr
am

 
0 

0 
0 

2 
4 

(2
) 

Te
ac

h
in

g 
an

d 
L

ea
rn

in
g 

at
 B

er
ke

le
y 

(L
in

da
) 

0 
0 

0 
1 

5 

(3
) 

T
h

e 
B

as
ic

s 
of

 T
ea

ch
in

g 
(L

in
da

) 
0 

0 
0 

2 
4 

(4
) 

C
am

pu
s 

To
u

r 
0 

0 
1 

1 
4 

【
2
日
目
】

 

(1
) 

O
bs

er
va

ti
on

: T
h

e 
P

ol
it

ic
s 

of
 E

du
ca

ti
on

al
 I

n
eq

u
al

it
y 

(L
ec

tu
re

) 
1 

0 
0 

1 
4 

(2
) 

W
or

ks
h

op
: F

os
te

ri
n

g 
S

tu
de

n
t 

P
ar

ti
ci

pa
ti

on
 (

M
ic

h
el

) 
1 

0 
0 

1 
4 

(3
) 

S
tu

de
n

t 
L

ea
rn

in
g 

C
en

te
r 

1 
0 

0 
2 

3 

(4
) 

O
bs

er
va

ti
on

: B
ra

in
, M

in
d,

 a
n

d 
B

eh
av

io
r 

(L
ec

tu
re

) 
0 

0 
1 

2 
3 

【
3
日
目
】

 

(1
) 

O
bs

er
va

ti
on

: T
h

e 
P

ol
it

ic
s 

of
 E

du
ca

ti
on

al
 I

n
eq

u
al

it
y 

(G
S

I 
se

ct
io

n
) 

0 
0 

0 
0 

6 

(2
) 

O
bs

er
va

ti
on

s 
of

 S
ec

ti
on

s:
 B

io
lo

gi
ca

l A
n

th
ro

po
lo

gy
 

0 
0 

1 
2 

4 

【
4
日
目
】

 

(1
) 

O
ve

rv
ie

w
 o

f 
th

e 
D

ay
’s

 P
ro

gr
am

; D
eb

ri
ef

in
g 

of
 D

ay
 3

 (
L

in
da

) 
0 

0 
0 

0 
6 

(2
) 

L
u

n
ch

 w
it

h
 G

S
I 

2 
0 

0 
2 

2 

【
5
日
目
】

 

(1
) 

O
ve

rv
ie

w
 o

f 
th

e 
D

ay
’s

 P
ro

gr
am

（L
in

da

） 
0 

0 
0 

1 
5 

(2
) 

P
ro

fe
ss

io
n

al
 S

ta
n

da
rd

s 
an

d 
E

th
ic

s

（L
in

da

） 
0 

0 
0 

1 
5 

(3
) 

P
re

se
n

ta
ti

on
s 

0 
0 

1 
1 

4 

(4
) 

C
lo

si
n

g 
R

ec
ep

ti
on

 
0 

0 
0 

2 
4 

【
期
間
中
】

 

(1
) 

F
ie

ld
 w

or
k 

0 
0 

0 
0 

6 

2．
 各

セ
ッ

シ
ョ

ン
へ
の

意
見
，

要
望
，

提
案
は

以
下
の

通
り
で

あ
る
。

 


授

業
に
も

っ
と
出

た
い
。


そ

れ
ぞ
れ

の
W

or
ks

h
op

が
大
変

有
益
だ

っ
た
と

感
じ
た

。
事
例

を
も
と

に
グ
ル

ー
プ
等

で
デ
ィ

ス
カ
ッ

シ
ョ

ン
し

、
後

教
師
か

ら
も
指

摘
・
助

言
を
い

た
だ
け

る
と
い

う
と
こ

ろ
が
と

て
も
勉

強
に
な

っ
た
。

特
に

pr
of

es
si

on
al

 e
th

ic
s
の
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

が
、
今

ま
で
全

く
受
け

た
こ
と

が
な
か

っ
た
の

で
、
大

変
勉
強

に
な

っ
た

。
毎

日
の

de
br

ie
fi

n
g
も
、
振

り
返
っ

て
み
れ

ば
、
と

て
も
有

益
で
あ

っ
た
。
前
の

日
に
気

づ
い
た

こ
と
、

疑
問

に
思

っ
た
こ

と
が
、

ま
だ
頭

に
残
っ

て
い
た

時
点
で

、
そ
れ

を
L

in
da

に
投

げ
か

け
た
り

す
る
こ

と
が
で

き
て

、
頭

の
中
も

整
理
も

で
き
、

学
ん
だ

こ
と
・

経
験
し

た
こ
と

を
す
ぐ

忘
れ
ず

に
も
済

ん
だ
。

大
変
よ

か
っ

た
。


普

段
教
育

に
焦
点

を
あ
て

て
海
外

の
大
学

に
訪
問

で
き
る

機
会
を

得
ら
れ

る
こ
と

は
な
い

の
で
、

そ
の
点

１
週

間
海

外
の

教
育
現

場
を
観

る
と
い

う
こ
と

に
注
ぐ

こ
と
が

で
き
た

の
は
有

意
義
だ

っ
た
。
特

に
B

er
ke

le
y
に

と

っ
て

特
徴

的
な

G
S

I
の

学
生
と

F
R

E
E

 H
O

U
S

E
等
で

奇
譚

な
く
議

論
が
で

き
た
の

は
刺
激

的
で
、
本
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ら

で
は
の

も
の
を

得
る
こ

と
が
で

き
た
と

感
じ
て

い
る
。

こ
れ
は

、
G

S
I 

ce
n

te
r
や
引
率

教
員
の

負
担

と
大

学
の

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

に
も
依

存
す
る

と
こ
ろ

で
は
あ

る
が
、

私
個
人

と
し
て

は
プ
ロ

グ
ラ
ム

が
も
う

ひ
と

回
り

密
で

も
十
分

そ
れ
ぞ

れ
の
プ

ロ
グ
ラ

ム
か
ら

吸
収
す

る
こ
と

が
で
き

た
か
と

感
じ
て

い
る
。

ま
た
、

ガ
チ

ガ
チ

の
理

科
系
の

授
業
や

G
S

I 
se

ss
io

n
を

せ
っ

か
く
な

の
で
み

た
か
っ

た
と
感

じ
て
お

り
、
こ

の
あ
た

り
は
事

前
に

fi
el

d 
w

or
k
と

し
て
私
が

ア
レ
ン

ジ
で
き

れ
ば
よ

か
っ
た

と
反
省

し
て
い

る
。


【

プ
ロ
グ

ラ
ム
に

つ
い
て

】
全
体

と
し
て

は
，
ど

の
プ
ロ

グ
ラ
ム

も
と
て

も
満
足

度
が
高

く
，
充

実
し
て

い
て
，

眠
く

な
る

こ
と
も

ぼ
ー
っ

と
す
る

こ
と
も

あ
り
ま

せ
ん
で

し
た
。

プ
ロ
グ

ラ
ム
の

量
と
し

て
も
，

ち
ょ
う

ど
よ

か
っ

た
よ

う
に
思

い
ま
す

。
参
観

も
ワ
ー

ク
シ
ョ

ッ
プ
も

，
デ
ブ

リ
ー
フ

ィ
ン
グ

も
，
全

部
「
も

っ
と
時

間
が

ほ
し

い
」

と
い
う

気
持
ち

は
残
り

ま
し
た

が
，
あ

れ
以
上

増
え
て

い
た
ら

今
度
は

体
力
的

に
き
つ

か
っ
た

か
な

と
思

い
ま

す
。
体

力
が
落

ち
る
と

英
語
が

き
つ
く

な
る
の

で
，
多

少
余
裕

が
残
る

ぐ
ら
い

の
，
今

の
量
は

と
て

も
適

度
と

い
う
印

象
を
も

ち
ま
し

た
。
あ

え
て
延

ば
す
と

し
た
ら

，
個
人

的
に
は

デ
ブ
リ

ー
フ
ィ

ン
グ
の

時
間

を
も

う
30

分
ず

つ
で
も

延
ば
し

て
も
ら

え
れ
ば

あ
り
が

た
か
っ

た
よ
う

に
も
思

い
ま
す

が
，
そ
れ

は
夕
食

会
や

最
後

の
レ

セ
プ
シ

ョ
ン
等

の
他
の

場
で
も

補
え
る

の
で
。

1
つ

の
講
義
に

対
し
て

2
つ

の
G

S
I
セ

ク
シ
ョ

ン
が

あ
り

ま
し

た
が
，

本
音
を

い
え
ば

ど
ち
ら

も
見
て

み
た
か

っ
た
で

す
。
た

だ
こ
れ

は
受
け

入
れ
の

キ
ャ
パ

が
あ

る
の

で
，
む
し

ろ
，

2
つ

の
セ

ク
シ

ョ
ン
を

終
え
て

，
お
互

い
に
報

告
し
あ

う
時
間

を
正
式

に
設
け

て
も
い

い
か

な
と

思
い

ま
し
た

。
た
ま

た
ま
夕

食
会
の

際
に
話

を
伺
う

こ
と
が

で
き
，

と
て
も

勉
強
に

な
り
ま

し
た
が

，
か

な
り

面
白

い
発
見

が
多
か

っ
た
の

で
，
全

員
が
そ

れ
を
知

る
チ
ャ

ン
ス
を

得
ら
れ

る
と
よ

か
っ
た

だ
ろ
う

な
と

思
い

ま
し

た
。
ま

た
授
業

参
観
に

つ
い
て

，
初
日

の
レ
ク

チ
ャ
ー

で
少
人

数
の
講

義
も
多

い
と
伺

っ
た
の

で
，

大
規

模
の

授
業
と

少
人
数

の
授
業

を
1
つ

ず
つ
見

る
こ
と

が
で
き

れ
ば
，

そ
の
切

り
口
で

の
比
較

も
で
き

て
お

も
し

ろ
か

っ
た
か

な
と
思

い
ま
し

た
。
た

だ
，
こ

れ
も
受

け
入
れ

側
の
ご

都
合
が

あ
る
と

思
う
の

で
，
参

考
ま

で
に

，
程
度

の
要
望

で
す
。【

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
等
の

席
配
置

に
つ
い

て
】
全
体

的
に
席

の
配
置

が
結
構

重
要
な

よ
う

に
感

じ
ま
し

た
。
特

に
ペ
ア

ワ
ー
ク

を
す
る

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
と
，

長
時
間

の
フ
リ

ー
ト
ー

ク
に
な

る
夕

食
会

（
昼

食
会
は

参
加
し

て
い
な

い
の
で

わ
か
ら

ず
）
で

は
，
特

に
大
切

な
よ
う

に
感
じ

ま
し
た

。
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
は

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー

タ
ー
が

い
る
の

で
ま
だ

良
い
の

で
す
が

，
夕
食

会
は
，

た
と
え

ば
よ
く

話
せ
る

か
つ

話
し

た
い

人
が
ど

ん
ど
ん

し
ゃ
べ

っ
て
し

ま
う
と

，
英
語

が
苦
手

な
人
が

な
か
な

か
自
分

の
聞
き

た
い
こ

と
を

聞
け

な
く

な
る
，

と
い
っ

た
こ
と

が
起
こ

り
う
る

の
か
な

と
感
じ

ま
し
た

。
今
回

は
自
然

発
生
的

に
，
お

互
い
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に
フ

ォ
ロ

ー
し
あ

え
る
よ

う
な
配

置
に
な

っ
て
い

た
の
で

，
比
較

的
う
ま

く
ま
わ

っ
て
い

た
よ
う

に
も
思

っ
た

の
で

す
が

，
場
合

に
よ
っ

て
は
つ

ら
い
思

い
を
す

る
人
が

出
て
く

る
か
も

し
れ
な

い
と
は

感
じ
ま

し
た
。

な
の

で
，

初
日

か
ら
の

様
子
を

ふ
ま
え

て
，
あ

る
程
度

席
指
定

の
よ
う

な
か
ん

じ
に
す

る
の
も

あ
り
か

な
と
も

思
い

ま
し

た
が

，
そ
の

あ
た
り

は
自
己

責
任
と

い
う
気

も
す
る

の
で
，

そ
こ
ま

で
プ
ロ

グ
ラ
ム

と
し
て

手
を
か

け
る

必
要

は
な

い
か
も

し
れ
ま

せ
ん
。

あ
え
て

言
う
な

ら
，
程

度
の
意

見
と
し

て
受
け

取
っ
て

い
た
だ

け
れ
ば

と
思

い
ま

す
。【

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ
ー

ク
に
つ

い
て
】
現

地
で
追

加
に
な

る
か
も

し
れ
な

い
の
で

あ
る
程

度
余
裕

を
も
っ

て
，

と
い

う
ア
ド

バ
イ
ス

は
大
変

あ
り
が

た
か
っ

た
で
す

。
実
際

現
地
で

追
加
に

な
っ
た

際
，
複

数
提
示

で
き

る
時

間
が

あ
り
，

調
整
が

し
や
す

か
っ
た

で
す
。

ま
た
，

今
回
念

の
た
め

に
と
余

分
な
お

土
産
を

用
意
し

て
い

た
の

で
す

が
，
そ

れ
が
結

果
的
に

役
立
っ

た
の
で

，
そ
う

い
う
可

能
性
も

あ
る
と

，
事
前

に
教
え

て
い
た

だ
け

る
と

助
か

る
人
が

い
る
か

も
し
れ

ま
せ
ん

。
最
初

に
も
書

き
ま
し

た
が
，

全
体
と

し
て
本

当
に
充

実
し
た

研
修

で
し

た
。
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

中
身
に

つ
い
て

は
も
ち

ろ
ん
で

す
が
，
学

び
に

つ
い
て

だ
け
で

な
く
，
生

活
や

体
調
，

気
持

ち
の

面
に
ま

で
，
い

つ
も
先

生
方
が

気
を
配

っ
て
く

だ
さ
っ

て
，
と

て
も
安

心
感
が

あ
り
ま

し
た
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い
ま

し
た
。


海

外
研
修

の
前
に

海
外
の

大
学
制

度
に
つ

い
て
学

ん
で
、

海
外
研

修
に
臨

め
た
の

は
非
常

に
良
か

っ
た
で

す
。

事
前

研
修

が
な
け

れ
ば
、

海
外
と

の
比
較

が
難
し

か
っ
た

と
思
い

ま
す
。

キ
ャ
ン

パ
ス
ツ

ア
ー
で

は
、
様

々
な

施
設

を
回

る
こ
と

が
で
き

て
、
良

か
っ
た

で
す
。

欲
を
い

え
ば
、

G
S

I
が

使
っ

て
い
る

図
書
館

の
中
を

見
て
み

た
い

な
と

思
い
ま

し
た
。

可
能
で

あ
れ
ば

、
授
業

を
受
け

て
い
る

学
生
の

話
し
も

聞
け
る

セ
ッ
シ

ョ
ン
が

あ
れ

ば
良

い
な

と
思
い

ま
し
た

。
授
業

を
受
け

る
側
の

意
見
も

聞
い
て

み
た
い

と
思
い

ま
し
た

。
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プ
ログ
ラム
の
あ
ゆ
み

 
 4

 
 5

 
 6

 
 7

 
 8

 
 9

 
 1

0 
 1

1 
 1

2 
 1

 
 2

 
 3

  
 （

月
）

20
10
年
度

 

20
11
年
度

 

20
12
年
度

 

20
13
年
度

 

20
14
年
度

 

20
15
年
度

 

20
16
年
度

 

バ ー ク レ ー 研 修 （ 1 日 の み ）

メ ル ボ ル ン 研 修 （ 1
0 日 間 ）

派
遣
先
実
地
調
査
＋
試
験
的
派
遣

 
PF

FP
の
試
験
的
実
施
とし
て
メル
ボ
ル
ン
大
学
（
オ
ー
ス
トラ
リア
）
お
よ
び

UC
バ
ー
クレ
ー
（
ア
メリ
カ）

に
院
生

13
名
を
派
遣

 
バ
ー
クレ
ー
研
修
は
現
地
の

TA
オ
リエ
ン
テ
ー
シ
ョン
に
参
加
す
る
か
た
ち
で

1日
間
，
メル
ボ
ル
ン
は
現
地
の
新
任
教
員
研
修
を
カス
タマ
イズ
して

10
日
間
で
実
施

 

【引
率
者
】バ
ー
ク
レ
ー
：
佐
藤
万
知
，
芳
賀
満
，
メ
ル
ボ
ル
ン
：
佐
藤
万
知
，
関
根
勉
，
北
原
良
夫
，
串
本
剛
（
す
べ
て
東
北
大
学

 高
等
教
育
開
発
推
進
セ
ン
ター
教
員

[当
時

]）
 

N
FP
を
試
験
的
に
開
始
，
国
内
実
施
セ
ミナ
ー
を
開
発

 
PF

FP
15
名
，

N
FP

3名
。若

手
教
員
か
らの
要
望
に
基
づ
き

N
FP
（
海
外
研
修
の
派
遣
先
は
メル
ボ
ル
ン
）
を
開
始

 
PF

FP
の
海
外
研
修
の
行
先
は
メル
ボ
ル
ン
とバ
ー
クレ
ー
の

2グ
ル
ー
プ
，
国
内
で
実
施
で
き
る
セ
ミナ
ー
を
開
発
し5
件
実
施

 
参
加
者
に
助
言
を
フィ
ー
ドバ
ック
す
る
先
輩
教
員
を
リク
ル
ー
トし
「メ
ン
ター
制
度
」を
導
入
（

5名
）

 
 【引
率
者
】バ
ー
ク
レ
ー
：
佐
藤
万
知
，
芳
賀
満
，
メ
ル
ボ
ル
ン
：
今
野
文
子
，

To
dd

 E
ns

le
n（

す
べ
て
東
北
大
学

 高
等
教
育
開
発
推
進
セ
ン
ター
教
員

[当
時

]）
 

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

シ ラ バ ス 作 成 セ ミ ナ ー

英 語 で 授 業 を

マ イ ク ロ テ ィ ー チ ン グ

模 擬 授 業 （ 選 択 ）

諸 外 国 の 高 等 教 育 を 知 る

バ ー ク レ ー 研 修 （ ５ 日 間 ）

成 果 報 告 会

〔そ
の
他
〕 
ポ
ー
トフ
ォリ
オ
の
作
成
（
先
達
か
らの
コメ
ン
トフ
ィー
ドバ
ック
）
，
最
終
課
題
論
文

 

派
遣
先
の
切
り分

け
，
国
内
実
施
セ
ミナ
ー
の
拡
充

 
PF

FP
6名

，
N

FP
6名

。P
FF

Pの
海
外
研
修
は
バ
ー
クレ
ー
，

N
FP
は
メル
ボ
ル
ン
に
切
り分

け
・差
別
化
，
授
業
参
観
の
試
験
的
導
入
（
学
内

3件
）

 
「メ
ン
ター
」に
替
え
，
先
輩
教
員
を
「先
達
」（

8名
）
と位

置
づ
け
て
個
人
コン
サ
ル
テ
ー
シ
ョン
（

N
FP
対
象
）
を
実
施

 
京
大
・名
大
と共

催
で
研
究
会
「大
学
教
員
を
育
て
る
：
入
職
前
と入

職
後
の
能
力
開
発
」を
開
催

 
  【引
率
者
】バ
ー
ク
レ
ー
：

 T
od

d 
En

sl
en

 ，
メ
ル
ボ
ル
ン
：
今
野
文
子
，
芳
賀
満
（
す
べ
て
東
北
大
学

 高
等
教
育
開
発
推
進
セ
ン
ター
教
員

[当
時

]）
 

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

シ ラ バ ス 作 成 セ ミ ナ ー

大 学 の 制 度 と 役 割

マ イ ク ロ テ ィ ー チ ン グ

先 達 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン

バ ー ク レ ー 研 修 （ ５ 日 間 ）

メ ル ボ ル ン 研 修 （ ５ 日 間 ）

〔そ
の
他
〕 
リフ
レ
クテ
ィブ
ジ
ャー
ナ
ル
の
作
成
，
最
終
課
題
論
文

 

授 業 参 観

大 学 の 制 度 と 役 割

メ ル ボ ル ン 研 修 （ ５ 日 間 ）

N
FP
：
蔵
王
合
宿
に
切
替
，
授
業
参
観
の
拡
充

 
PF

FP
9名

，
N

FP
2名

。N
FP
の
メル
ボ
ル
ン
研
修
を
廃
止
，
メル
ボ
ル
ン
か
らの
講
師
招
聘
に
よ
る
蔵
王
合
宿
に
（

2泊
3日

）
 

授
業
参
観
の
拡
充
（
学
内

10
件
）
，
模
擬
授
業
を
全
参
加
者
対
象
へ
，
先
達
コン
サ
ル
を

PF
FP
に
も
導
入

 
広
大
・京
大
・立
命
館
・一
橋
・北
大
と共

催
で
研
究
会
「大
学
教
員
を
目
指
す
大
学
院
生
の
全
国
交
流
会
」を
開
催

 
 【引
率
者
】バ
ー
ク
レ
ー
：
今
野
文
子
，

To
dd

 E
ns

le
n，
蔵
王
合
宿
：
今
野
文
子
，

To
dd

 E
ns

le
n，

川
井
一
枝
（

20
11
年
度
修
了
生
）
，
佐
俣
紀
仁
（

N
FP

20
12
修
了
生
）

 

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

シ ラ バ ス 作 成 セ ミ ナ ー

大 学 の 制 度 と 役 割

マ イ ク ロ テ ィ ー チ ン グ

先 達 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン

バ ー ク レ ー 研 修 （ ５ 日 間 ）

成 果 報 告 会

〔そ
の
他
〕 
リフ
レ
クテ
ィブ
ジ
ャー
ナ
ル
の
作
成
，
最
終
課
題
論
文

 

授 業 参 観 （ 12 月 ま で ）

蔵 王 合 宿 （ 2 泊 3 日 ）

成 果 報 告 会

模 擬 授 業 （ 希 望 者 の み ）

模 擬 授 業

教
材
（
ガ
イ
ド
・冊
子
・動
画
）
の
拡
充
，

O
B/

O
G
通
信
の
配
信
開
始

 
PF

FP
5名

，
N

FP
3名

，
先
達
教
員
を

9名
に
拡
充
，
パ
ン
フレ
ット
配
布
，

CM
作
成
な
ど広

報
に
注
力

 
修
了
生
の
積
極
的
参
画
を
推
進
，
バ
ー
クレ
ー
研
修
前
の
メー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
よ
る
情
報
提
供
を
開
始

 
「先
輩
の
知
恵
」「
推
薦
図
書
集
」「
リフ
レ
クシ
ョン
の
理
論
と実

践
（
動
画
）
」な
どの
教
材
を
拡
充

 
【引
率
者
】バ
ー
ク
レ
ー
：
今
野
文
子
，
杉
本
和
弘
，
蔵
王
合
宿
：
今
野
文
子
，
杉
本
和
弘
，
川
井
一
枝
（

20
11
年
度
修
了
生
）
，
野
地
智
法
（

20
13
年
度
修
了
生
）

 

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

シ ラ バ ス 作 成 セ ミ ナ ー

大 学 の 制 度 と 役 割

マ イ ク ロ テ ィ ー チ ン グ

先 達 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン

バ ー ク レ ー 研 修 （ ５ 日 間 ）

成 果 報 告 会

〔そ
の
他
〕 
リフ
レ
クテ
ィブ
ジ
ャー
ナ
ル
の
作
成
，
最
終
課
題
論
文

 

授 業 参 観 （ 1 月 ま で ）

蔵 王 合 宿 （ 2 泊 3 日 ）

模 擬 授 業

シ
ョー
ト
コー
ス
設
立
，
海
外
研
修
を
オ
プ
シ
ョン
化

フル
コー
ス

PF
FP

4名
，

N
FP

6名
，
シ
ョー
トコ
ー
ス
（

*）
PF

FP
4名

，
N

FP
6名

。7
月
か
ら開

始
授
業
参
観
の
拡
充
（
学
内

14
件
，
他
大
学

3件
）
，
海
外
・国
内
他
大
学
調
査
訪
問
を
オ
プ
シ
ョン
とし
て
設
置

 
院
生
指
導
セ
ミナ
ー
の
導
入
，
全
プ
ログ
ラム
の
全
国
公
開
（
’1
3-
’1
4ま
で
は

N
FP
蔵
王
合
宿
の
み
全
国
公
開
）

 【引
率
者
】海
外
他
大
学
訪
問
調
査
：
今
野
文
子
，
川
井
一
枝
（

PF
FP

20
11
修
了
生
）
，
国
内
他
大
学
訪
問
調
査
：
今
野
文
子
，
津
村
耕
司
（

N
FP

20
14
修
了
生
）

 

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

シ ラ バ ス 作 成 セ ミ ナ ー

大 学 の 制 度 と 役 割

マ イ ク ロ テ ィ ー チ ン グ

先 達 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン

海 外 他 大 学 訪 問 調 査

成 果 報 告 会

〔フ
ル
コー
ス
は
そ
の
他
〕 
リフ
レ
クテ
ィブ
ジ
ャー
ナ
ル
の
作
成
，
最
終
課
題
論
文

 

授 業 参 観 （ 12 月 ま で ）

模 擬 授 業

院 生 指 導 セ ミ ナ ー

授 業 づ く り セ ミ ナ ー

国 内 他 大 学 訪 問 調 査

*
* 

*
* 

シ
ョー
ト
コー
ス
の
拡
充
，
修
了
生
追
跡
調
査
の
実
施

フル
コー
ス

PF
FP

3名
，

N
FP

3名
，
シ
ョー
トコ
ー
ス
（

*）
PF

FP
4名

，
N

FP
18
名
＝
計

28
名

授
業
参
観
の
拡
充
（
学
内

25
件
，
他
大
学

5件
）
，
修
了
生
の
授
業
を
参
観
対
象
に

シ
ョー
トコ
ー
ス
に
院
生
指
導
セ
ミナ
ー
とリ
フレ
クテ
ィブ
ジ
ャー
ナ
ル
の
執
筆
を
導
入

【引
率
者
】海
外
他
大
学
訪
問
調
査
：
岡
田
有
司
，
今
野
文
子
，
国
内
他
大
学
訪
問
調
査
：
岡
田
有
司
，
今
野
文
子

 

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

シ ラ バ ス 作 成 セ ミ ナ ー

マ イ ク ロ テ ィ ー チ ン グ

先 達 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン

成 果 報 告 会

〔シ
ョー
トコ
ー
ス
は
そ
の
他
〕リ
フレ
クテ
ィブ
ジ
ャー
ナ
ル
の
作
成
，
〔フ
ル
コー
ス
は
そ
の
他
〕 
リフ
レ
クテ
ィブ
ジ
ャー
ナ
ル
の
作
成
，
最
終
課
題
論
文

 

授 業 参 観 （ 1 月 ま で ） 

院 生 指 導 セ ミ ナ ー

授 業 づ く り セ ミ ナ ー

国 内 他 大 学 訪 問 調 査

*
* 

*
* 

大 学 の 制 度 と 役 割

海 外 他 大 学 訪 問 調 査

模 擬 授 業

〔そ
の
他
〕 
最
終
課
題
論
文

 

教 授 学 習 に 関 す る セ ミ ナ ー* 教 授 学 習 に 関 す る セ ミ ナ ー*

事 前 研 修 （ 半 日× 3 回 ）

事 前 研 修 （ 半 日× 1 回 ）
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執筆・編集担当者 

第 1 部 第 1～2 章 今野文子 

第 1 部 第 3～4 章 岡田有司 
第 2 部（資料編） 岡田有司，今野文子，稲田ゆき乃，朱 嘉琪
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